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　　　０




　太陽が、ぎらぎらとまぶしかった。


　見上げれば青い空に白い雲。耳に響いてくるのは子供たちの楽しそうな声と、波が打ち寄せるざざーという音。目の前には焼けた砂浜と、植物プランクトンが浮遊して微び妙みように青緑色をした水面が広がっている。


　海。


　それも一年中で最も賑にぎわう夏の太平洋。


　辺あたりにはカップルやら親子連れやら学生らしきグループやらがワイワイガヤガヤ。砂浜にずらりと敷き詰められたビニールシートにパラソル。トウモロコシの屋や台たいに海の家。


「そろそろ来る頃かな……」


　それらをぼんやりと眺めながら、弘ひろ司しはビニールシート（自分で用意した）の上でゆっくりと身体からだを起こした。時間的に考えて、着替えるのが早そうな彼女あたりならもうやって来てもおかしくない。


　その予想に違たがわず。


「ヒロっ！」


　程なく、さくさくさくっという砂を踏みしめる軽快な足音が、弘司の方へと近づいてきた。


「えへへ、いちば～ん」


　そんなかけ声とともに、ぴょんと背中に飛びついてきたのは、白いセパレートの水着姿（Ｃ）のネコマタ娘むすめ。


「うみだうみだ～。わ～、ほんとに青いんだね。おっきくて広いし。あ、なんかお魚が跳はねた。あっちにはお船があるっ」


　よっぽど嬉うれしいんだろう、心の底から楽しそうな笑顔でソフビ製のシャチ（全長一メートル八十センチ。でっかい……）をぶんぶんと振り回しながら、視線を落ち着きなくあちこちにさまよわせている。


「ね、ね、ヒロ、早く泳ご！」


　待ちきれないとばかりに、美み亜あはお星様みたいにきらきらと目を輝かせてそう言った。


「でもまだみんなが来てないから……」


「え～、いいじゃんそんなの。ほらほら、はんにばるくんもそう言ってるよっ」


　不満そうに美亜が手足をばたつかせると、それとともにシャチ（はんにばるくん）もふりふりと尾ビレを振るわせた。「ほらほら、早く行こ、ね？」


「そういうわけにもいかないって……」


「む～」


　美み亜あには悪いけど、勝手にそんな単独行動を取ろうものなら、ミノス王から牡お牛うしを捧ささげられずに誤ご魔ま化かされた海神ポセイドンのごとくお怒りになる方が約一名ほどいるだろうことはまず間違いない。……そしてその結果として弘ひろ司しが海の藻も屑くず（ワカメの欠片かけらとか）になることも。せっかく海に来ているのに、そんなバイオレンスかつカタストロフィな事態はゴメンである。


「でもでも～、せっかくすぐそこに海があるのに～」


　ごちそうを目の前にしておあずけをくらった犬のような顔になる美亜（いやネコだけど）。


「気持ちは分かるけど、海は逃げないんだから……」


「逃げるもんっ」


　きっぱりと言い放った。


「今わたしたちの前にある海は、今しかないんだもん！　『五分後の海』と、『今の海』は違うんだよ～！」


　力強く、ぐっと両手を握り締める美亜。


　何か哲学的な深いことを言っているように見えて、実のところ単に五分待つのもイヤだってだけの極めて底の浅い話だったりする。このネコマタ娘むすめ、最近こういった屁へ理り屈くつを（おそらくテレビから）覚えたため、対処に困ることもしばしばである。


「うーん……」


　これはどうしたもんだろうと弘司が頭を悩ませていると。


「弘司さま～」


　背後から、の～んびりとした声が聞こえてきた。


「あ……」


　振り返るとそこには。


「すみません、お待たせいたしました～」


　こちらに向かって歩いてくるにこにこ笑顔の霊れい鳥ちようお姉さん千ち鶴づるの姿があり、


「むう、日差しがきついな……」


「そりゃ夏だしね。──あちち、砂が焼けてる」


「奈な々な、サンダル履はいてないのー？　履いた方がいいよ、火傷やけどすることもあるから」


　その後ろには、ちんまい背せ丈たけの神様幼女さくら、幼おさな馴な染じみの奈々、その友達でクラスメイトの佐さ藤とうさんが続いた。


「一人で待たせてごめんねー、弘司くん。脱衣所が混んでたのよ」


　少し遅れて最後にやって来たのは穂ほ村むら朝陽あさひさん。いちおう今回の海水浴の引率者にして、弘司たちが住んでいるアパート『夕ゆう凪なぎ荘そう』の管理人さんでもある。


「も～、みんな遅いよ～」


　やって来た五人を、美亜が待ちくたびれた～って顔で見た。


「あらあら、ごめんなさい～」


「ふん、大して時間も経たってなかろう。せっかちなアホネコめ」


　霊れい鳥ちようお姉さんが穏やかに笑い、神様幼女が不満そうに横を向く。


「──ん、弘ひろ司し、ちゃんと設営と荷物番はやってたみたいね、偉い偉い」


「ごくろうさまー、水みな上かみくん」


　大人おとなしく留守番をしていた犬に対する飼かい主のような口ぶりの奈な々なと、ごく普通にねぎらいの言葉をかけてくれる佐さ藤とうさん。


　ちなみにここが夏の海である以上、当然ながら五人とも（正確には一いち羽わと一いち柱はしらと三人とも）水着姿である。


　管理人さんはその性格にぴったりの陽気な色をしたビキニ。奈々と佐さ藤とうさんは運動部らしくスポーティなタイプのセパレート。まあこの三人は順当というか普通というか、予想の範囲内といっていいと思う。


　問題は。


「弘司さま～、私の水着はいかがでしょう？」


　残る二人だった。


「弘司さまのお好みになりそうなモノを選んだつもりなのですが～」


　まずは千ち鶴づるであるが……そのおしとやかそうで大和やまと撫子なでしこな外見とは裏うら腹はらに、何だかやたらと際きわどいビキニだった。肌はだの露出割合が日の丸弁当における白米部分並みに無む闇やみに多い。うう……なんか微び妙みようにコメントと目のやり場に困ります。


　そしてさくらは……


　さくらは…………


「……」


「む、むう、何じゃ、あまり見るでない」


「い、いや……」


　なんか……スクール水着だった。


　紺こん色で、胸の部分の白地にひらがなで『さくら』と書かれたオーソドックスなスクール水着。こっちもこっちで、別の意味でコメントに非常に困る格好である。……というか、何でスクール水着？


「わ、儂わしは〝みずぎ〟などというものはよく分からんのでな。朝陽あさひに尋ねてみたところ、『さくらにはきっとこれがよく似合うわよー』と言われたので、それに従ったまでだが」


　理由判明。


「……」


　無言で管理人さん（犯人）に視線を送ったところ、にっこりと笑顔で流された。……まったくこの人は。いや確かにこの上なく似合ってはいるんだけれども。


「うーん……」
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　水着の腰の部分を手で引っ張りながらもじもじとしているさくらを見ながら、弘ひろ司しが微び妙みように複雑な気分でいると。


　ちょんちょん。


　後ろから肩を叩たたかれた。


「ん？」


「──えい！」


　振り返った瞬間、弘司の両目に何かが高速で飛び込んできた。


「うぐあ！」


　視界に何か白いモノが入り、弘司は大きくのけぞる。


　テクニカルに眼球を直撃する、見事な目め潰つぶしだった（注：危ないので、良い子はマネをしないでください）。


「い、いきなり何を!?」


「いや……なんか目がエロかったから」


　しれっとそう言う奈な々な。


「そ、そんな理由で……」


　というかそこまで怪しい目をしていたつもりはないのに……


「うーん、そこに落ちてる尖とがった巻貝でやろうか指でやろうか迷ったんだけど、さすがに巻貝はちょっとどうかと思ってね。オーソドックスに指でカンベンしてあげたのよ。感謝しなさい」


「……」


　オーソドックスって、それでも充分な破壊力なんですが。


　弘ひろ司しが涙目で痛みをこらえていると。


「あー、はいはい。痴ち話わゲンカはそこまでにして。それじゃ今からいちおう諸注意をするからみんなちゃんと聞いててねー」


「は～いっ」「どうぞ～」「うむ」「ち、痴話ゲンカって……」「はいー」


　管理人さんの言葉に、みんながパラソルの下に集まった。


　ネコマタ娘むすめ、霊れい鳥ちようお姉さん、神様幼女、凶きよう暴ぼう幼おさな馴な染じみ、その親友。


　それにしても、見るからにアンバランスな顔ぶれである。


　何だってこんなメンバーで海に来ているのかというと──








「海に行くわよー」


　管理人さんが突然そんなことを言い出したのはちょうど一日前──夏休み目前の三連休前の金曜日（ややこしい）のことであった。


　学園から帰ってきたばかりの昼下がり。


　昼食のパンケーキを頰ほお張ばりながら（なぜか最近、この人もたまに食卓に顔を出すようになった）、管理人さんはにっこりと笑顔で言った。


「やっぱり日本の夏といえば海水浴、海水浴といえば日本の夏というくらい、両者は切っても切れない因いん果が関係で結ばれているものよねー。うん、そうよ。海水浴に行かなくちゃ気持ち良く秋は迎えられないわ。おまけに明々後日しあさつては『海の日』だし。これはもう私たちに海へ行けとの天の啓けい示じに他ほかならないでしょ」


「は～、そういうものなのですか？」


　千ち鶴づるが素直に感心する。


「そうよー。ねえ、弘司くんも美み亜あちゃんもそう思うわよね？」


「はあ……」


「……にゃ？　かいすいよく？　それっておいしいの？」


　美亜が物理の授業を聴かされた文系学生みたいな顔をした。……食べ物じゃありません。


「さくらちゃんと奈な々なちゃんはどう？」


「むう……」


「うーん……」


　微び妙みように首をかたむけるさくらと奈々。


「あと、えーと──」


「あ、佐さ藤とうです」


「うん、佐藤ちゃん。あなたは分かってくれるわよねー？」


「えー、どうなんでしょうねー」


　たまたま遊びに来ていた佐藤さんにまで同意を求めるものの、いまいち煮え切らないみんなの反応に、管理人さんは残念そうに頭を振った。


「んー、キミたちにはまだ難しかったかな。飛び散る水飛沫しぶき、降り注ぐ太陽、焼けた砂浜、発情したナンパ野や郎ろう共の嬌きよう声せい、跋ばつ扈こする人喰い鮫ざめ、沖に浮かぶ土ど座ざ衛え門もん、これこそ日本の侘わび寂さびってやつよー」


「……」


　……このヒト、何か夏の海にイヤな思い出でもあるのかな？


「ま、とにかくそういうわけなのよ。で、どう？　海に行かない？　二泊三日くらいで」


「まあ、行くのは別に構わないですけど……」


　ただ夏の海は混雑すると相場が決まっている。今から予約を取るとなるといつになることやら。ヘタをすれば七月いっぱいはムリかもしれない。


　その旨むねを伝えたところ。


「あ、ちなみに泊まるところなら私が何とかするからだいじょうぶよー。ちょっとした知り合いがいるから」


　との答えが返ってきた。何やら独自のコネがあるらしい。相変わらず謎なぞの多い人である。


「だから明日行きましょう。みんな、おっけー？」


「明日って──」


　また急な……


「いいのいいの。ほら、こういうものは思い立ったが吉きち日じつ、善は急げっていうじゃない。それに先方にもできる限り早く何とかしてくれって頼まれてるしー……」


「？　先方？」


「!?　あ、ううん、何でもないのー」


　管理人さんが、疑惑を否定するものの実際はクロである政治家のように、にこやかに手を握ってきた。「ほんと何でもないのよ？　隠し事なんて何もないわよ？（にっこり）」


「??」


「ま、細かいことは気にしない気にしない。とにかく、明日でだいじょうぶでしょ？　明後日あさつて明々後日しあさつてはお休みだし、海の日だし」


「でも、突然泊まりって言われても……」


　奈な々なが異議を唱えた。「その、こっちにも色々と準備とか都合とかがあるし……」


　何やらもじもじと言葉を濁にごす。この常にムダに元気でポジティブ思考な幼おさな馴な染じみには珍しい反応だ。


「え～、わたしはだいじょぶだよ。わたし、行きたいな。ね、ヒロ、行こ～よ、うみっ」


「美み亜あ……」


「私も問題はありません～。海の日ですし。あ、もちろん弘ひろ司し様がよろしければですが」


「千ち鶴づるさん……」


「良いのではないか？　儂わしも海は見てみたいしの。弘司が行くと言うのなら、異論はない」


「さくら……」


　三人娘むすめは乗り気のようだった。


「奈な々なよ、別に行きたくないのならお主ぬしは来なくても良いのだぞ」


「ぬっ……」


　挑発的なさくらの言葉に、奈々の目の色が変わる。


「ナナはお留守番でい～んじゃない？　ヒロにはお嫁よめさんのわたしが付いてれば十分だもん。ねっ？」


　美亜がきゅっと左腕に抱きついてくる。


「そうですね～。弘司さまの傍そばには常に私がお仕つかえしておりますから～。奈々さんは、え～と、蛇だ足そく？　ですか～？」


　千鶴がぎゅっと右腕に抱きついてくる。


「まあ、妻たる儂わしがおれば何の不備もなかろう。むしろ邪じや魔ま者は少ない方がよい」


　さくらがぽふっと背中に飛び乗ってくる。


　いつの間にやら、いつもの幸せトライアングルが形成されていた。


「んー、それじゃ弘司くんと美亜ちゃんと千ち鶴づるちゃんとさくらちゃんは、参加ってことでいいわね？」


　管理人さんがにっこりと首をかたむけた。


「僕はまだ何も言ってないんですが……」


「何かダメな理由があるの？」


「いえ、それは別に……」


　特にはないけど……


「なら決定。弘司くんが来てくれないとこっちも色々困るのよー。だからここは管理人さん権限ってことで。……逆らうようなら来月から家賃三割増にしちゃうわよ？」


「……行きます」


　何が困るのかはよく分からないけど、どうやら弘司に拒否権はないみたいだった。


「そうこなくっちゃ。うふふ、だから弘司くんって好きよ♪」


　管理人さんが満面の笑みを浮かべてそう言った。……プチ脅迫をやっておいて、今さら好きも何もないように思えるのは気のせいだろうか。


「あとは奈な々なちゃんたちだけど……うーん、まあどうしてもダメだっていうならしょうがないわよね。だったら南みなみ風かざ祭まつりちゃんといっしょにアパートのお留守番をお願いして──」


「──行くわ」


　奈々がぼそりと言った。「あたしも、行きます」


「あら、そうー？」


「はい」


　ちょっと（十秒ほど）前とは、百八十度違う意見である。


　弘ひろ司しが首をかしげていると。


「……何よその顔は。あたしが行くって言ったらそんなにオカシイ？　それともなんか文句でもあるの？」


「文句なんてそんな。でもさっき都合が悪いって……」


「都合が悪いとは言ったけど、行かないなんてことは一言も言ってないわ」


「それはそうだけど……」


　すごい屁へ理り屈くつである。


「……それともなに、あたしが来たら迷惑だっていうの？　そりゃ、あんたにとっちゃハーレムを邪じや魔まされるのはさぞご気分が悪いことでしょうけどっ」


「ハ、ハーレムって……」


　何だってそんな単語が出て来るのか、それにそもそも何で奈々がこんな縄なわ張ばりを荒らされたニホンオオカミのようにお怒りになっているのか、弘司にはさっぱりだった。


「とにかく、あたしも行くからね！　イヤだなんて言わせないわよ！」


　奈々がきっぱりと宣言した。


「んー、じゃ奈々ちゃんたちも参加ってことでいいわね？　ふんふん、合計で七人か。よーし、さっそく連絡を入れておかないとねー」


　そう言って、管理人さんは鼻歌を歌いながら部屋を出て行ってしまった。


「七人って……えっと、それってやっぱり私も数に入ってるのかなー？」


　佐さ藤とうさんがちょこんと首をひねる。たぶん、確実に入っていると思われます。





　とまあそういうわけで。


　このメンバー（弘司、美み亜あ、千ち鶴づる、さくら、奈々、管理人さん、佐藤さん）での二泊三日の海水浴が電でん光こう石せつ火かのごとく決まり。


　そして現在に至るというわけである。








　　　１




「はーい、じゃこれからお昼まではいちおう自由行動にします。各自、波と戯たわむれるなりカニと戯れるなりウミガメの産卵をストーキングするなり、自由にしていいわよー」


「うみうみうみうみう～み～！」


　管理人さん（いちおうこの中では保護者的立場）が言うなり、美み亜あは〝はんにばるくん〟を小脇に海へと突っ込んでいった。ネコなのになぜか見事なバタフライ。瞬またたく間にその姿が沖へと消えていく。


「元気ね……」


　奈な々なが呆あきれたように言う。それは弘ひろ司しもまったく同感だった。そんなに泳ぎたかったのかな？


　でもネコって本来、水が嫌いな生き物だった気がする。子供の時に飼かっていたネコは大の水嫌いで、身体からだを洗われるのをとってもイヤがったものだった。それと比べるとずいぶんな──それこそ大気圏とマントル層ほどの──差である。まあ美亜はネコマタ（妖よう怪かい）だから、普通のネコと同じように考えること自体間違いなのかもしれない。


　そんなことを考えながら海に目を遣やると、遙はるか遠くで〝はんにばるくん〟（全長一メートル八十センチ）が猛もうスピードで波間をのたうちまわっているのが見えた。


「……」


　元気すぎです。


　現在位置の把は握あくが簡単でいいといえばいいんだけど、まるでこの暑さでちょっと頭をヤラれたシャチ（肉食）の化け物が暴れ回っているみたいである。……監視員さんとかに注意されなきゃいいけど。


　微び妙みように心配しつつ、準備運動をしていると。


「弘司くんはどうするつもりー？」


　管理人さんから声をかけられた。


「美亜ちゃんみたいに泳ぎに行く？　それとも私といっしょに浜辺で夏の海を満喫する？　サンオイルを塗ってくれたりー？　うふふー♪」


「え、いや」


　この人はこの人で、わざわざ用意してきたのかヤシの木のレプリカの下に長椅い子すを置いて横たわり、ハワイアンカクテルを片手に優雅に日光浴を楽しんでいた。長椅子の脇わきに置かれたラジカセからは陽気なアロハ音楽ミユージツク。なんかそこだけなんちゃってハワイアンな空気が流れていて、ちょっとばかり近づきたくない雰ふん囲い気きである。


「遠慮しときます……」


「あ、そうー。残念ねー」


　さして残念でもない風に言って、管理人さんはハワイアンカクテルをくぴりと飲んだ。「ふー、波音を聞きながら浜辺で飲むこの一杯がたまらないわー」


　その姿を見て、弘ひろ司しは若じやつ干かん不安に思った。


　……まさかあなた、それがやりたいがためだけにこの海水浴を企画したんじゃないですよね？


「ぷはー、おいし。二杯目いっちゃおうかなー」


　嬉き々きとした表情でクーラーボックス（持参）から新しいカクテルを取り出す管理人さん。


　……ものすごく（それこそ犬が西を向けば尾が東にくるくらいの確率で）あり得そうです。


「……」


　とりあえずその件に関してはそれ以上深く考えないことにした。


　現実から目を逸そらすように、隣にいたビキニの霊れい鳥ちようお姉さんに目を向けると。


「あ、弘司さま、私は少し泳ぎに行きたいと思うのですが、よろしいでしょうか～？」


　そう訊きかれた。


「え？　うん。でもそんなこと……」


　別にいちいち確認を取らなくてもいいのになーと思いつつもうなずくと。


「そういうわけにはまいりません～。弘司さまは私のご主人様なのですから。そして侍じ女じよたる私はご主人様のお傍そばに常に控えていて、ご主人様のために身も心も何もかも尽くすのが当たり前。ゆえにご主人様の許可なくして身勝手なことをするわけにはいかないのです～」


　との答えが返ってきた。


「ちょ、千鶴さん……」


　ざわり。


　その超問題発言（公共の場での〝ご主人様〟連呼）に、周囲を歩いていた人たちがどよめく。


「おい、ご主人様って何よ？」


「あの男の子がそうなの？　つまりあのキレイな女の子は下げ僕ぼく？」


「うわ……」


「何それ？　どういうプレイよ？　最低……」


　ひそひそとそんな声が聞こえてくる。


　なんか、一瞬にして針のムシロに正座させられているような状況になりました。うう……


「と、とにかく、僕は構わないから行ってきていいよ」


　周囲からざくざくと突き刺さる蔑さげすみの視線を感じながら弘司が言うと、


「ありがとうございます～」


　千鶴がいきなり、ぎゅっと全身で抱きついてきた。


「ち、千鶴さっ──」


「嬉うれしいです～。氷が浮かんでいない温かい海は初めてですので～、少しわくわくしているのですよ～」


「こ、氷って──いやそれより腕に……」


　何やら柔らかいモノ（Ｄ）が当たっているんですが!?


　おまけに千ち鶴づるは際きわどいビキニ姿ということもあり肌の露出部分がいつもよりも多い。それはすなわち弘ひろ司しの身体からだに密着する部分もいつもよりリアルというかフレッシュな肌触りであることを意味し、そして弘司も十七歳さいの健全な男子高校生である以上そんな状況では当然色々と意識せざるを得ず──


「はいはい、そこまでっ！」


「やめい、このアホツルが！」


　間かん髪はつ入いれず間に入ってきた奈な々なとさくらが、同時にぐいっと、乱暴に弘司と千鶴を引き離す。


「な、奈々、さくら……」


「……まったく、ちょっと目を離すとすぐにこれなんだから。このスケベ！」「うむ。それにツルもツルじゃが、弘司、お主ぬしもお主じゃ。少しは儂わしの婿むこという自覚を持て。エロヅルごときに簡単に誘惑されおって……」


「ぼ、僕は何も……」


「何よ、発情したカバみたいに鼻の下を伸ばしてたクセに！」


「ええい男たる者、言い訳は見苦しいぞ。己の犯やった破は廉れん恥ち行為くらい素直に認めるがいい！」


「……」


　は、破廉恥行為って、僕は何もやってないのに……


　とはいえ鎌かま倉くらの仁に王おう像ぞうみたいな顔をした二人に責められては弘司も黙るしかない。そりゃ確かにちょっとはラッキーとか思ったりしたけどさ……


　そんな弘司たちを、千鶴はぽわんとした表情で眺めながら言った。


「あらあら～、何か大変なことになっていますね～。これはつまりアレですか、両手に花というやつですか？」


「全然違います」


　相変わらずこの人は……


「そんなに照れなくてもよろしいですのに～。ええと～、それでは私は泳いでまいりますね～」


　にっこりと笑って、千鶴はペンギンのようなゆったりとした足取りで（いや鶴だけど）、人で賑にぎわう海へと歩いていった。……自覚がないってのは罪である、色々な意味で。


　弘司が大きなため息を吐ついていると。


「──弘司よ、儂わしも少しこの辺あたりを見聞してくる」


　さくらが髪を結びなおしながらそう言った。


「儂も海は初めてなのでな。色々と見てみたいのじゃ」


「初めて？」


　って海が？


「うむ。というかそもそも夕ゆう凪なぎ町から出ること自体が初めてじゃな。……儂わしの役目は、あくまでも悪質な妖よう怪かいや怨おん霊りようなどからあの町を護ることにあり、それ以上でもそれ以下でもなかったのでな」


　ふっと、どこか遠い目になるさくら。


　だがそれも一瞬のことで、すぐにいつもの幼さを残した表情に戻った。


「──ともかくそういうことじゃ。知識でしか知らぬ海というものをこの身で感じてみたい。〝ふぃーるどわーく〟というやつじゃな。……儂のおらぬ間、ネコとツルに誑たぶらかされるでないぞ」


　そう言って、さくらもとことこと波打ち際へと歩いていってしまった。


「……」


　その後ろ姿を眺めながら、何となく考える。


　初めての海、か。


　考えてみれば美み亜あも海は初めてのようだし、千ち鶴づるも氷の浮かんでいない海は初めてだって言っていた。だけど、弘ひろ司したちくらいの年ねん齢れいで海に一度も来たことがない者なんて普通はいない。


「……」


　改めてあの三人は特殊な存在なんだなーと感じさせられたような気がした。妖怪に霊れい鳥ちように神様。弘司たちとは異なる人外の存在。……まあだからといって、何が変わるってわけでもないんだけど。
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「はあ、ほんっとに手間がかかるんだから……」


　のんびりと歩いていく千鶴とさくらの後ろ姿を眺めながら、奈な々なは深々とため息を吐ついていた。「ったく……そんなに胸の大きいのがいいのかしらね、男ってのは……」


「んー、そういうわけでもないと思うけどねー」


「友ゆ香か……」


「奈々、ちょっとこっちこっち」


　ちょんちょんと奈々に向かって手招きをする佐さ藤とうさん。「何よ？」「いいからー」「？」そんなやり取りをしながら二人してパラソルの影に移動すると、佐藤さんは奈々の耳元でささやいた。


（ていうかダメだよー、奈々。せっかくのチャンスなんだからもっと積極的にいかないと。水みな上かみくん、取られちゃうよ？）


（チャ、チャンスって何よ。あたしは別にそんな……）


（違うのー？）


（違うも何も、あたしは……）


　ごにょごにょと口ごもる奈な々な。それを見た佐さ藤とうさんが不敵な笑みを浮かべる。


（ふーん。だったら、私も水みな上かみくん狙ねらっちゃおっかなー）


（え……）


（水上くん、いい人だし。隣の席だった時も話してて楽しかったし、けっこう私の好みかもしれな──）


「そ、それはダメっ！」


　奈々が、がーっと叫んだ。


「よ、よく分かんないけどそれだけはダメ！　絶対ダメ！　ダメったらダメ！」


「うん、そうだよねー」


「あ……」


　ようやく誘導に気付き、奈々が真まっ赤かになる。「──っ」やられたっ──


「奈々もー、もうちょっと素直にならないと人生ソンだよ？」


「そ、そんなの分かってるわよ。だからあたしだってそれなりにはがんばって……って、何を言わせるのよ！」


「んー、そっかそっか」


　佐藤さんがにんまりと笑う。「奈々も奈々なりにがんばってるんだ。だったら私も少しは協力しなきゃねー」


「な、何する気よ？」


「ふふー、別に大したことじゃないよ」


　どことなく小悪魔な笑みとともに、佐藤さんはくるりと弘ひろ司しの方を向き──





　　　＊





「水上くーん」


「ん？」


　名前を呼ばれて弘司が振り返ると、にこにこ笑顔の佐藤さんとどこか焦あせったような顔をした奈々の姿があった。


「ね、特にやることないんだったら、これから私たちといっしょにビーチバレーでもやらない？」


　巨大な目玉を模したビニールボール（某ぼう目玉のオヤジをでっかくした感じ。すごいセンスだ……）を片手に、佐藤さんがそう訊きいてくる。


「ビーチバレーか……うん、いいよ。やろうか」


　別に反対する理由もなかったので弘司がそう答えると、


「やったー」


　何がそこまで嬉うれしいのか、佐さ藤とうさんは飛び跳はねて喜んだ。「良かったねー、奈な々な。水みな上かみくん、いっしょにやってくれるってー」


「な、何でそこであたしに同意を求めるのよ！」


「ふふー、どうしてだろうねー？」


　弘ひろ司しと奈々の顔を見比べて意味ありげに笑う。……何だろ？


「──じゃ、やろっかー」


「あ、うん」


　小こ脇わきに目玉を抱えて海へと向かっててくてくと歩き出す佐藤さんに着いていく。


「あ、そうだ。ね、どうせなら勝負しないかなー？」


　移動している途中で、佐藤さんがそんなことを言い出した。


「勝負？」


「うん。私と奈々対水上くんで。負けた方が勝った方の言うことを一つだけ聞くって条件でどうかなー？　その方が盛り上がって面白いと思うよ。ね、奈々もそう思うよねー？」


「そりゃ、勝ち負けがあった方が面白いとは思うけど……」


「でしょー、どうかなー？」


「うーん……」


　ま、いいか。二対一＆敗北条件が少しばかり気にかかるけど、相手は二人とはいえいちおう女の子だし、それに佐藤さんもいることだから、例え負けても奈々がそんなに無茶なことは言い出すことはないだろう。…………たぶん。


「分かった、やろう」


「じゃ決まりねー」


　佐藤さんが嬉うれしそうに声を上げる。そんな佐藤さんに、奈々が横から小声で話しかけるのが見えた。


（…………ちょっと友ゆ香か、さっきからどういうつもりなの？）


（どうって、何がー？）


（何って……弘司を誘ったり、勝負だなんて言い出したり、友香らしくないじゃない）


（でも、奈々はこういうの好きでしょ？）


（それはそうだけど……）


（いいからいいからー。私に任せといて、ね？　こういう小さな積み重ねが後で役に立つんだからー）


（……？）


「それじゃ始めよー」


　怪け訝げんそうな顔の奈々をヨソに、佐藤さんが目玉（ボール）を高々と掲げる。


「……友香が何を考えてるのかいまいちよく分からないけど──勝負だってからには手抜きはしないわ」


　幼おさな馴な染じみ（勝負事大好き）の目がきらーんと光る。


　そしてビーチバレー勝負（奈な々な、佐さ藤とうさんVS弘ひろ司し）が始まった。








　ルールはいたって簡単だった。


　敵と味方とでだいたいの陣じん地ちを決めて、その範囲内でボールを落としたら失点というアレである。


　ただ簡単であるがゆえに、その勝敗の行方ゆくえにはやはり単純に身体能力の差が大きく関わってくるものであり──


「えいやっ！」


「──っ」


　ミサイルのごとき勢いで放たれた奈々の強烈なアタックを何とか受け止める。柔らかなビニール素材にもかかわらず受けた腕がびりびりとシビれ、ボール自体は反動で空高く（十メートルくらい）舞い上がった。……すでにビーチバレーの域じゃないような。


「ほらー、もっとキビキビ動きなさい。陸に上がったアオウミガメじゃないんだから」


　最初は何やら戸惑っていたようだが、今はすっかりやる気いっぱいの奈々である。


「そ、そんなこと言ったって、二対一だし……」


「あんた男でしょ。こっちはか弱い乙おと女めが二人なんだから、それくらいハンデよ、ハンデ」


「……」


　……か弱い乙女は目め潰つぶしなんかしないと思う。


「ん、なんか言った？」


「いえ……」


　それに考えてみれば二人とも、二年生にして旭あさひヶが丘おか学園陸上部（県大会常連の強きよう豪ごう）のエースである。万年帰宅部で体力が落ちていることこの上ない弘司とでは、その基礎身体能力からして、訓練されたエリートドーベルマンと飼かい慣らされたヘタレマルチーズくらいに大きく差があった。むしろ弘司の方にハンデが（かなり）必要だろう。


「ごめんねー、水みな上かみくん」


　と、今度は佐藤さんが、アタックを打つと見せかけてちょこんとロブを放った。頭上を弓なりにボールが飛んでいき、そのままぽちゃりと弘司の背後に落ちる。


「ナイス、友ゆ香か。よーし、これで三十七対一ね。ほら弘司、早くボール取ってきなさい」


　あんまりない胸（Ｂ）を反そらしながら、勝ち誇ったかのように奈々が笑う。


「はいはい……」


　ため息を吐つきながら、弘司はボールを追いかけるために歩き出した。


　ボールは波に乗って少し遠くまで流されてしまっていた。


　ジャブジャブと水をかき分けながら、水面にぷかぷかと浮かぶ巨大な目玉──なんかとってもシュールな画えである──を取りに行こうとして。


　とん、と腰のところに何かが当たった。


「ん？」


　何だろ？


　下を見る。


　すると。


　女の人が、その黒い長髪を放射状に広げながら、うつぶせでぷかぷかと浮かんでいた。


「──っ!!」


　す、水死体っ──!?


　思わず叫び声を上げそうになる弘司の前で、水面をゆらゆらとたゆたっていた水死体（推定）が、突然むくりと起き上がった。


「え……」


「あらあら～」


　なんか、見たことある顔。というか──


「ち、千ち鶴づる……さん？」


「はい～、あなたの千鶴さんですよ～」


　霊れい鳥ちようお姉さんが、和なごやかな笑顔を浮かべてそう言った。


「い、いったい何をして……」


「え？　泳いでいただけですが～」


「およいで……」


　……今のが？


「はい～、鶴女つるめ一族に伝わる古式泳法です。全身からムダな力を抜いて水の流れに身を任せることにより、理想的な水中行動を実現させるのです」


「……」


「とはいってもそれだけじゃただ浮いているだけですから、ちゃんとバタ足はしているのですよ～。水鳥は、見えない水面下で必死に足を動かしているのです～、えへん」


　ちょっと得意げな千鶴。そんなことどうでもいいです。


「……とりあえず、公衆の面前でソレはやめてください」


「？　どうしてですか～？」


　本当に不思議そうな顔をする千鶴。


「……どうしてもです」


「？　はあ、よく分かりませんが……弘ひろ司しさまがそう仰おつしやるのならば控えることにします～」


「ぜひそうしてください」


　心からのお願いだったりします。


「ところで弘ひろ司しさまこそ、ここで何をやっていらしたんですか～？」


　濡ぬれた髪を後ろに流しながら、千ち鶴づるが尋ねてきた。


「あ、はい。あっちで奈な々なたちといっしょにビーチバレーをやっていたんです。──そうだ、よかったら千鶴さんもいっしょにやりますか？」


　千鶴が入ってくれれば、現在の偏かたよりまくったパワーバランス（奈々、佐さ藤とうさん連合八：弘司二くらい）も少しはマシになるかもしれない。


　弘司の提案に、千鶴はにっこりとうなずいた。


「弘司さまのお申し出とあれば～。ちょうど泳ぐのにも飽あきてきたところですし～」


「それじゃこっちに……。──と、ボールを取らないと」


　それを忘れては本ほん末まつ転てん倒とうである。弘司は千鶴の背後に浮かぶ目玉に向かって手を伸ばそうとして。


「!?」


　足の裏に何かぬるりとした感触を覚えた。同時に視界がぐらりと傾く。


「うわっ！」


　思わずというか何というか、転倒したくないという人間の本能が働いて、弘司は助けを求めるべく必死に目の前にあるものに手を伸ばした。


「あらあら～」


　しかしそこにいたのは弘司よりも軽い霊れい鳥ちようお姉さんである。そして重いモノが軽いモノに支えを求めようとしても、それはまずムダな努力に終わるものであり。


　ばちゃーん！


　結果として、その場で二人して高々と水飛沫しぶきを上げることとなった。


「げほっげほっ……す、すみません。大丈夫ですか、千鶴さん」


「ええ、何とか～。弘司さまこそだいじょうぶですか～？」


「あ、はい。僕はだいじょ────っ」


　そこで言葉が止まった。


　止めざるを得なかった。


　だって。


「!?」


　そこには上半身が生まれたままの姿になった、霊鳥お姉さんがいたのだから。


「ち、千鶴さん!?」


「？　どうしたんですか～？　そんな婚こん礼れい時のウグイみたいな真まっ赤かなお顔をして～」


「っ！　っ！」


　そっちを見ないようにして、必死に指差す。「む、胸っ！」
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　それでようやく気付いたのか、


「あらあら～、どうやらさっきの拍子に取れてしまったみたいですね～」


　微び妙みように頰ほおを赤く染めながら、両手で胸（Ｄ）を隠し浜の方に背を向ける千ち鶴づる。その果てしなくのーんびりとした動きからは想像しにくいが、いちおう恥ずかしがっているらしい。


「と、とにかく早く水着を……」


「あ、はい～。私もそうしたいのはやまやまなのですが……波に流されてどこかに行ってしまったようなのです～。う～ん、どうしたらいいのでしょうね～？」


「そ、そんな冷静に事態を説明している場合じゃないですよ！　何かで隠さないと……」


　周りには、多くはないとはいっても人はいる。親子連れが多いが、中には若い男も。そんな中で、こんなほとんどセミヌードみたいな姿のままでいさせるわけにはいかない。


「──って、いっても……」


　ここは海のど真ん中。隠すのに適したものなどそうそう都合よく落ちているわけもない。あるのは先ほど弘ひろ司しが足を滑すべらせる原因となったモノ（どうやら海草のようらしい……ワカメ？）くらいだが、南の海の人じゃないんだし、さすがにこれはどうかと思う。


　ああ、もうどうすれば!?


　弘司が頭を抱えていると。


「あ、私、いいことを考えついちゃいました～」


　ぽん、と千ち鶴づるが両手を胸（！）の前で叩たたいた。


「い、いいこと？」


「はい～、こうしちゃえばいいのです～」


　そう言って千鶴は弘ひろ司しの両手を取ると、自分の胸にそっと添えさせて。


「!?!?」


　ふにゃり、と上質のマシュマロみたいに柔らかな感触が両手に伝わってきました。


「隠すものがないのなら、弘司さまが隠してくださればよいのですよ～。これで万事解決です～」


　そんなとんでもないことを言い出した。こ、この人って……


「だ、ダメです！　これはダメ！」


「なぜですか～？」


「な、なぜも何も」


　これならまだワカメの方が遙はるかにマシである。というか傍はたから見たらほとんど弘司が背後から千鶴に襲いかかっているようにしか見えない。監視員さんの目に留まったら、問答無用で取り押さえられて（弘司が）、そのまま交番まで送そう致ちされそうなデンジャラスな状況である。このままじゃいつかのチカン容疑の時の二の舞まい──


「ちょっと弘司」


「!?」


　と、背後からじゃぶじゃぶと水をかき分けてくる音。


　ま、まさかまさか……


　この上なくイヤな予感とともに、壊こわれたロボットのようにぎぎぎ、と弘司が後ろを振り返ると──


「何やってるのよ。たかがボールを取ってくるだけなのに、何でそんなに時間かかって────っ!?」


　そこには言葉の途中で、シベリアのマンモスのように凍こおりついた幼おさな馴な染じみの姿があった。


「あ、あんた……」


「ち、違うんだ奈な々な、これは──」


　後ろから千鶴の胸に手を回しているというこの上なく説得力に欠ける状態（鷲わし摑づかみ）ながら、弘司は必死に状況を説明しようするも。


「な、何が違うっていうのよ!?　そんな現行犯（鷲摑み）で違うも何もないでしょうがっ!?」


　当然のごとく奈々は全く聞こうとせず、節せつ分ぶんにマメを撒まかれて逆ギレした鬼おにみたいな形ぎよう相そうで迫ってくる。


「だ、だから……千鶴さんも何とか言ってください！」


「はい？　そうですね～。先ほど弘司さまにいきなり覆おおい被かぶさられて押し倒された勢いで水着がどこかへ流れていってしまいまして～、その結果として今の状況が導かれているのです～。こういうのを何というのでしょう……情欲の海に流されるがまま？　でしょうか～？」


「な、な、な……」


　口元をひくひくさせながら絶句する奈な々な。


「ち、千ち鶴づるさん！」


　言っていることは間違ってはいない、これっぽっちも間違ってはいないけれど……でも他ほかにもっと言い方ってものがなかったんですか！


「あらあら～？」


　きょとんとした顔で首をかしげる霊れい鳥ちようお姉さん。


　だ、ダメだ……根本的に分かってない。


　絶望に暮れる弘ひろ司し（鷲わし摑づかみ）の前に。


「……」


　ゆらり。


　陽炎かげろうのような殺気をまとって、奈々が立ち塞ふさがった。


「な、奈々、待って、話を聞いて──」


「……だいじょうぶよ。あたしには全部分かってるから」


「──え？」


「要するに──あんたが発情期のヒヒみたいに千鶴さんに襲い掛かって水着を強ごう奪だつした挙あげ句く、隠すモノがないのなら僕の手で隠してあげるよ？　なんてセクハラオヤジみたいなこと言ってそれを実行に移したってことでしょ？　…………よくもまあ白はく昼ちゆう堂々」


「な、それ全然違──」


「問答無用！　沈めっ、この変質者が！」


　怒声とともに奈々の脚が高々と掲げられたかと思うと、次の瞬間、工事現場の掘くつ削さく機きのような凶きよう悪あくな勢いの踵かかと落おとしが的確に頭頂部に炸さく裂れつし、そのまま弘司の目の前は真っ暗になった。





「あーあ、ヤっちゃったー」


　遠ざかる意識の中、遠くで佐さ藤とうさんがそんなことをつぶやいているのが聞こえたような気がした。








「──っとに、このヘンタイは！」


「だ、だから誤解だっていうのに……」


「……ふん」


　大きな被害（でっかいタンコブ）を受けながらも何とか水着を拾うことに成功して、弘司たちが海から上がってくると。


　見聞に行くと言っていたさくらが、なぜか一人、波打ち際で砂遊びをしていた。


「む、戻ってきたか」


「あれあれ、どうしたのさくらちゃん。泳がないのー？」


　佐さ藤とうさんが問うとさくらは微び妙みように慌あわてた顔をして、


「む？　ま、まあのう。儂わしのような〝れでぃ〟はどこぞの能天気なネコのように、初めて海に来たからといってアホみたいにはしゃぐことはせん。──あ、あれじゃ、けして泳ぎ方が分からんとか、そーゆーわけではないのだぞ」


「……」


　泳げないんだ……


「な、何じゃその目は。泳げないのではないぞ、泳ぐ気がこれっぽっちもないだけじゃ。そ、それにこうして心を無にして砂と戯たわむれるのもいいものだぞ？　明めい鏡きよう止し水すい、無我の境地というやつじゃな」


　そう言いながら砂山をぺたぺたと叩たたくさくら。でもその目はオモチャを欲しがる子供のようにちらちらと海の方へと、正確には泳いでいる人たちへと向けられている。


「……泳ぎ方、教えてあげようか？」


「ほ、ほんとうかっ!?」


　弘ひろ司しが言った途端に（〇・二秒）、さくらはぱっと顔を輝かせた。


「うん、奈な々なたちも構わないよね？」


「あたしはいいわよ。……というか、あんたとさくらちゃんを二人にしておくとどうなるか分かんないし」


「右に同じくー」


「鶴女つるめ一族の伝統泳法をぜひぜひ伝授してさし上げます～」


　……いやそれはやめてください。


「まあそういうことだから。どう？」


「そ、そうか。うむ、それではよろしく頼──」


　と言いかけたところでさくらが言葉を止め、気まずそうに咳せき払いをした。


「あ、いや……その、なんだ。何度も言うが、儂は別に泳げないわけではないのだぞ？　儂がその気になれば泳法の一つや二つ、ごにょごにょ……。た、ただお主ぬしたちがどうしても教えたいというのなら教わってやらんこともないというだけの話で……」


　そんなことを言う。素直じゃないなあ……と、弘司は心の中で苦笑した。


「分かってるよ。僕たちが教えたいから教えるだけ。それならいいよね？」


「う、うむ。良いぞ」


　そしてさくらを連れて五人で海へと入る。


「じゃあまずは水に顔をつけるところから始めようか？」


「む、顔か……」


　さくらがひるんだ様子を見せた。


「だいじょうぶよ、さくらちゃん。怖くないから」


「がんばれー」


「鶴女つるめ一族の泳法では顔は常に水につけたままで息継ぎの時のみに～……」


　だからそれ（鶴女一族伝統泳法）はもういいですって。


　さくらはしばらく迷っているようだったが、やがて意を決したのか、


「む、むう、行くぞ！　乾けん坤こんの一滴岩をも砕くだくじゃ！」


　大おお仰ぎようかつ意味不明な掛け声とともに、刀かたな鍛か冶じ師しが仕上げに打ち下ろすハンマーのように勢いよく水面に顔を叩たたきつける──


　ちょこん。


　──と見せかけて、水面ギリギリでその勢いを急速に弱め、申し訳程度に海水に浸した。


「つ、つけたぞ。どうじゃ？」


「……」「……」「……」「……」


「み、見たか儂わしの勇姿を？　見事なものじゃろうが？」


　見事っていうか……


　コメントに困る弘ひろ司したちに、


「な、なんじゃその憐あわれむような目は！　ちゃ、ちゃんとできておったじゃろう？」


　必死に訴えかけてくるさくら。いや、まったくもってできていません。


「ほ、ほれ、もうよかろう。そんな基礎的なことよりも、次じゃ、次にいくぞ！」


　どうやらよっぽど顔を水につけるのが怖いらしい。


　でも。


「……さ、もう一回がんばろうか」


「な、なぜじゃ!?」


　さくらがあからさまに動揺した顔になった。


「なぜって……」


「いやじゃ！」


　ツインテールを振り乱し、さくらが叫ぶ。


「いやじゃいやじゃいやじゃ！　今ので完かん璧ぺきにできておったのじゃ！　完璧じゃ、ぱーふぇくとじゃ！　ゆえに儂はもうやらんぞ、やらんと言ったらやらん！」


　目元にじんわりと涙まで浮かべながら、まるで駄だ々だをこねる幼よう稚ち園えん児じみたいに手足をばたばたと振りながら拒否する神様幼女。本当に、心の底から顔つけがイヤであるらしい。


「はあ……」


　まあそうまで言うならもうしょうがないか……


「分かったよ。じゃあ顔つけはとりあえず置いておいて、次はビーチボールをビート板代わりにバタ足を──」


「う、うむ。それなら良い（半泣き）」


　ようやくうなずくさくら。


　とまあ、そんな調子で水泳のレッスンは続いていき。


　一時間後。


「ど、どうじゃ？　ちゃんと前に進んでおるか？」


「……あー、うん。前には進んでる」


　レッスンの結果、さくらは目玉（ビーチボール）付きバタ足（分速三メートル。すごく遅い）で海面を進めるくらいにはなっていた。ちなみに意地でも顔は水につけようとしない。まあ当初の状態から考えれば、いちおうこれでも進歩といえる……のかは少しばかり微び妙みようなところである。


「ふふ、儂わしにかかれば水泳など軽いものじゃ」


　だけど当の本人はご機嫌＆得意げ（かなり）な様子なので、ここはあえて突っ込むことをせず、弘ひろ司しは温かく見守ることにしたのだが。


「ふはははは、これで海も儂のモノじゃな！　跪ひざまずくがよい、魚どもよ！　平ひれ伏ふすがよい、甲こう殻かく類ども！」


「……」


　傍はたから見れば溺おぼれてもがいているようにも見えなくもないカッコで、しかし本人はいたって楽しそうに、揺れる波間をばちゃばちゃと進むスクール水着のバタ足神様幼女（目玉付き）の姿に、やっぱり何かを間違えたかなーとか微妙に思ったりもしたその時だった。


「うにゃああああああっ！」


　唐とう突とつに、沖おきの方から何か巨大な黒い物体が弘司たちの方に向かって猛もうスピードで突っ込んできた。


　それも一つでなく二つ。


「!?」「ちょ、ちょっと──」「な、なにー？」「あらら～」


　避よけるヒマもなかった。


　激突。


　弘司たちにぶつかってもなお勢いは止まらず、黒い物体（×二）はそのままきりもみ状に回転して砂浜に突っ込んでいった。


「いたた、何なんだ……」


　頭を振って身を起こす。弘司の周りでは、千ち鶴づるたちが尻しりもちをつきながら呆ぼう然ぜんとした表情で砂浜の方を見ている中、激突の衝しよう撃げきで目玉（ビーチボール）を吹き飛ばされたさくらが必死な顔で助けを求めていた。「お、おぼれ……あふ、あっぷ……」……足、付くだろうに。


「……ほら、摑つかまって」


「お、おお、弘ひろ司しよ、恩に着るぞ。さすがは儂わしの婿むこじゃ……」


　半ば泣きそうになりながらコアラのようにしがみ付いてくるさくらを救助しつつ、弘司も砂浜に目を遣やる。


　そこでようやく、自分たちに突撃してきたモノが何であったのかを理解した。


「あれって……」


　一つはどこかで見たソフビ製のでっかいシャチ。


　もう一つは……体長二メートルはある、やけに巨大なチョウチンアンコウだった。びたんびたんと身をよじらせて辺あたりをのたうちまわっている。


「……にゃ、にゃあ………………」


　そしてその脇わきでぐるぐると目を回しているネコマタ娘むすめ。


「……」


　ネコマタ娘×一、はんにばるくん×一、チョウチンアンコウ×一。


　この状況から導き出される答えは……


「さっぱり分からない……」


　美み亜あとはんにばるくんはともかく、何だってそこにチョウチンアンコウ（深海魚）が付属してくるのかがまったくもって不明だった。


　さくらたちとともに、砂浜でひっくり返っているネコマタ娘へと近づく。


「美亜、美亜！」


「ん、んん……」


　呼びかけると、騒ぎの元げん凶きよう（おそらく）となったネコマタ娘はゆっくりと目を開いた。


「う……ん、あれ～、ヒロ、どしたの、そんなたいへんそ～な顔して？」


「どうしたってそれはこっちが……」


　訊ききたいことである。


　すると美亜は「ん～」と首をひねりながら話し始めた。


「えとね～〝はんにばるくん〟といっしょに泳いでたの。そしたら近くに美お味いしそうなお魚さんが泳いでたんだよ。ぬぼ～って。それで捕まえようと思ったんだけど、意外と力が強くて……」


「……」


　……そのまま浜まで引きずられてきたってわけか。


　というかイワシとかサンマとかの小魚ならともかく、チョウチンアンコウ（巨大）はマズイだろう。弘司もよくは知らないけれど、確かこういった大物には漁業権とかそういったものがかかわってくるって話をどこかで聞いたような気が……


「……とにかくそのアンコウ、早く逃がしてあげなって」


「え～、せっかく苦労して捕まえたのに～。お家に持って帰っちゃダメ？　お風ふ呂ろ場とかに入れとけば……」


　どうやら飼かう気らしい。


「……ダメだって、そんなでかいの」


　おまけにブサイクだし。


「む～」


「それにチョウチンアンコウは深海魚だから、深い海にいないと死んじゃうんだよ」


「死んじゃう──」


　弘ひろ司しの言葉に同意するかのように、チョウチンアンコウ（でかい、ブサイク）がその名前の由来となった触角（？）をぴちぴちと振った。


　それでやっと美み亜あも納得したみたいだった。


「──そっか、だったらしょうがないにゃ。ほら、海にお帰り」


　チョウチンアンコウ（でかい、ブサイク）を水の中へと戻してやる。


　チョウチンアンコウ（でかい、ブサイク）は、嬉うれしそうに尾ビレをぴこぴこと振って沖へと消えていった。





　こうして、午前中は終わりを告げた。








　　　２




「ね、ね、ヒロ」


　昼食の千ち鶴づる特製マツタケ弁当（夏＆海なのに……）を食べ終わり、のんびりと休んでいた弘司のところに、美亜がとことことやって来た。


「ん？」


「さっきね、泳いでる時に、これ拾ったんだけど……」


　美亜が見せてきたのは、ガラスの瓶びんとその中に入った一枚の紙切れだった。広げてみると、汚れたワラ半紙に黒の油性マジックで海と島のようなモノが描かれている。島の上には、赤のバッテンがついていた。


「これって、宝の地図じゃないのかな？」


「まさか……」


　どう見ても子供（それも小学生くらい）のイタズラって代しろ物ものである。


　そもそもそんなもの（リアル宝の地図）が、この何の変哲もない一地方海水浴場にほいほいと落ちているわけがない。


　だけど美み亜あは本気でこれが宝の地図だと信じているみたいだった。星が飛び出すくらいに目をきらきらと輝かせて声を上げる。


「ぜったいそうだよ！　このバッテンが付いてるところをここ掘れわんわんってすれば、〝おたから〟がっぽり、うはうは、だもん」


　ネコマタ娘むすめが言うとものすごく違和感のある台詞せりふ（わんわん）だった。しかも今どき〝がっぽり〟、〝うはうは〟って……


「行ってみよ～よ。ほら、たぶんこれってあそこの島だよ？」


　美亜が指差した先には、小さな島のようなものがあった。地図での位置関係から見て、おそらくアレがそうなんだろう。


「でもどうやって？」


　確かにそんなに遠くはないみたいだけど、少なくとも泳いでいけるような距離じゃない。


「へへ～、それもだいじょぶ。いいモノがあったんだ～」


「いいモノ？」


「そ、いっしょに来て。こっちこっち」


「あ、と──」


　美亜に手を引かれて歩き出す。他ほかの五人は昼食の後片付けをしたり（千ち鶴づる）、食後の一杯を楽しんでいたり（管理人さん）、浮き輪でぷかぷかと海に浮いていたり（さくら）、一休みをしていたり（奈な々な＆佐さ藤とうさん）して、弘ひろ司したちに気付いていないようだった。


　砂浜を通り抜け、その先にあった岩場を越えて、洞どう窟くつのようなところへと入っていく。


「美亜、どこまで……」


「もうちょっともうちょっと」


　さっきからそればっかりである。いいかげんに弘司も不安になってきたところで。


「ほら、着いた、これだよっ」


「これって──」


　そこにあったのは……なんかアヒルの形をした四人乗りの船だった。よく湖とかで貸し出されている、足でペダルをきこきこと漕こいで進むタイプのアレである。


「……」


　だれかが捨てていったのかどこからか流れ着いたのか、だいぶボロボロになってはいたけれど、とりあえずは沈没せずに浮かんではいた。……まさか、これであの島まで行くつもりですか？


「えっと、はんにばるくんはここに結んで……と。さ、行こ、ヒロ」


　アヒルの助手席（？）に乗り込んで美亜が手招き。どうやらそのつもりらしい。


「ほら、早く早く～」


「……」


　美亜がにゃ～にゃ～急せかすので、仕方なく弘司はアヒルの運転席（？）に乗り込んだ。まあ途中で沈んだりはしない…………といいな（心からの希望です）。


「じゃ行くよ～、でっぱ～──」


「ちょっと待ったです～」


　──つ！　とノリノリで続けようとしたところで、の～んびりとした声がそれを遮さえぎった。


「お二人だけで、どこへ行かれるおつもりですか～？」


「ふん、抜け駆がけをしようとしてもそうはいかんぞ」


　いつの間にか、千ち鶴づるとさくらが洞どう窟くつの入り口に立っていた。


「弘ひろ司しさまのお傍そばに常に仕つかえることが私の宿命さだめ……そう、例たとえそのお船が巨大な岩がん礁しようにぶつかって粉々になりそのまま完かん膚ぷなきまでに沈没して海の底で魚のお家になることがあったとしても、私は弘司さまに着いていくと決めているのです～。ゆえに私もご一緒させていただきますね～」


「弘司をネコと二人きりにさせておくわけにはいかんからの」


　そう言って（一人、ものすごーく縁えん起ぎでもないかつ微び妙みようにあり得そうなことを言ってたが）、二人はアヒルに乗り込んできた。


「む～、だにえるくんがぎゅうぎゅうだよ。わたしとヒロだけでいいのに～」


　美み亜あが口をとがらせる。〝だにえるくん〟というのは、このアヒルの名前なんだろう。……たぶん。


「ほれ、儂わしらの用意はいいぞ。早く出すがいい」


「でっぱ～つ、です～」


「む～、それわたしが言う予定だったのに」


「……じゃ、行くよ」


　不満そうな顔の美亜を隣に、弘司はペダルを漕こぎ始めた。


　そして一匹のアヒル（だにえるくん）が太平洋へと躍おどり出ることとなった。








　きこきこきこきことアヒルを漕ぎ続けること三十分。


　ようやく目的の島に到着した。


「つ、疲れた……」


　思った以上に重労働だった。そもそもが静かな湖面を走ることを想定して作られたアヒルは、波の高い海ではその運動効率が著しく低下し、ペダルを漕こいでも漕いでもなかなか前に進まないのである。おかげでなけなしの体力の七十五パーセント強を消費してしまっていた。


「ふむ、それほど大きな島ではないようだの」


「そうですね～」


「がくえん、の方がずっと広いよ」


　砂浜にへたり込む弘司の横で、きょろきょろと元気に辺あたりを見回す三人。


　さくらたちの言う通り、島はそんなに広くはないようだった。


　横に長い楕だ円えん形をした島で、端はしから端まで直径にしてせいぜい三百メートルくらいだろうか。全力で走れば（……やりたくはないけど）、十分くらいで一周できそうなほどの大きさしかない。全体的にごつごつとした岩場のような場所が多く、木や植物などはあまり多くは見かけられなかった。


「で、そのバツ印とやらはどこに付いておるのじゃ」


「あ、んとね……」


「どれどれ」


　美み亜あが広げた宝の地図（推定）をさくらが覗のぞき込む。


　宝の地図（推定）については、アヒルの中でいちおうさくらたちに話しておいた。あまりにもアレな話なので、鼻で笑われるかとも思ったのだが。


『これはもしや……かの有名な徳川埋まい蔵ぞう金か!?』


『いえいえ、第二次世界大戦時の軍の隠し資金かもしれませんよ～』


　二人とも、すっごく信じていた。


　夢見る少女の瞳だった。


　妖よう怪かい、霊れい鳥ちよう、神しん霊れいってもしかしてデイドリーマーな子が多いのかなーと、ちょっと思ったりした夏の午後だった。


「この位置関係からすると、おそらくはあの辺ではないのか？」


　さくらが指差したのは、島の中央部分にある小高い丘のような場所だった。


「……あそこまで、行くの？」


　現在地（砂浜）からだとけっこうな傾斜になっている上に、足場もあまり良さそうではない。もともと体力がお座ざ敷しき犬いぬ並みなのに加えてアヒル漕こぎで消しよう耗もうしている弘ひろ司しには、かなりきつそうである。


　だけど。


「うん、当然だよっ！」「当然です～」「当然じゃな」


　即座にそんな返事が（しかも三人同時に）返ってきた。どうもこの三人、心の底からめちゃくちゃやる気らしい。


「ほらほら、行くよ」


「がんばってください～」


「儂わしの婿むこならば、もう少ししっかりせい」


　歩き出す三人。


　丘へと至る坂道はかなりの急勾こう配ばいなのに、それをものともせずに美亜たちはずんずんと進んでいく。何でこの三人はこんなに体力があるんだろう……と思いながら、三人に遅れないよう弘司は必死に傾斜を登った。「はーはー……」し、しんどい……


　そんなこんなで、ようやく目的地である丘の上へと辿たどり着く。


　丘の上には、大きな木が一本だけぽつんと立っていた。


「怪しいのはこの木の下かのう……」


「そうですね～、いかにもって感じですし」


「どれネコ、ここを掘ってみるがいい」


「らじゃっ！」


　ここ掘れわんわんならぬここ掘れにゃ～にゃ～で地面を掘り始める美亜。このネコマタ娘むすめがさくらの言うことを素直に聞くなんて、かなり珍しい光景である。宝という共通の目標に向かって、心が一つになっているらしい。……いつもこうならいいのに、とそこはかとなく思う。


　やがて三十センチほど掘り進んだところで。


「なんか出てきたよっ」


　姿を現したのは、透明な丸いプラスチックカプセル（いわゆるガチャポン）に入ったメモ用紙のようなモノ。


「おお、埋まい蔵ぞう金きんの在り処どころを示した古こ文もん書じよか？」


「いえ、きっと暗号表ですよ～」


「おたからかな、わくわく」


「……」


　出てきたのがメモ用紙（しかもガチャポンの中に入っている）って時点で、すでに子供のイタズラ確定のような気もしたが……三人の目があんまりにも活いき活きと輝いているので、弘ひろ司しには言い出せなかった。


「えっと、なんか書いてある。──『この木の裏側を見ろ』だって」


　三人が即座に木の裏側に回りこんだ。


「む、字のようなモノが刻んであるの」


「ええと～、『上……を見……ろ……宝は……そこ……にあ……る』と書いてあるように見えますね～」


「おたからっ!?」


「上じゃと!?」


「はい～」


　三人が上を向く。そこにあったモノは──


「……」「……」「……」


　そこには、油性マジックで『ごくろうさまでした。ぷぷっ』と大きく書かれた木の板が、枝に釘くぎで打ちつけてあった。


　ぶちっ、と、何かが切れる音（×三）が聞こえたような気がしました。


「──これって」


「確実に儂わしらを」


「愚ぐ弄ろうしていますね……」


　地獄の底から響くような声（×三）。


　次の瞬間。


　そこに立っていた木がヘシ折れ、木の板が粉々に砕くだけ散り、それらはまとめて真まっ赤かな炎ほのおに包まれていた。


　……まあ、何と言うか。


　期待の大きさと、それが裏切られた時の怒りは比例するってことで。








「あ～、もう、頭にくるっ。絶対本物かと思ったのに～」


「あんなに精せい巧こうな偽にせ物ものを作ってまで人を騙だますなんて、趣味が悪いですね～」


「儂わしの神の目でも、詐さ術じゆつを見破れなかったわ……」


　坂道を下りながら口々につぶやく三人。いやあなたたちの目はフシ穴ですか……


「ま、まあでもほら、ちょっとした探検みたいで面白かったというか……」


　なんかものすごく険悪な雰囲気だったため、弘ひろ司しがフォローするも。


「お宝が見つからなきゃ面白くないもんっ。せっかくヒロと豪ごう邸ていに住めるかと思ったのに～」


「複雑骨折損のくたびれもうけですね～」


「さっさとこんなところからは立ち去るとしようぞ。まったく、気分が悪い」


　三人とも、かなーりご立腹の様子だった。


　……これはもうさっさと戻るのが賢明だろう。宝探しがハズレだった以上ここにもう用はないし、あんまり遅くなると奈な々なたちが心配するかもしれない。


　丘を下って、砂浜に戻ってくる。


　さてまたあのアヒルを漕こがないといけないのか……とちょっとばかりブルーになりながら辺あたりを見回して。


「──あれ？」


　確かにそこに置いておいたはずの、アヒルがなくなっていることに気付いた。








　　　３




　ざぱーん、と波が打ち寄せる音が響いていた。


　砂浜にはぽつりと弘司たち四人（プラスはんにばるくん）の姿。


　視界の彼方かなたには、人で賑にぎわう海岸の様子がかすかに見える。


「──つまり、船は流された……と、そういうわけじゃな？」


　険しい顔で、さくらが現状を一言で言い表した。


　四人乗りのアヒル。


　弘ひろ司したちが乗ってきたソレ（名称だにえるくん）は、今や遙はるか沖おきの方で逆さまになって、波に弄もてあそばれるかのようにぷかぷかと浮いていた。


「やはり、ちゃんと繫つないでおくべきでしたね～」


「でもでも、波が届かないところに置いてあったんだよ？　なのに何で……」


「分からん、みすてり～じゃ……」


　基本的に海に関する知識をあまり持っていないだろうこの三人に、満ち潮っていう概念は存在しないみたいだった。


「とにかく、何とか帰る方法を考えないと……」


　このままじゃ四人そろってプチ遭そう難なんである。


　すると美み亜あがうにゃっと手を上げてこんなことを言った。


「だったらわたしがはんにばるくんといっしょに泳いで助けを呼んでくるよっ。これくらいの距離、わたしとはんにばるくんには朝飯前のネコマンマだから」


　突っ込みどころはいくつかあったが、それはとりあえず置いておくとして。


　確かに美亜のあの泳ぎっぷり（ネコなのにバタフライ）なら、それも不可能ではないかもしれない。……はんにばるくんを連れていく必要はまったくない気もするけど。


「……でも、大丈夫？」


「うんっ、全然平気だよ。わたし、泳ぐのは得意なんだ。ネコマタの里にいた頃はよく滝を遡さかのぼったり、大おお渦うずに飛び込んだりして遊んでたから」


「……」


　本当に、余よ裕ゆうで大丈夫そうです。「……気を付けてね」


「おっけ～。んじゃ行ってくるね。てりゃっ」


　岩場から勢いよく飛び込むと、美亜 with はんにばるくんは真っ白な水飛沫しぶきを上げながら水平線の彼方へと消えてゆき──


　消えてゆき──


　──────


　────


　──


　──そのまま、同じように水飛沫しぶきを上げて戻ってきた。


「美亜？」


「……あれ？」


　うにゃんと首をかたむけ、美亜はもう一度陸へと向かって泳いでゆき──


　泳いでゆき──


　──────


　────


　──


　──やっぱり、戻ってくる。


　いったい何をやってるんだろう？


「ネコ、ふざけとる場合か！」


　泳いでは戻ってくる美み亜あに、さくらが文句を言う。


「違うよ～、なんか途中で戻ってきちゃうのっ。身体からだがこう、くりん！　って曲がっちゃって。わたし、真ま面じ目めにやってるもん！」


　海から頭だけを出した状態で、美亜が頰ほおをふくらませた。けど、だったらどうして──


「──どうやらこの島の周辺は、潮の流れが少し特殊みたいですね～」


　海面に目を落として、千ち鶴づるが言った。


「潮の流れ？」


「ええ、おそらくですが～。潮の流れが全すべて島の方を向いているのだと思います～。行きはよいよい帰りは怖い、というやつですか～？　私の故郷にもこれと似た環境の島がありました。ちなみにそこは、一度足を踏み入れたら二度と戻ってこられない、通称〝死し髑髏どくろ島じま〟と呼ばれていましたが～。あ、これはそこに流された人が一人残らず例外なく朽くち果てて、哀れな髑髏に成り下がることから付けられた名前だと言われています～」


「……」「……」「……」


　なんか、非常に絶望的なことをあっさりと言ってくれました。


「あらあら～、みなさん、何だかお顔が暗いですね～。荷馬車に乗せられて、ごとごと揺られる子牛みたいですよ？」


　あなたが暗くさせたんです。


　黙り込む弘ひろ司したちに。


「そんなに心配なさらなくても大丈夫ですよ～。ふふ～、弘司様、私がだれだかお忘れですか？」


　千鶴が、自分の顔を指差してにっこりと笑った。


「え？」


　だれって……頭の中が一年中春の天然お姉さん？


「私は霊鳥鶴女の千鶴さんでございます～」


　そう言ってくるっと一回転すると、千鶴の背中から真っ白なツバサが現れた。


「海がダメなら空ですよ。これで陸までひとっ飛びです～」


「あ──」


　そうか、そういえばその手があったか。この人、普段はほとんどツバサを見せないからすっかり忘れていた。


「待っていてください、すぐに助けを呼んできますから～」


　ぱたぱたと羽音をさせて千ち鶴づるは大空高く舞い上がってゆき──


　舞い上がってゆき──


　──────


　────


　──


　──そのまま、キレイな放物線を描いて海へと墜つい落らくした。ぽちゃん。


「ち、千鶴さん!?」


「だ、だいじょうぶです～……」


　慌あわてて駆かけ寄ろうとすると、例のオリジナリティ溢あふれる水死体泳ぎで水面を漂ただよいながら、ふらふらと砂浜に戻ってきた。


「どうも潮風に長時間当たっていたせいで、ツバサの調子が良くないみたいです～。何だか羽う毛もうがごわごわと……」


　ばさばさと、ぎこちなくツバサを動かす。


「……やれやれ、ネコもツルも使えんの。しょせんは畜生か」


　さくらが大きく肩をすくめた。


「む～、何よ、自分はなんにもやってないクセに～」


「ふん、真しん打うちは最後に出て来るものじゃ」


「しん、うち……？」


　うにゃっと首をひねる美み亜あ。


「………………まあ、アホネコは放っておいて、どれ──ここは儂わしが一ひと肌はだ脱ぐことにしよう。『縮しゆく地ち神しん歩ぽ』の術じゆつで、儂ら四人をあの陸まで送ってみせようぞ」


「『縮地神歩』？」


「うむ」


　さくらが小さな胸（Ａ）を大きく張った。


「さくらさん、転移術までできるのですか～？　すごいですね～」


「ふっ、神たる儂にできないことなどないのじゃ。──とはいえ転移術は簡単な術ではないし、ここは儂の土地でもない。ゆえに多少の手間が必要となるがの」


　砂浜に、何やら模様のようなモノをがりがりと木の棒で描えがき始めるさくら。


「──これで良し、と。ではお主ぬしら、この円の中に入るがよい」


　よく分からなかったが、言われた通りに地面に描かれた模様の内側に入った。


「全員入ったの。この中から出るでないぞ。──地に眠ねむりし幾百の龍りゆう脈みやく……繫つながり紡つむいで路みちとならん……」


　さくらの声とともに、円の周囲がぼんやりと白い光を発し始めた。まぶしいくらいに真っ白な光。そしてそれは弘ひろ司したちの身体からだをゆっくりと包んでゆき──


　包んでゆき──


　──────


　────


　──


　──それだけだった。


　やがて光はホタルの明滅のように弱々しくなっていき、そのまま消えた。……あれ？


「……」


「……」


「……」


「…………そういえば、この術の発動には供く物もつとしてお神み酒きが必要じゃったの」


　思い出したかのように（実際、今思い出したんだろう）、さくらがぼそりと言った。


「弘司、もっておらぬか？　この方ほう陣じんの上に振りかけるだけで、術は完成するのじゃ」


「……そんなモノ、持ってるわけないって」


「む？　ではネコ、ツル、主らはどうじゃ？」


「ん、ないよ。てゆ～か、おみきってな～に？」


「生あい憎にくですが、持っていませんね～」


　さくらが意外そうな顔をした。


「なぜ、誰も持っておらぬのじゃ？」


「いや普通持ってないって……」


「そうなのか？　……おかしいの。瑞葉みずはのやつはどこに行くのにも何をするのにも常に片時も離さずに酒を携帯していたのじゃが……」


「……」


　それはただのアルコール依存症じゃないかと。


「ううむ、酒はないのか……」


　難しい顔になるさくら。


「──もしかしてなんだけど、お酒がないとその転移術ってやつは……」


「うむ、できん」


　さくらが胸を張ってそう答えた。「完かん膚ぷなきまでにできん」


「……」


　ぐぎゃーぐぎゃーと鳴きながらカモメが頭上を通り過ぎていった。……ダメじゃん。


「こうなったらもう、大人おとなしく助けが来るのを待つしかないか……」


　その内に奈な々なあたりが、弘司たちがいなくなったことに気付いてくれるだろう。それにあんな仕込み（ニセ宝探し）があったくらいだから、人の出入り自体はあるに違いない。待っていればそのうちだれかがやって来るかもしれない、うん──








　──などと考えてから、四時間が経過した。


　助けは一向に来る様子がなかった。


　というか、釣つり船の一隻そうすら近くを通りかからなかった。


　すでに太陽は西に傾き始め、辺あたりはオレンジ色に染まりつつある。あと一、二時間もすればいよいよ暗くなってくるだろう。……何だか本格的に遭そう難なんの様さまを呈ていしてきた気がしてならない。


「──わたしたち、もう帰れないのかな」


　美み亜あがぽつりと言った。


「このまま永久にこの島から出られることなく、四人で生きてくしかないんだね……」


　涅ね槃はんを見るような遠い目になる。いやそれはないと思われます。というか陸地自体は割と近くに見えてるし。


「むう、この面子メンツでか？　儂わしと弘ひろ司しだけならともかく、ネコとツルはいらんぞ……」


「それもそれで悪くないかもしれませんね～。〝産めや増やせや〟です～」


　なんか、意外に乗り気な二人だった。


「でしたらまずは寝ね屋やを作らないといけませんね～。産むにせよ増やすにせよその前段階の行為をするにせよ、必要ですから～」


「そうじゃの。暮らしてゆくならゆくで、この島が儂のモノだと示さなければなるまい。ふむ、結けつ界かいを張るのならどこが良いか──」


　そう言って、千ち鶴づるとさくらはどこかへと行ってしまった。ムダにたくましいというか何というか……まあ狭い島だし、放っておいてもすぐに戻ってくるだろう。


　だからそれはいいとしても。


　問題は。


「……にゃ…………」


　一人残ったネコマタ娘むすめだったりした。


　予想に反して、一番落ち込んでいるのがこの美亜のようなのである。


　いつの間にか飛び出していたネコミミとネコシッポを夕日でオレンジ色に染めながら、砂浜に体育座りをして、さっきから指で砂に「の」の字を書き続けている。そこにだけ、どよーんとした雨雲みたいに重たい空気が漂ただよっているかのようで……はっきり言って、ものすごく近寄り難かったりします。


「み、美亜……」


「──わたしの、せいだよね」


　美み亜あがぼそりと言った。


「え？」


「わたしが宝探しをしようなんて言い出さなきゃ、こんなことにならなかったのに」


「それは……」


　確かにそうかもしれないけど、この状況（美亜落ち込みモード）で素直にうなずくわけにもいかない。弘ひろ司しが言葉に詰まっていると。


「いいんだもんいいんだもん、全部わたしが悪いんだもん。わたしたちが遭そう難なんしてるのも、おみきがないのも、パンダがシロクロなのも、全部わたしのせいなんだね……」


　美亜が両手の人差し指をつんつんと合わせる。


「……いいんだもん……」


「……」


　み、美亜ってこういうキャラだったっけ？


「あー、でもアヒルが流されるなんてだれにも想像できなかったし、美亜のせいじゃないって」


「だにえるくんがいたっておんなじだったよ。どうせあのヘンな海の流れで戻れなかったんだし……」


「え、ええと……」


　早くもフォローの言葉がなくなりました。うーん……


　弘司が頭を悩ませていると。


「うっ……ぐすっ……」


　隣から、押し殺したような声が聞こえてきた。


　見ると、ヒザの間に顔をうずめて……美亜が泣いていた。いつもはぴん、と上を向いたネコミミはへにゃっとしおれ、よく動くネコシッポも今は力なく地面に垂れ下がっている。


「美亜……」


「ぐすっ……う、うううう～……」


　考えてみれば美亜はまだまだ子供なのだ。普段の底抜けに明るく能天気な言動と態度の数々に忘れそうになるけど……出会った時の美亜はほんの仔こ猫ねこの姿をしていた。ネコマタの実年ねん齢れいってやつはよく分からない。でも少なくとも弘司たちよりも上だということはないだろう。


　そんな美亜が、こんな遭そう難なんまがいの状況に置かれて、不安にならないわけがない。


　だから。


「美亜のせいじゃないよ」


　そう言った。


「ヒロ……？」


「僕だって、美亜が宝探しをしたいっていうのを止めなかったんだし、それにアヒルが流されたのは僕がよく注意してなかったから……。美亜だけが悪いわけじゃない。責任があるんだとしたら、それは僕たち全員にあるんだと思う」


　美み亜あを慰なぐさめる意味もあったけど、そのこと自体は真実だと思う。


「だから、もう泣くのは──」


「ありがと……」


　弘ひろ司しの言葉を途中で、美亜がゆっくりと顔を上げた。


「ヒロは優しいね。……にゃ、やっぱりわたし、ヒロを選んで間違ってなかったよ」


　そしてそのまま、ためらうようにコトリと肩に頭を預けてくる。そのいじらしいというか、守ってあげたくなるような仕し草ぐさに、胸が勝手にどきりと高鳴る。


「一生この島から出られなくても、ヒロと二人ならいいかもしれない」


　ネコミミとネコシッポをぴこぴこと動かしながら、真まっ赤かな顔でえへっと美亜が笑った。


　か、かわいい……


　そのあまりに愛らしい笑顔に、思わず今の状況（プチ遭そう難なん中）も忘れて、目の前の小さな身体からだをぎゅっと抱きしめたくなる。


「大好きだよ、ヒロ……」


　やがて美亜は照れたようにそうつぶやいて……そしてその目が静かに閉じられた。顔は弘司の方に向けたまま、ちょこんと唇くちびるが突き出されている。こ、これってもしかして……!?
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　思わぬ展開に、弘司があたふたとうろたえていると。


「……あんたたち、何やってんの？」


「!?」


　背後から声がした。


　振り返るとそこには……腕を組んでこめかみをぴくぴくさせる幼おさな馴な染じみの姿があった。


「な、奈な々な……？　どうしてここに──」


「あんたたちがいつまで経たっても帰ってこないから探しにきたんだけどね。なんかヘンなアヒルに乗ってこの島に向かった四人組を見たって情報を聞いたから」


「そ、そうなんだ……って、それじゃ奈々たちもこの島から出られないんじゃ！」


「は？　何でよ」


　腕を組んだまま、奈々がいぶかしげな顔をした。


「だって潮の流れが……」


「……潮？　あんた何言ってんの？」


「へ？」


「ここ、陸続きになってるわよ。引き潮ってやつ？」


「え……」


　見ると確かに、いつの間にか潮が引いていて、浜へと続く道ができている。「あ、れ……」


　さっきまであんな親の仇かたきみたいに水が溢あふれてたのに……


「でも、そんなことはどうでもいいのよね……」


　ぎらり、とアブナイ光を放つ目で弘ひろ司しと美み亜あの位置関係（顔面接近）を見て、


「………………で、コレは一体どういうことなのかしら？」


　血も凍こおるような声でそう言った。


「あ、いや、これはその……」


　何とか言い訳をしようとする弘司に。


「弘司さま～、寝ね屋やができましたですよ～！　さあ、二人でがんばりましょう～。〝産めや増やせや〟実行のための第一段階を～」


「結けつ界かいを張り終わったぞ！　これでもうこの島には余計なものは入ってこられん。さあ、儂わしと二人でめくるめく〝らぶらぶ新婚生活〟を送ろうぞ！」


　絶ぜつ妙みように悪いタイミングで戻ってきた霊れい鳥ちようお姉さんと神様幼女の言葉が、さっくりととどめを刺さしてくれた。


「……あ」


「ふーん、〝産めや増やせや〟に〝らぶらぶ新婚生活〟ね。人が心配してせっかく探しに来たっていうのに、いいご身分じゃない？」


「だ、だからこれは……」


「問答無用っ──!!」


　逃げるヒマすら与えずに獲え物ものを狙ねらうチーターのごとき速さで迫ってきた奈な々なは、


「あ、ヒ、ヒロっ!?」


　呆ぼう然ぜんとする美み亜あから弘ひろ司しの身体からだを引っぺがすとそのまま身体を逆さまに抱え上げ──


「埋まりなさい──このヘンタイ色しき魔まっ！」


　グシャッ!!


　──っと、一直線に地面（砂浜）へと落としたのだった。


「ぐえっ……」


　俗に言う、パイルドライバーというやつである。





　こうして弘司の断だん末まつ魔まの声とともに、海水浴一日目の陽ひは暮れていくのであった。
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「──男は不思議に思いました。どうしてあんな小さな女の子が、こんな夜の海に一人でいるんだろう」


　真っ暗な闇やみの中。


　部屋の中心に揺らぐ蠟ろう燭そくのみをただ一つの灯あかりとして、密ひそやかな声で語られる。


「──そこで男は一人でいる女の子に尋ねたそうです。『親はいないのかい？　お父さんは？　お母さんは？』男の言葉に女の子はこう答えました。『お母さんはいない。でもお父さんはいるよ』と」


　ごきゅっ、と喉のどを鳴らす音が隣のネコマタ娘むすめから聞こえてきた。


「女の子はそう言うものの、周りには父親らしき人物の姿は見当たりません。男は再度尋ねました。『だったらお父さんはどこにいるの？　名前は？』だけど女の子は顔を伏せるだけで、それ以上答えようとしません」


　外から入ってきた風で蠟燭の炎ほのおがゆらゆらと揺れ、障しよう子じに映る影が生き物のように小さく踊る。おまけに何だか少しばかり気温が下がったかのように感じられるのは気のせいだろうか。


「男はその様子を不審に思い、さらに尋ねました。『本当にお父さんはいるのかい？』こくり。女の子は顔を伏せたままうなずきます。『じゃあどこに？　キミみたいな小さな子をこんなところにひとりぼっちにしているひどい親はだれなんだい？』すると──」


「にゃ、にゃあ……」


　お風ふ呂ろ上がりで動きやすそうなノースリーブにミニスカート姿の美み亜あが、弘ひろ司しの服の袖そでを摑つかんで不安そうに身をよじらせた。


「すると──女の子はゆっくりと顔を上げ、目の前の男を指差してこう言ったそうです」


　そこで一度言葉を止め。


「『お前だあぁあああああ!!』」


「うにゃああああああああっ[image: ]」


　管理人さんが大声でびっと指差すのと、ネコマタ娘が悲鳴とともに飛び上がるのとはほとんど同時だった。


「あ、あうあうあうあう……」


　ネコミミとネコシッポを盛大に露出させ、弘司の胸にがっちりとしがみ付く。「や、やだよ～、お化けの話、怖いよ～」本物の幽ゆう霊れい（校舎屋上の自じ縛ばく霊れい）とかは全然大丈夫だったのに、くわえて本人も人外の存在であるにもかかわらず、美亜は怯おびえまくっていた。


　そんなネコマタ娘の様子を満足げに見ながら、管理人さんが部屋の電気をぱちりと点つけた。


「はい、今ので私の話はオシマイよ。けっこうベタな話だからあんまり怖がってくれないかなーって心配してたんだけど」


　ちらりと視線を横にやり。


「うん、それなりには効果的だったみたいね。嬉うれしいわー」


　すごーく楽しそうに笑った。


　その視線の先にはぷるぷると産まれたての小鹿みたいに震える美み亜あ…………の他ほかにもう一人、顔をブルーベリーのように青ざめさせやっぱり弘ひろ司しの背中にしがみつくキャミソール姿のさくら。どうも昔話とかの物語好きだけあって、こういった怪談話には弱いらしい。……とても普段は妖よう怪かい、悪あく霊りよう退たい治じを専門にしている神様には見えません。


「だ、だってだって、アサヒの顔と声がすごい不気味だったんだもんっ」


「わ、儂わしも違うぞ！　別に今の話を怖がっているとかそ～ゆ～わけではなく──た、ただ少しばかり弘司の背中が恋しくなっただけじゃ。うむ、それだけじゃ」


　必死に弁解する美亜とさくら。でも二人とも半泣きなので全然説得力はない。


「あらあら～」


「そんなに怖かったかなー？」


　千ち鶴づると佐さ藤とうさんは平然とした顔で、畳たたみの上に敷かれた座ざ布ぶ団とんに腰を下ろし、ぱりぱりと煎せん餅べいを食べていた。それぞれがワンピース（千ち鶴づる）・キャミソールにキュロット（佐藤さん）という夏らしい格好である。


「……」


　そしてその隣には、何やら強こわ張ばった表情を浮かべる奈な々なの姿。弘司と目が合うと、慌あわてたようにぷいっと横を向いた。うーん、まだ海の一件（千鶴の水着事件＆美亜との顔面接近＆無人島ハーレム計画）を根に持っているのかな？


「と、とにかく、もうこのような下らない話は終わりにせよ！　せっかくの夏の夜じゃ。もっと有意義な時間の使い方があろう」


「そ、そうだよ。やめよ、ねっ？」


　珍しく意見が合っているネコマタ娘むすめと神様幼女である。


「んー、まだまだ秘蔵の話とかはあったんだけどねー。でも二人がそこまで言うならここまでにしとくわ」


「む、ならよい」


「にゃ～……」


　あからさまにほっと胸を撫なで下ろす二人。


「でもね──」


　管理人さん、再びふっと無表情になり。


「二人ならこんなことはよーく知ってると思うけど、無念の死を遂げた霊れいなんてのはたーくさんいるものなのよ。例えば──」


「え、えっ？」


「ぬ？」


「ほら、今も美み亜あちゃんたちの後ろにも！」


　振り向いた美亜とさくらの目の前に。


　枯かれ木のような老人が、その手に蠟ろう燭そくを持って、闇やみに浮かび上がるようにして立っていた。


「うにゃああああああああっ[image: ]」


「!?!?!?」


　本日二度目の絶叫（美亜＆さくら）。


「で、出た～！　う、海辺をさまよう落ち武む者しやの亡ぼう霊れいっ!?」


「ち、違うぞネコ。これはただのぬらりひょんじゃ！　た、ただの妖よう怪かいであり今の話とは何の関係も……」


　ほとんど死にそうな顔のネコマタ娘むすめと神様幼女が、がくがくぶるぶると震えながら弘ひろ司しの身体からだにしがみ付く中、老人が困ったように声を発した。


「……あの、ワシですじゃ」


「え？」


「ワシです、玄げん海かいですじゃ……」


　消え入りそうな声を上げながらおずおずと手を上げる。


　つるりと禿はげ上がった頭に白いヒゲ。瘦やせてはいるが人の良さそうな顔立ち。


　そこにいたのは、このお社やしろの神かん主ぬしさんだった。
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　現在弘司たちがいるのは、海水浴場の近くにある小さなお社である。


　あの後、無人島から無事に帰き還かんした弘司たち（弘司はボコボコだったが）が、管理人さんの案内で連れて来られた宿がここだったわけなのだけど……


　入り口であろう門を見た瞬間、みんなの笑顔がぴしりと固まった。


　だってこのお社……ひなびたというよりしなびたっていう言葉の方が遙はるかによく似合う、一見すると廃はい屋おくに見えなくもないたたずまいの、ほとんど夏恒こう例れいの心しん霊れい番組で怪かい奇きスポットとかで紹介されそうなところだったのだから。


　何となく気まずい空気が漂ただよう中、管理人さん（ここを見つけてきた人）曰いわく、


「まあまあ、みんなそんなに不満そうな顔しないで。どんなところでも住めば都、蓼たで食う虫も好き好きっていうじゃない。………………何より無た料だだし」


　とのことだが、それはまったくもってフォローになっていなかった。というかおそらく（絶対）、台詞せりふの後半部分こそが本音ってところだろう。タダより高いモノはないってコトワザの存在も忘れないでほしいんですが。


　とはいえ、いくら不満があっても今さら他ほかの宿に代えることもできない。空あいているとも思えないし、そもそもそんなお金もない。もしかしたら外見はこうでも中は意外とキレイなんじゃないかなーとの淡い期待を抱きつつ中へと足を踏み入れた弘ひろ司したちを待っていたのは…………何というか、見事なまでに外見から想像されるまんまの中身だった。


　朽くち果てかけた本殿、長い間人の手が入っていないことがうかがえる祭殿、最後に景気のいい音が鳴ったのはいつかと思わせるほどさびれた賽さい銭せん箱。当然のごとく、辺あたりに参拝客の姿なんてものはビタ一文存在しない。


　夏にもかかわらず、冷たい北風と灰色の空がこの上なく似合う光景だった。


　まあ神かん主ぬしさんがいい人っぽいのと、客間として割り当てられた和室が思ったよりもキレイだったのがせめてもの救いといった感じだろうか。


　ともあれそういうわけで。


　弘司たちは三日間、このお社やしろ（半ば廃はい屋おく）にご厄やつ介かいになることになったのであり。


　そして現在に至るというわけである。








「ワシはそんなに落ち武む者しやヅラや妖よう怪かいヅラをしておりますかのう……」


　部屋に入ってくるなり、神主さん（いい人っぽい）は寂しそうに言った。


「それは確かに髪の毛はありませんし、身なりだって貧ひん相そうですが、それでも自分なりにはがんばって日々を生きているつもりなのですが……」


　ぷるぷると顔を震わせてそうため息を吐つく神主さん。なんか、放っておくとそのままぽっくりと逝いっちゃいそうな感じである。


「え、ええと……あ、そうだ神主さん、何か僕たちにご用でも……」


　目の前でぽっくり逝かれても困るので話を逸そらすと、


「お、おお、そうでございました」


　半ば死にかけていた神主さんが、思い直したかのように管理人さんの方を向いた。


「あの穂ほ村むらさま、そろそろアレが出る時間が近づいてきているのですが……」


「ん、アレ？　…………って、あら、もうそんな時間か？　ごめんなさいねー。話に夢中になっちゃってすっかり忘れてたわー」


「わ、忘れ……」


　あははーとノンキに笑う管理人さんに、神主さんが愕がく然ぜんとした表情になる。何やら大事なことらしいが、この人が忘れていたというからには本当に今の今まで忘れていたんだろう。そういう人である。


「でも心配はしないでだいじょうぶよ。思い出したからには、ちゃんとやることはやらせてもらいますからー」


「は、はあ……」


　ものすごく不安そうな神かん主ぬしさん。


「で、アレはどこに出るんでしたっけ？　ええと確か──」


　管理人さん、うーんとうなりながら口元に手を当てること数秒。


「……どこでしたっけ？」


　その場にいた管理人さん以外の全員がコケた。こ、この人……


「……西海岸の岩場ですじゃ」


　神主さんが渋しぶーい表情になる。


「……これらのことについては事前に資料をお送りしていたと思うのですが──」


「あー、そうだったかしら？　そういえば何か封筒みたいなのが来てたような気もしたけど、あんまり重要そうじゃなかったからそのまま捨てちゃったかも。あははー」


「す、捨て……」


　とうとう神主さんの顔が、チアノーゼの金魚みたいに青ざめた。


「ま、ともかく、アレを何とかすればそれで万事おっけーよね？　結果よければ全すべてよし。『結果は過程を完かん膚ぷなきまでに完全に正当化する』って言葉もあることだしねー」


「……」


　そんな言葉はありません。


　何というか……本当にマイペース極まりない人である。


「さて、それじゃみんな、行こっかー。目指すは西海岸の岩場付近。さっさとアレを退治して、今度はコイバナで盛り上がっちゃいましょー」


　夜明け前のゾンビのごとく憔しよう悴すいしきった神主さんの隣で、ものすごーく明るい顔をした管理人さんがこの上なく元気な声でそんなことを言うものの。


「あの管理人さん」


「ん？」


「さっきから、いったい何の話をしてるんですか？」


　勝手に話が進んでいるが、アレだとか退治だとか、弘ひろ司したちには何が何だかさっぱり分からない。……不ふ吉きつな予感だけはするけれど。


「何の話って……あ、そっか、もしかしてきみたちにはまだ言ってなかったっけ？」


「はい」


　まったくもって聞いていません。


「そっかそっか、んー、あのね、アレっていうのはね──」


「？」


　そこで管理人さん、婚こん約やく会見に臨む芸能人みたいなとってもイイ顔でにっこりと笑って。


「──悪あく霊りようよん♪」


　実にあっさりとそんなことを言った。


「あ、あくりょう？」


「うん、そう。あ・く・り・ょ・う♪」


　ぱちりとウインクをする。いや、そこはそんなにかわいらしく言うところじゃないような気がするんですが……


「んー、分かりやすく説明するとね、最近この辺あたりで悪霊が出て悪さをしてるから退治してほしいって頼まれちゃったのよ。で、ちょうど海に行きたいと思ってたところだったし、こっちにはさくらちゃんもいることだし、一石二鳥かなーって」


「……」


　なるほど。


　海水浴に行くって言い出した時に何やらやたらと挙動不審だったのはこういうわけだったのか。弘ひろ司しは大いに納得した。しかしこの人、こういう不可解な仕事（？）の依頼をどうやって取ってくるんだろう……


「ま、そういうことなのよー。分かってくれた？」


「はあ、いちおうは……」


「良かったー。──というわけで、よろしくね。さくらちゃん、弘司くん」


「へ？」


　笑顔で握手を求めてくる管理人さんに弘司は首を捻ひねった。……何で僕らに？


「だって悪霊退治っていったらさくらちゃんが専門でしょ？　で、弘司くんは悪霊とかに好かれる体質なんだから、これを使わない手はないじゃない。釣つりに例えると、弘司くんがエサでさくらちゃんが針みたいなものかしらー」


「……」


　さも当然って顔で言う。どうやら最初からそのつもり（他ひ人と任せ）だったらしい。


「……儂わしはイヤじゃぞ」


　だが、さくらは即座に首を横に振った。


「えー、何で？」


「何でではない。なぜに儂がそんなことをせねばならぬのだ。この土地にはこの土地の守しゆ護ごがおろう。そいつの仕事ではないか。違うか、神かん主ぬし？」


　じろりと神主さんを睨にらむ。


「……それはもっともなご意見です。仰おつしやる通り、確かにこの地を守護する海かい神じん様はおられます。ですが、彼かの御お方かたはただ今、療養中でして……」


「療養？」


　って、神様が？


「はい。先日、近海を遊泳していらっしゃったところ、近くを通りかかったはえなわ漁船についうっかりと釣つられかけてしまい、その際に腰をグキッとやってしまわれたとのことなのです。何ともおいたわしい……」


「……」


「実は本日、代理で眷けん属ぞくの方が手伝いに来られるという話も聞いていたのですが……何かアクシデントでもあったのか、そちらも一向にお見えになる様子がないのです。もしかしたらトロール網あみにでも引っかかってしまわれたのかもしれません……」


　よよよ、と神かん主ぬしさんが神しん官かん衣いの袖そでに顔を伏せる。


「…………」


　はえなわに釣られかけ腰をヤる神様にトロール網に引っかかったのではないかと心配されるその眷属って……


「いったい、どんな神様なんですか……」


　呆あきれて弘ひろ司しがつぶやくと、神主さんは真ま面じ目めな顔でこう答えた。


「アンコウ様ですじゃ」


　何だか、ひどくイヤーな予感がしました。


「身の丈たけ一メートルを超す、巨大なチョウチンアンコウの一族。その長おさこそがこの地を守しゆ護ごする海かい神じん様なのです」


「……」


　脳のう裏りに一瞬、砂浜をびたんびたんとのた打ち回っていたブサイクな巨大深海魚の姿が浮かぶ。それってたぶん、いや確実にあの昼間の……


　何となく申し訳ない気分になる弘司の横で、管理人さんはにこやかに、


「ね、そういうことだから、お願いさくらちゃーん」


「だから儂わしにそのような義理はないと……それにどうしてもやりたいというのならお主ぬしが自分でやればよかろう。焰ホムラの姓を冠かんしているのだから、それくらい──」


「あ、あー、うん、ごほん、ごほんっ」


　管理人さんが、わざとらしく咳せき払いをした。


「何じゃ、いきなり？」


「ん、ん！　ごほん、ごほんっ！」


　さらに続ける管理人さんに、さくらが顔をしかめた。


「ああ、もうやかましい。何だかよく分からんが、とにかく儂はやらぬぞ。そのような面倒事にいちいち首を突っ込んでいるヒマなど高貴な儂にはない──」


「あの、ワシからもお願いしますじゃ……」


　管理人さんの横で、神かん主ぬしさんがおずおずと頭を下げた。


「ワシとしてはもう他ほかに頼る方かたがいないのです。どうかこの老い先さき短い老ろう骨こつを助けると思って、引き受けてはいただけないでしょうか？」


「む、しかしだな……」


　追い込みをかけられた債務者のごとき必死な顔の神主さんの訴えに、さすがのさくらも少し表情を和らげる。


「どうぞ、どうぞお願いいたします。──そ、そうだ、報酬というほどのモノではありませんが……もしも引き受けてくださるのでしたら、この社やしろに代々伝わる祭器をお礼に差し上げます」


「祭器？」


「はい。──これでございます」


　そう言って神主さんが懐ふところから取り出したのは……なんか魚に手足が生はえたような不ぶ気き味みな生き物（ブサイク）が、踊るような奇き妙みようなポーズを取っている置物だった。


「……」


　……何コレ？　半魚人？　人面魚？


　一堂に微び妙みような沈黙が流れる中、神主さんが続けた。


「これは遙はるか昔にこの地にいたという人魚の姿を模したモノだと言われております。魔除けとして、ご神体の一つとして、古くからこの社で祀まつられているのですじゃ」


　……人魚だった。


　いやどこをどう見てもサハギンとかマーマンとかイプビアーラとかにしか見えないんですが。あのアンコウといいこれといい、どうもこの辺あたりの神々は基本造形の段階で何かが致命的に間違っているような気がする。……というか、まさかゴミ処理？


　さすがにこんなほとんど呪のろいの道具or邪じや神しん像みたいなモノを欲しがる奇き特とくな人はいないだろうなーと思いつつ隣を見ると。


「えれがんとじゃ……」


　……ものすごく身近にいました。


　なんかさくらが、初めてエリマキトカゲを見た幼よう稚ち園えん児じみたいな純粋な視線で、人魚（？）像をうっとりと眺めていた。


「この威い風ふう堂々とした顔、既成の枠わくに当てはまらない斬ざん新しんな姿勢……どこを見ても素晴らしい」


　大絶賛である。


「あ、あの、どうでしょうか？　よろしければオプションの台座もお付けいたしますが……」


「分かった、引き受けよう」


　即答だった。


「儂わし以外にこのような事件を解決できる者などおらぬでな。ならば神として、見過ごすわけにはいくまい」


「ほ、本当ですか？」


「うむ、神に二言はない。──構わぬな、弘ひろ司し？」


「あ、うん」


　まあ、例の海かい神じん様の眷けん属ぞくとやらが来られなくなったのには自分たちが（というか正確にはネコマタ娘むすめが）大きな原因になっているような気もしたので、弘司は素直にうなずいた。


「弘司さまがそのおつもりでしたら、私も協力させていただきます～」


「ヒロがやるなら、わたしもやるもんっ」


　霊れい鳥ちようお姉さんとネコマタ娘（弘司にしがみ付いたまま）がそう名乗りを上げる。


「うーん、よく分かんないけど面白そうかな。肝きも試だめしは夏の定番だし。ね、奈な々な？」


「……え、う、うん」


　佐さ藤とうさん（ちょっと勘かん違いしている）と奈々もうなずく。


「よーし、それじゃ決まりねー」


　管理人さんが嬉うれしそうに胸の前で手を合わせた。


　というわけで。


　何だか強引に押し切られるままに、弘司たちで悪あく霊りよう退治をすることが決まったのだった。








「──で、神かん主ぬしさん。問題の悪霊ってどういう類たぐいのものなのかしらー？　私も詳しよう細さいはまだ聞いてなかったけど」


「ですから、それも資料として送ったのですが…………いえ、もういいですじゃ」


　管理人さんのあまりのテキトーさに、さすがの神主さんも諦あきらめたみたいだった。


「……ワシらにもはっきりとしたことは分かりません。しかしおそらく、悪霊の正体はこの辺あたりに伝わる古い悲恋の伝承に出て来る人物だと思われます」


「ひれん？　でんしょ～？」


　美み亜あが小首をかしげる。


「はい。許されぬ恋をした哀れな兄妹の話ですじゃ。海岸近くの岩場に慰い霊れい碑ひが建っていたはずですが、ご覧になりませんでしたか？」


「慰霊碑……？」


　記憶を辿たどるも、それらしきモノを見た覚えはなかった。まあ岩場といっても入り組んだ中の奥の方ですから、と神主さんが言い添えた。


「それで、その兄妹の兄の方が悪霊となって悪さをしているようなのです。現れるようになったのはごく最近のことで、原因は定かではありません。ワシも何とかしようと試みたのですが……」


「ダメだったんですか？」


「……はい。ワシでは力が及ばず、何もできませんでした」


「あらあら～」


　うなだれる神かん主ぬしさん。仮にも神主さんであるこの人が何もできなかったってことは、よっぽどチカラの強い悪あく霊りようだったのだろうか。


「いえ、そういうわけではないのです」


　尋ねてみると、神主さんは首を横に振り。


「それ以前の問題です。なぜならそもそも、ワシはその悪霊と遭そう遇ぐうすることすらできなかったのですから」


　悔くやしげにそう言った。


「……それってどういうことですか？」


「はい。何といいますか……件くだんの悪霊は〝あべっく〟しか狙ねらわないのですじゃ」


「あべっくって……要するにカップルってことよねー？」


　管理人さんが確認をする。


「ああ、はい。今風に言えばその〝かっぷる〟というやつです。若い男女の逢あい引びき、ですか？　とにかく悪霊はそれらの前に好んで現れるのです。ゆえに独り身のワシの前には悪霊は姿を現さず、結果、被害が出ているのにもかかわらず何もできないでいるのが現状で……」


　うつむく神主さん。


「ふむ、〝かっぷる〟しか狙わない悪霊か。何か恨うらみでもあるのかは知らんが……まあ特定の志向を持って動く霊れい自体は珍しくはないのだがな」


「でもそういうことならこっちの出方も決まったようなものよねー、うん」


　管理人さんの目が真まっ直すぐに弘ひろ司しに向けられた。


「……へ？」


「そうじゃな。後は相手をだれにするかという問題が残っておるが……」


「んー、でもそれは何とかなるでしょ」


「……まあのう」


「??」


　ワケが分からず呆ぼう然ぜんとする弘司の前で。


「さて、そういうことで、それじゃまずは囮おとり作戦といきますかー」


　管理人さんがにっこりと笑ってそう言った。


「お、囮作戦？」


「そ、『目には目を、歯には歯を、カップルにはカップルを』、よん♪」


「相手が〝かっぷる〟しか狙わないのなら、こちらも〝かっぷる〟を作ればいいだけの話じゃ。まあ、男役は弘ひろ司しで決定だとして──」


「え？」


　そこはすでに決定なんですか？


「だって他ほかにいないじゃない。あ、言っとくけど神かん主ぬしさんは最初から除外だからー。外観的に、エロジジイが若い娘むすめに手を出してるようにしか見えないもの」


　さらりと言う管理人さんに、


「ワシ、エロジジイですか……」


　神主さんが、消える寸前の細長いロウソクみたいに寂しそうにつぶやいていた。


「で、問題は弘司くんの相手だけど……」


「はいはいっ！　それならわたしがヒロの相手になる。だってお嫁よめさんだもんっ」


「いえ、ここはやはり侍じ女じよたる私が～」


　美み亜あと千ち鶴づるがエサに食いつくカミツキガメのごとき勢いで即座に名乗りを上げるも。


「主ぬしらはダメじゃ」


　あっさりと却きやつ下かされる。


「何でダメなのっ？　あ、さくら、そう言って自分がヒロの相手になるつもりなんでしょ？　そんなのずるいずるいっ」


「抜け駆がけはいけません～」


　ぶ～ぶ～と文句を言う美亜と千鶴をうるさげに見て。


「……そうではない。儂わしとて妻として弘司の相手となりたいのはやまやまだが……それでは都合が悪い理由があるのじゃ。儂やネコやツルの纏まとう神気、妖よう気き、霊れい気き。普段は弘司に近づくアホどもの牽けん制せいになるが、今回ばかりは逆にこれらを悪あく霊りように察知されて警戒されてしまう危険性がある」


「それは確かにそうですけれど～」


「む～、でもでも、だったらだれがヒロの相手をやるの～？」


　美亜が唇くちびるをとがらせる。


「──この際消去法でいくしかあるまい。先ほどの理由により、儂とネコ、ツルはダメじゃ。朝陽あさひもこの場合は適さない。とすると残るは──」


　さくらが視線を横にやる。


「えっ……？」


「もしかして、私たちー？」


　奈な々なと佐さ藤とうさんが意外そうな顔をした。


「うむ。特別なチカラのないただの人間であるお主らしか適任者はおらぬ。儂らとて不本意ではあるが……どちらかやってはくれぬか？」


「え、い、いきなりそんなこと言われても……」


「うーん、そうだよねー……あっ」


　佐さ藤とうさん、何やら思いついたのかふふーと笑いながら奈な々なの方をちらりと見て、


「んー、でも水みな上かみくんのカノジョ役なんだよね？　だったら私、やってもいいかもー」


「え……」


「奈々はあんまり乗り気じゃないみたいだしー。だったらこの機会に水上くんと仲良くなっとくのもアリかなーって」


　奈々にだけ聞こえるように、小さな声でそう言う。


「だ、だめっ！」


　奈々ががーっと叫んだ。


「そ、それはだめっ！　そ、そうよ、いきなり言われたから心の準備ができてなかっただけで、やる気はあるわよ！　だからここはあたしが──」


「うん、そうだよねー」


「あ……」


　そこでようやく誘導に気付いた。「──っ」またやられたっ──


「じゃ、いいよねー。というかカップルに見せかけるんでしょ？　だったら私よりも水上くんと仲がいい奈々がやった方がいいしー」


「な、仲がいいっていうか……」


「……それはその通りじゃな。認めたくない事実ではあるが」


　さくらがうなずく。


「いいな～、ナナ。うらやましい～」


「悔くやしいですけれど、この場は譲ゆずるしかありませんね～」


　美み亜あたちも、渋しぶ々しぶといった感じではあるが同意する。


「それじゃ決定だねー」


　佐藤さんが楽しそうに胸の前で手を合わせた。


「では頼むぞ。儂わしらは少し離れて主ぬしらの後を着いていく。悪あく霊りようが出たらすぐに駆かけつけるから、心配はいらぬ。…………くれぐれも、あまりいちゃつくでないぞ」








　　　２




　夜の海辺は、まるで水を打ったかのように静かで閑かん散さんとして…………………はいなかった。


「……」


　右を見ても左を見てもカップルばかり。


　ピンク色をした空気が、いくつもいくつもワタアメみたいにふわふわと辺あたりを漂ただよっている。


　そんなひどくあまーい雰囲気の中を、弘ひろ司しと奈な々なは並んでとことこと歩いていた。


　周囲からは、


「恵めぐみ……愛してる」「私もよ……正まさ利としくん」


　とか、


「僕はきっと君のためなら死ねる！」「私も！　宏ひろ樹きくんのためならこの身体からだがどうなろうと惜しくないわ！」


　とか、


「ジュ・テーム！　オ・ルヴォワール！」「オウ、ボンジュール！」


　とか（ちなみにこの二人は日本人です）、完全に自分たちの世界に入っちゃった人たちのアレな声ばかりが漏もれ聞こえてくる。


「こんな中に本当に悪あく霊りようが出て来るのかな……」


　そう疑いたくなるような光景です。どう考えても、悪霊よりハート型の弓矢を持った天使とかの方が百倍似合いそうな雰囲気である。


「奈々、どう思う？」


「……さあ」


　奈々はそっけないというか興味なさげな目で、ついと顔を逸そらした。


「もっと人がいないところに行った方がいいかな？」


「……どうかしらね」


　弘司と目を合わせずにそう答える奈々。心なしかその頰ほおが少し紅潮しているようにも見える。


「ええと、じゃあ、とりあえずあっちの方に行ってみようか？」


　奈々の態度の理由がいまいちよく分からないままに弘司はそう言った。


「……」


「奈々？」


「……分かってる」


　ぶっきらぼうにうなずき、弘司の後を着いてくる。部屋で怪談大会をやっていた時からそうだけど、いつもの奈々とはどこか様子が違う。やっぱりまだ怒ってるのかな……


　しばらくの間、二人黙ったまま海岸を歩いた。


　さくさくさくさく。


　砂を踏みしめる音と、カップルたちが愛を囁ささやきあうストロベリーな声だけが、波の音に紛まぎれて辺あたりに響く。


　月の光が二人を照らし、ゆるやかに伸びる長い影を地面へと落とす。


　だけどやっぱり奈々は喋しやべらない。


　うつむいたまま、ただ黙々と歩みを進めるだけである。


　こんな奈々を見るのは初めてだった。というか奈々と二人でいて、こんなどんよりとした気まずい空気を味わうこと自体が初めてである。


　何とかしようとは思うのだけど、そもそもどうして奈な々なが黙っているのかもよく分からないため、弘ひろ司しにはどうしようもなかった。


　やがて問題の岩場まで辿たどり着く。


　ここまで来ると、もう他ほかのカップルたちの姿もほとんどない。カニやヤドカリなどの小生物が、時折かさかさと岩の隙すき間まから姿を見せるくらいである。


　奈々はいまだに黙ったままだった。


　両手を後ろで組んで弘司の斜め左を歩きながら、ただぼんやりと海を眺めているだけである。うう、落ち着かない……


　そんな状態でさらに五分が経過。


　いいかげん沈黙に耐え切れなくなり、とにかく何でもいいから弘司が話しかけようとした時。


「……弘司」


　奈々がぼそりと声を出した。


「は、はい？」


「──昼間の約束、覚えてる？」


「約束？」


　って、何かしてたっけ？


「ほらアレよ。ビーチバレーで、負けた方が勝った方の言うことを何でも一つ聞くってやつ」


「あ……」


　そういえばそんなのをしていたような。千ち鶴づるの一件（鷲わし摑づかみ）で勝敗がうやむやになっていたため、言われるまですっかり忘れていた。


「それ、今使うわ。いいわよね？」


「え？　う、うん……」


　うなずく。というかイヤとは言えない雰囲気である。


「あ、あのね……」


　大会直前の闘犬みたいに殺気立った目で睨にらみつけてくる。な、何だろ？　まさかムシャクシャしてるから気が済むまで蹴けらせなさいとか……


　奈々は怒ったような表情で無言のまま近づいてくると、いきなりぐいと弘司の腕を取った。


「!?」


　き、極められる？


　直後に待っているであろう、自分の関節が上げる悲鳴を覚かく悟ごして、弘司はぎゅっと目をつむった────


　────


　──


「──あれ？」


　だがいつまで経たっても、奈な々なの腕がサブミッションに移行しようとする気配はない。弘ひろ司しが恐る恐る目を開けると……


「な、何よ……」


　そこには、両手で弘司の腕を抱え込んだ状態で真まっ赤かな顔をしている奈々の姿があった。


「え、ええと……」


　これって、どういうことなんだろう。ワケが分からず頭をひねっていると、腕に伝わってくる僅わずかな振動を感じた。微び妙みようだけど確かな震え。伝達元はもちろん腕に摑つかまっている幼おさな馴な染じみから。あ、これってもしかして──


「……あのさ、奈々」


「な、何？」


「……もしかして、怖かったとか？」


「!?」


　奈々の身体からだがびくりと震えた。


「さっきまでやけに静かだったのも、ひょっとして……」


「──っ！」


　奈々の顔がさらに赤く染まった。図ず星ぼしだったらしい。


「わ、悪い!?　あ、あたしだって女の子なんだから、怖いものくらいあるわよ！　お、鬼おにの目にも涙ってコトワザもあるでしょ！」


　動転しているのか、盛大に自じ虐ぎやくしていることにすら気付かずに奈々は続ける。


「だ、だいたいこんなのナシよ！　部屋で管理人さんの話を聞いてる時から怖かったのに、何でわざわざ自分からこんな霊れいが出る海岸を歩かなきゃいけないのよっ！」


　ほとんど半ベソ状態の奈々。


「なら佐さ藤とうさんにやってもらえばよかったのに……」


　思わず弘司がそう言うと。


「そ、それはそうなんだけど……」


「？」


「でもそうしたら……友ゆ香かとあんたが──」


　もごもごと何かを言いかけると、奈々は下を向いてしまう。「…………な、何でもないわよ、この鈍感」


　それきり、再び奈々は黙り込んでしまった。


「??」


　何だかさっぱり分からなかったけど、このままだとなんかまたさっきみたいな気まずい沈黙が訪れそうな気配がしたので、弘司は慌あわてて話題を変えた。


「あー、だけど、何だって悪あく霊りようはカップルばかり狙ねらうんだろう？」


「し、知らないわよ、そんなの」


　奈な々ながふるふると首を振る。


「でも結ばれなかった兄妹の霊れいだっていうから、やっぱり幸せなカップルを見ると頭にくるんじゃないの？」


「うーん」


　そんなに単純な話なのかなー、と少し疑問に思う。


　弘ひろ司しは、お社やしろを出る前に神かん主ぬしさんから聞いた話を思い出していた。


「今から百年ほど昔、この近くにとある漁師の兄妹が住んでいたのですじゃ──」


　そんなくだりで始まった神主さんの話は、それ自体はさほど珍しくない、よくあるといえばよくあるような昔話だった。


「早くに両親を亡くした兄妹は、二人で寄り添うようにつつましくもそれなりに幸せな暮らしを送っていました」


　兄は海に出て魚を獲り、妹は内職で衣きぬを織って家計を助ける。けして豊かとは言えないけれど、それでも何とか暮らしていくことはできた。


　だがそんな生活は、ある日突然に終わりを迎えることとなる。


「貧しい家ながらも、妹はたいへんな器き量りよう良しだったそうですじゃ。それを見み初そめた領主の息子むすこが妹に結婚を申し込んだことから、兄妹の運命は変わり始めたのです」


　領主の息子の申し出。領主は妹に、自分の屋敷がある離れ島でいっしょに住むように言った。そうすれば裕ゆう福ふくな生活は保障すると。


　妹は結婚したくなかった。領主の息子のことは何とも思っていなかったし、兄を一人残して行くことは妹にははばかられた。


　しかしまだまだ結婚において、女性の意思が軽んじられることが多かった時代。特に相手はこの地を治める領主の息子であり、ただの一平民である妹に逆らうことなど許されなかった。


　泣く泣く別れる兄と妹。


　そして婚こん礼れいの日。


　妹を乗せた舟は領主の屋敷のある島へと向かっていた。


　しかし、折しもその日は近づいてきていた嵐の影響で波が高く、海流もいつにもまして複雑なモノとなっていた。隣の島へと向かう舟は運悪く波に捕らわれてしまい転てん覆ぷく。そしてそのまま妹は白波の中へと──


　悲嘆に暮れる兄も妹の後を追い海へと消えていった──


　二人の死を悼いたんだ人々は、兄と妹それぞれ一つずつの慰い霊れい碑ひを建てて兄妹の霊を慰めたとのことだった。


　以上が、神主さんから聞いた話のだいたいの内容である。


「妹がかわいそうだよ～……」


「兄と妹との許されぬ禁断の恋……ううっ、悲しいお話ですね～……」


「不ふ憫びんじゃ……」


　美み亜あたちはそんなことを言っていた。やっぱり昔話とかそういったものが大好きな三人だけに、思いっきり感情移入してしまったらしい（特に妹に）。


　まあそれはともかく。


　確かに神かん主ぬしさんの話から考える限りは、結ばれなかった兄妹の霊れいが現在進行形で結ばれている幸せなカップルを妬ねたんで襲っているように思われる。


　でも何だか弘ひろ司しには納得がいかない。


　感覚的なものだけど、弘司自身いちおう妹を持つ兄として、どこかその理由に違和感を覚えるのだ。


　それに疑問はもう一つあった。


　どうして慰い霊れい碑ひを二つに分けたんだろう？


　結ばれなかった二人の霊を慰めるためなら、一つの慰霊碑の下でいっしょに眠ねむらせてあげた方がいいんじゃないかと思う。


「うーん……」


　考え込む弘司に、


「も、もういいじゃない、そんなの。あんまりそのことばっかり考えてると、本当に悪あく霊りようを引き寄せちゃいそうでイヤ」


　奈な々ながお化け屋敷に入る直前の子供みたいな不安そうな目でそう見上げてきた。いやそうは言っても、悪霊をおびき寄せることが目的なんですが……


「と、とにかくその慰霊碑がある場所までは行くわ。そこまで行けば、たとえ悪霊が出てこなくても神主さんも納得してくれるでしょ？」


「それは、まあ……」


「さっさと済ませてさっさと帰るわよっ」


　目の縁ふちに涙を浮かべたまま、奈々がぐいと弘司の腕を引っ張った。





　　　＊





「む～、あんなにべたべたくっついてるよ～」


　弘司たちから三十メートルほど離れた位置。海岸に置いてある小舟の陰から顔を出しながら、美亜が不満そうに言う。


「あらあら～、あれでは本当の恋人同士みたいですね～」


「……悪霊をおびき寄せるための演技だと分かってはいても、見ていて愉ゆ快かいなものではないな」


　千ち鶴づるとさくらも面白くなさそうである。


　三人のその様子を見て管理人さんが笑う。


「まあまあ、しょうがないじゃない。ある程度はいちゃつかないと悪あく霊りようだってカップルだと認識してくれないかもしれないし。というかあの素直じゃない奈な々なちゃんにしてはよくやってると思うわよー」


「奈々、がんばれー」


　やきもきとする美み亜あたちとは対照的に、残りの二人（管理人さん＆佐さ藤とうさん）はどちらかといえばこの状況を楽しんでいるようだった。


「ぬう、悪霊め、現れるならとっとと現れぬか。さすれば即座にこんなことは終わらせてやるというのに……」


「出ろ出ろ～」


　美亜が念ねん仏ぶつのようにう～う～とうなる。


「う～ん、でもそんなにうまくいきますかね～」


「どういうことじゃ、ツル？」


「ええ～、これだけ周囲にカップルが多いと、必ずしも悪霊さんが弘ひろ司しさまたちを狙ねらってくれるとは限らないのではと……」


「ああ、そういうことか。それなら──」


「ん、それはだいじょぶでしょー」


　さくらの言葉を管理人さんが引き継いだ。


「？　なぜです～？」


「だって弘司くんの体質は、基本的に人外の怪かい異いを惹ひきつけるようになってるもの。まあ好みもあるけど、目の前に養殖マグロの冷凍赤身と天然マグロの大トロがあったら、ほとんどの人は大トロに飛びつくでしょー？　それと同じよ」


「ああ、なるほど～」


　千鶴がぽんと手を打つ。「確かに、大トロは美お味いしいですよね～」


　微び妙みようにズレた答えである。


「うんっ、わたしも大好きだよ。あとネギトロも好きっ」


「あ、私もー」


「儂わしは中トロくらいの方がよいな。あまり脂が強すぎると味が下品になる」


「あらさくらちゃん、なかなかツウねー」


「ふっ、神の舌じゃからな」


　いつの間にか、話がマグロの好みについての論議にすり代わっていた。何というか、緊張感のないことこの上ない五人である。


　しばし、夜の海辺はマグロ談義の場と化した。


「でねでね、ネコマタの里にいる時に食べた赤身がぜっぴんで────ん？」


　それが五分ほど続いたところで、ふと美み亜あの言葉が止まった。その視線は、何やらさくらたちの背後に注がれている。


「何じゃ、ネコ」


「今、あそこの茂みのところでなんか動かなかった？　がさがさ～って」


「茂みで……？」


　さくらたちが振り返る。それにタイミングを合わせたがごとく、砂浜から少し離れた場所にある茂みが揺れた。


「あれは……」


「もしかして、悪あく霊りようさんですかね～？」


「むっ……」


　さくらの表情が厳けわしくなった。


「それはあり得るな。悪霊はああいった暗がりを好むものじゃ。……よし、ここはひとまず儂わしらで様子を見てこよう。朝陽あさひと友ゆ香かは下がっているがよい」


「任せたわよー」


「はーい」


「うむ。行くぞ、ネコ、ツル」


　気配を押し殺して、怪しい音を立てる茂みへと近づいていく。中央にさくら、左右を美み亜あと千ち鶴づるが固めるカタチで、茂みを取り囲んだ。


「……なんか声みたいなのが聞こえるね。人がいるのかな？」


「ですね～。悪霊さんに襲われているのでしょうか～？」


「……だとすれば、慎しん重ちような行動が必要となってくるな。どこかあちら側の様子を窺うかがえる場所はないものか……」


「あ、ここから見えるよ？」


　美亜が茂みの隙すき間まを見つけ出し覗のぞき込んだ。「ほら、ここの葉っぱの間から」


「ぬ」


「どれどれ～」


　さくらと千鶴もそれに続く。


　茂みをかき分け頭を突っ込んだ三人の視界に飛び込んできたものは──


「え、えと……？」「あらあら～」「こ、これは……」


　暗くら闇やみの中、熱烈に抱き合う二人の男女の姿だった。


　お互いの腕はそれぞれの背中やら服の中やらに回されており、アリの入る隙間もないほどぴったりと身を寄せ合っている。くんずほぐれつ。抱き合うというより、ほとんど密着しているという方がより正確だろう。


「にゃ、にゃ、これって……」


　美み亜あが顔をかーっと赤くしながら振り返った。


「おそらくは乳繰り合っているのでしょうね～、文字通り」


「ち、乳繰り……しかしこんな野外で……？」


　三人が顔を見合わせる。


「ね、ねえねえ、あれって何してるの？」


「いえ、だから乳繰り合いだと～……」


「ええい、うるさいぞ。集中できんじゃろうが」


　あ～だこ～だ言いながらも、茂みの奥を食い入るように見つめる三人。何だかんだで興きよう味み津しん津しんな模様です。


[image: ]


「ちょ、ちょっとチヅル、よく見えないよ～」


「美亜さん、押さないでください～」


「ええい、動くなネコ、邪じや魔まじゃ────っ!?」


　美亜を払いのけようとしたさくらがぐらりとバランスを崩くずし。


「わ、わわわっ」


「あらあら～」


　その拍子に、美み亜あと千ち鶴づるもいっしょに足を滑すべらし。


　そのまま、三人まとめてころりと茂みの向こう側へと転がり落ちた。


　ちょうどこれからクライマックス（？）に突入しようとしていたところだったカップルと、三人の目がばっちり合う。


「……」「……」「……」「……」「……」


　一瞬の沈黙。そして。


「な、何だ、キミたちはっ!?」


「きゃー！　ノゾキよ！」


　つんざくような絶叫が辺あたり一面に響き渡った。


「な、ち、違うぞ、儂わしらは……」


「きゃーきゃーきゃー[image: ]」


「だ、だから……」


「あらあら～」


「い、いいからキミらは早くどっかに行ってくれ！」


「にゃ、にゃ～」


「きゃーきゃーきゃー[image: ]」


　なんかもう、辺りは発情期が訪れたシマウマの群れみたいにまったくもって収拾がつかなくなっていた。





　　　＊





「──ん？」


「何、どうしたの？」


「……いや。今何か声みたいなのが聞こえなかった？」


「え……」


　弘ひろ司しの言葉に、奈な々なが不安そうに眉まゆをひそめる。


「女の人の叫び声っていうか、金切り声っていうか、そんな感じの──」


「や、やめてよ！」


　蒼そう白はくな顔でぶんぶんと首を振る奈々。


「き、聞こえないっ！　そんなのちっとも少しもかすかにも聞こえなかったわよっ!!」


「でも……」


「き、気のせいよ。じゃなかったらきっと野生のフクロウか何か。そうよ、そうに決まってるわ！」


「うーん……」


　こんな海辺にフクロウはいないと思うんだけど……


　しかし「聞こえない聞こえない聞こえない……」と壊こわれたスピーカーのように頑かたくなに言い続ける今の奈な々なには、そんなことを突っ込める雰囲気でもない。


　しかたなく、とりあえずは気にしないことにして歩き出した。


　ごつごつとした岩場を二人で進んでいく。


「神かん主ぬしさんの話だと、この辺に慰い霊れい碑ひがあるはずなんだけど……」


「……ないわよね、それらしきモノは」


　慰霊碑があるという西の岩場の奥。


　だけど辺あたりを見回しても、ここに来るまでにあったのと同じ岩のカタマリがあるばかりで、他ほかには目ぼしいモノはない。


　慰霊碑っていうくらいだから、あればすぐに分かりそうなものなのに……


　そんなことを考えながらふと足下に目を遣やると。


「……あれ？」


「ん、どうしたの、弘司」


「ひょっとして……これが？」


　そこにあったのは、不法投とう棄きされた粗そ大だいゴミのように地面にごろんと横たわる石の塔とうのようなモノ。


「それっぽい……わよね。だれかに壊されたのかしら」


　確かに、どう見てもこれは自然に倒れたようには見えない。奈々の言う通り、何か人為的な力が働いたと考えるのが正解な気がする。


「もしかして、今まで大人おとなしくしていた悪あく霊りようが今頃になって出て来たのって……」


　その時だった。


「!?」


　ふいに、両肩に何やら重みを感じた。


「弘ひろ司し？」


　まるで子泣きジジイでも乗っけているような重み。


　続いて何かが身体からだの中に入ってくるような奇き妙みような感覚が弘司を襲う。


「ちょ、ちょっと、どうしたの？」


「あ、れ……」


　何だか身体の芯しんが熱い。顔が真まっ赤かに火ほ照てり、心臓がドクドクと波打つ。視界がぐらりと傾き、弘司は思わず地面にヒザをついた。


「弘司、弘司っ！」


　必死な顔で呼びかけてくる奈々の顔が…………何だろう、妙みように愛いとおしく感じられる。


「何、どうしたの、具合悪いの？　ねえ、弘司ってば!?」


「奈な々な……」


「え、えっ？」


　気付けば弘ひろ司しは、奈々をぎゅっと抱きしめていた。


「な、なななな、あ、あんた、ちょ……」


　両腕の中に柔らかい感触。奈々の温かさと吐と息いきがすぐ近くで感じられる。


「な、何？　悪あく霊りようをおびき寄せるための演技？　そ、それにしたってこれはちょっとやりすぎでしょ!?」


　じたばたと予防注射前の仔こ犬いぬのように暴れる奈々を押さえつけ、その目をじっと見つめる。


「ひ、ひひ弘司？」


　腕の中の奈々が急に大人おとなしくなった。


『うーん、可愛かわいい娘こっすね。これはかなり上じよう物ものかも』


　左手を腰に回したまま、右手で奈々の短い髪を撫なでる。美み亜あやさくらとはまた違った柔らかな感触と匂い。何だか撫でるのをやめられない。まるで右手が自らの意思で動いているみたいだ…………っていうか、ほんとに勝手に動いてる!?


『普段は強がっていてもいざという時には大人しくなる……そういうところもまた可愛いというか。そういえばあいつもそうだったなぁ』


　ぼ、僕は何をやってるんだ!?


　だけど身体からだが思うように動いてくれない。


　意識にぼんやりと霞がかかったような状態で、弘司の意思に反して勝手な動きを繰り返す。


『ほらほら、そのままぶちゅーとやっちゃうべきっすよ。ぶちゅーっと』


　頭の奥でそんな声が聞こえたような気がした。


　やがて髪を撫でるのをやめると、弘司の右手はそのまま奈々の頰ほおへと移動していく。


「ひ、弘司っ!?」


『やっちゃうっすか？　やっちゃうっすか？』


　右手を頰にそえたまま、弘司はゆっくりと自分の顔を奈々へと近づけていった。というか勝手に近づいていく。


　次第に距離を狭せばめていく二人の顔。


「あ、あんた……本気なの!?」


　だけど奈々は抵抗らしい抵抗もしない。


　いつもならこのヘンで裏うら拳けんなりヒジなりが飛んでくるはずなのに、今はただ弘司の右手をきゅっと握り、潤うるんだような瞳でこっちを見つめるばかりである。


　こ、このままじゃ……


　身体が勝手に動く＆奈々が大人おとなしい理由は分からないけれど……このままじゃ色々マズイ！


　そして奈々の顔があと数センチというところまで接近して──


「や、やっぱりダメっ!!」


　そんな叫び声とともに弘ひろ司しの身体からだはどんと押されて。


「こ、こんな演技なんかでされても嬉うれしくないわよ、ば、ばかっ！」


　目の前で奈な々なのミニスカートがくるりとひるがえったかと思うと、


「ぶぼっ！」


　直後に死角から飛んできた見事な後ろ回し蹴げりが顔面を直撃し、弘司の視界はブラックアウトした。








「い、いたた……な、何が──」


　奈々の見事なまでの回し蹴りで三分ほど完全に意識を飛ばした弘司が、目覚めるなりに見たものは──何かぼんやりとした巨大な黒い影のようなモノだった。


「な……」


　何だ、コレ？


「ひ、弘司っ！」


　起き上がるやいなや、泣きそうな顔の奈々が抱きついてくる。「よ、良かった、起きてくれて……」


「奈々、これは……？」


「わ、分かんない。弘司が倒れた後に、いきなり身体から出て来て……」


「僕の身体から……」


　もしかして、さっき聞こえた変な声はコレが原因なのか？　だとするとまさか……


「コレが……悪あく霊りよう？」


　目の前で真っ黒なヘビのようにそそり立つ影。その眼めは真まっ赤かに輝き、口からは同じように赤い舌したがちろちろと見え隠れしている。


　いかにも、悪霊といった風情ふぜいだった。


「さ、さくらたちはっ──!?」


　周りを見渡すが、一向に出て来る様子はない。悪霊が出たらすぐに駆かけつけるって言ってたのに──!?


「ひ、弘司!?」


「と、とにかく奈々は逃げて！　ここは僕が何とかするから」


「そ、そんなことできないわよ」


「いいから早──」


「いやよっ！」


　奈々が思いっきり叫ぶ。


「あんたを見捨てて逃げるくらいだったら、このままここで丸呑のみにされた方がマシよ！」


「な、奈な々な……」


『いやー、いいっすねー、青春ですねー』


　黒いヘビがにたーりと笑ったように見えた。そしてそのでっかい身体からだをうねうねとのたくらせると……一気に弘ひろ司したちに向かって襲いかかってきた。


「──!?」


　避けられない！


　そう判断した弘司は、とっさに奈々を庇かばうように覆おおい被かぶさる。せめて奈々だけでも──っ


　その時だった。


「大気に漂ただよう光脈の残ざん滓し……月つき読よみの恩おん寵ちようを受け白く輝かん……」


　呪じゆ文もんのような声が耳元で聞こえたかと思うと、


「──来たれ、冷光の縛ばく鎖さ！」


『うえっ!?』


　次の瞬間、ヘビの身体に光の網のようなモノが絡からみついていた。


「すまぬな、遅くなった」


　聞き慣れた声に弘司が顔を起こすと……そこにはさくらたちの姿（なぜかみんな少し頰ほおが赤い）があった。


「儂わしとしたことがあのような乳繰り合いに一時とはいえ目を奪われるとは……不覚じゃった。これもアホネコとエロヅルが悪いのじゃ」


「む～、さくらだって見てたくせに」


「そうですよ～」


　美み亜あたちが不満そうに言う。


「？　何のこと？」


「い、いや、何でもない。こっちのことで……」


　さくらたちが赤くなりながら目を逸そらした。


「──そ、それより、ともかく後はこの悪あく霊りようだけじゃ。まずは化け身しんを解いてもらおうかの、それっ！」


　さくらのかけ声とともに光の網はさらにきつくヘビの身体を締め付けていく。


『い、いたたたた……ちょ、ちょっと待って、ボクにはそっち系の趣味はないっすよ!?　どちらかといえば縛しばる方が……』


「黙れ、この悪霊めが。ふんっ！」


『だ、だから痛いって……』


　弘司たちの目の前で、光の網にがんじがらめにされたヘビの身体はどんどんと萎しぼんでいき……とうとう人の姿となった。








　　　３




「──つまりこの悪あく霊りようが僕の身体からだの中に入って悪さをしていた、と？」


「まあ、話を聞く限りではそういうことらしいな」


　じろりと睨にらむさくらの視線の先には、地面に正座した（させられた）着物姿の男が一人。


『す、すみませんっす……久々の生なま身みの身体だってので、しかも目の前に可愛かわいらしい女の子がいたこともありまして、つい、こう迸ほとばしる青春がムラムラメラメラと炸さく裂れつしてしまいまして……』


　半透明の身体をへこへことさせて、しきりに頭を下げる。


　どうやらこの軽けい薄はくそうな男が悪霊の正体であり、悲恋話の兄妹の兄の方であるらしい。


『本当はあんなことをするつもりじゃなかったんす。ちょっとだけ、貴方あなた様の身体を借りたかっただけの話で……』


「身体を？」


『そ、そうっす。妹に会うためには、どうしてもそれが必要なんです』


　言葉遣いは軽いことこの上ないがその表情は真剣である。


『霊れい体たいのままではボクはこの岩場から──厳密にいえば慰い霊れい碑ひの周囲半径百メートルから──離れられないのです。なので貴方様の身体を少しばかり間借りさせていただこうと……あの、貴方たちはボクたちの話を知ってますかね？』


「話って、あの悲恋の……」


『知ってるんなら話は早い！』


　男が立ち上がり、ぎゅっと弘ひろ司しの手を握り締める素振りを見せた。


『ボクは妹に会いたいんっすよ！　今までも何人かの方に身体を貸してもらおうと頼んだんです。カップルの方々ならばボクたちの気持ちも分かってくれると思ったんですが……いかんせん、みなさん話を聞いてくれなくて──』


　男の話を総合すると以下のようになる。


　男は妹に会いたいらしい。


　しかし、妹が眠ねむっているのはここから離れた場所であり、男は慰霊碑があるこの岩場から離れることができない。


　仕方なく、男はここへとやって来る人たち（主に、というか九割九く分ぶ九く厘りんがカップル）に身体を貸してくれるように頼んだ。


　だが男の現在の状態はこれ（幽ゆう霊れい）である。


　男の姿を見るなり大部分のカップルたちは一いち目もく散さんに逃げ出してしまい、頼みを聞いてもらうどころか話を聞いてくれる者すら一人としておらず。


　途方に暮れていたところで、ようやく話を聞いてくれたのが、弘ひろ司しであるとのことらしい。


『──というわけなのです、どうか助けると思って身体からだを貸していただけると……』


「まあ、事情はだいたい分かったけど……」


『分かっていただけたっすか？』


「でも、だったら何であんなヘビの姿で……」


　いきなり取り憑ついた件は論外だけど、あんな化け物みたいなヘビの姿でなくて、最初から普通に人間の姿で現れて事情を説明してくれればこんな騒ぎにしないでも済んだはずである。


『や、あれはその……』


　気まずそうな顔をする男。


　すると管理人さんが。


「んー、ヘビはね、深層無意識で男の人自身の姿を暗示してるって言われてるのよ。だからたぶん、この人の煮えたぎる煩ぼん悩のうがカタチとなって具ぐ現げん化かされたのがあの姿だってことじゃないかしらん」


　楽しそうにそんな解説をしてくれた。


「あらあら～」


「それって……」


「……要するに、こやつが助すけ平べえだということじゃな」


『あ、あはは、まあ若気の至りということで……』


　千ち鶴づるとさくらの言葉に男がぽりぽりと頭をかいた。


「あんた百年以上も幽ゆう霊れいやってるんでしょうが……」


　奈な々なが呆あきれた顔で大きくため息を吐つく。


『あ、あの、それでいかがでしょうか？　ご無礼は平ひらに謝りますので、どうぞ助けると思って少ーしばかり身体を貸していただけると──。あ、もちろん貴方あなたにご迷惑はおかけしません。それはもう誓ってお約束いたします』


　地面に頭をこすり付けんばかりに男が頭を下げる。


「──どう思う？」


　その姿を横目で見ながら、弘司はこういった方面に詳くわしい三人に意見をうかがった。


「まあ、悪い霊れいではないようじゃな。……ただ阿あ呆ほなだけで」


「あと漁ぎよ色しよく家かですね～」


「ん～、ヘビさん？」


　三者三様の、イロモノな評価だった。


「まあしかし、とりあえずのところ危険はなかろう。というよりも儂わしらがいる以上、妙みようなマネなどはさせぬ。だからあとはお主ぬし次第じゃ。お主が助けたいと思うのならそうすれば良いし、関わりたくないと思うのならば黙って立ち去れば良い。儂わしはお主ぬしの決めたことにならば無条件に従おう。妻じゃし」


「うんっ、ヒロの言うことなら何でも聞くよ！　お嫁よめさんだもんっ」


「もちろん私も同意見でございます～。侍じ女じよですから～」


　美み亜あ、千ち鶴づる、さくらは口を揃そろえてそう言った。


「僕は……」


　弘ひろ司しとしては、できるものなら助けてあげたいと思う。


　勝手に取り憑つかれたこととか、襲いかかられたこととか、色々とアレなところはあるけれど…………兄として、妹に会いたがる気持ちだけはよく分かったから。


「……分かった。協力する」


『ほ、本当ですかっ!?』


「うん、僕でよければ」


『あ、ありがとうございまっす！　このご恩は一生忘れません……』


　とても嬉うれしそうな顔でぺこぺこと頭を下げる男に。


「主の一生はすでに終わっておるだろうが……」


　珍しくさくらが突っ込んでいた。


「──それで、妹さんがどこにいるのかは分かってるの？」


　尋ねる。それが分かっていないとお話にならない。


『はい、それはもちろん。──あそこっす』


　男が半透明の手で指し示した先にあったものは──


「あれって……」


　この場から、三百メートルくらい離れたところにある巨大な岩のカタマリ。


　四人乗りのアヒルが置かれていた、あの洞どう窟くつだった。








「まさかまたここに来ることになるなんて……」


　岩場を抜けた先にある洞窟。


　アヒルが置かれていた場所よりも、もっとずっと奥に当たるところに慰い霊れい碑ひはあるとのことだった。


『あ、そこを右っす』


　頭の中で男の声が響く。『で、その先を左に曲がってもらえると──』


「右で左だね。りょうかい」


　身体からだを貸すというのは、要するに一つの身体を二つの意識（この場合は弘司と男）で共有するということであるようで、さっきからこんな脳内ステレオ状態が続いていた。


「ここって、こんなに奥まであったんだね～」


　きょろきょろと周りを見渡しながら歩いていた美み亜あがつぶやく。


「そのようじゃな。だが昼間に来た時には特に妙みような霊れい気きなどは感じられなかったと思うのじゃが……」


「慰い霊れい碑ひの効果ではありませんか～？　基本の役割は鎮ちん魂こんと封印ですが、中には結けつ界かいに近いチカラを持つものもありますし～」


「むう……」


　さくらと千ち鶴づるは、弘ひろ司しにはよく分からないそんな専門的（？）な話をしていて。


「ねー、私もう疲れちゃったんだけどー、まだなの、慰霊碑？」


　その隣では、この中で一番大人おとなのはずの管理人さんが子供みたいなダダをこねていた。


『あ、はい。もう少しっす。あと五分も歩けば……』


「えー、五分もー」


「まあまあ、あとちょっとなんですからー。がんばりましょうよー」


　佐さ藤とうさんにたしなめられる。


「うー」


　ものすごく不満そうな管理人さん。元はといえば自分が悪あく霊りよう退治なんてものを引き受けたりするからこんなことになっているんだっていうことの、自覚は全くナシである。


　薄暗い洞どう窟くつの中を、七人の大おお所じよ帯たいでわいわいと歩いていく。


「──でも、何だってこんなに離れたところに慰霊碑が建ってるの？」


　歩きながら、疑問に思っていたことを訊きいてみた。


「結ばれなかった二人を弔とむらうんなら、やっぱり同じ慰霊碑で祀まつるべきだと思うんだけど……」


『あー、それはっすね……』


　男が何やら戸惑うのが分かった。


「？」


『……あの、貴方あなたたちはボクたちのことをどういう風に聞いていますか？』


「どういう風にって……」


　神かん主ぬしさんから聞いた内容（兄と妹との許されない恋とその悲劇的結末）を説明する。


　すると男は、あー、やっぱりと苦笑いし、


『実はそれ……ちょっとばかり違うんですよ』


「違う？」


『はい。まあボクたちが早くに両親を亡くして二人で生きてきたのと、妹が領主の息子に見み初そめられて半ばムリヤリ結婚をさせられることになったのまでは本当のことです。ただ、問題はその先でして……』


「先？　結婚の日に、妹さんの乗った舟が沈んだっていう……」


『それ……沈んだんじゃなくて、妹が沈めたんですよね』


「……は？」


　なんか、とんでもないことを言い出しました。


『妹は気が強いというか何というか、ムリヤリ決められた結婚なんて絶対にイヤだってゴネまして──具体的には「どうしてわたしがあんなダボハゼみたいな顔をした領主の息子と結婚などしなきゃならないのですかっ！　イヤです！　わたしには兄さんがいれば充分です！」などと言い出しまして……。何とか説得はしようとしたんですが聞き入れず、あろうことか結婚の当日に、やって来た領主の迎え人をコテンパンに叩たたきのめした挙句に舟を沈めてそのまま逃げ帰ってきてしまったんです』


「……」


　妹さん、とってもパワフルです。


『そのことを知った領主は当然のことながら虎とら柄がらの腰巻を盗ぬすまれた鬼おにのように怒って、ボクたちに追っ手を差し向けてきました。面子メンツもあったんでしょう。周囲の人たちの視線も厳しくなり、ボクたちはこの地を離れる決心をしました。ですが──』


　そこで男が一度言葉を止めた。


『──もう少しで逃げ切れるというところで、ボクが捕まってしまったんです。峠とうげの茶屋で親しげに話しかけてきた女の子が実は追っ手で……。追っ手に可愛かわいい女の子を使うなんて反則っすよね？』


「……」


　男は続ける。


『妹一人なら、追っ手が何人いても大丈夫だったでしょう。でもボクが人ひと質じちにされたせいで妹は思うように動けなくて……。結局、ボクを捕まえた追っ手と揉もみ合っている内にそのまま三人でガケから落ちてしまい──』


　そしてボクたちは幽ゆう霊れいになったんです、と男は付け加えた。


『慰い霊れい碑ひが離れた場所にあるのは、領主の意い趣しゆ返しみたいもんでしょうか。あれは慰霊碑というよりも一種の封印なんです。コケにされ怒り狂った領主が、ボクらが彼岸ひがんでも結ばれることがないように、その魂たましいを縛しばるために造らせた封印。近くに来たカップルの方がたまたま壊こわしてくれたおかげで、今ではその効力もだいぶ弱まってはいますが、それでもボクらを動けなくするのには充分なんです』


「慰霊碑……」


　あれってそんな呪のろいの電波塔とうみたいな代しろ物ものだったんだ……


『ま、そんなわけで、結局ボクらは別々の場所で眠ねむらされることになり、今に至るというわけです』


「そう、なんだ……」


　それにしても何だかだいぶ聞いていた話と違う。


　いやこれもこれで悲恋には違いないだろうけど、ロマンチックさが欠片かけらもないというか……妙みように現実的な話である。まあでも、伝承なんて種たねを明かされてしまえば案外こんなものかもしれないなーと、弘ひろ司しは何となく思った。


『なんか少し湿しめっぽい話になっちゃったっすね。あ、そこを右に曲がってください。その先に妹の慰い霊れい碑ひがあるはずっす』








　慰霊碑は、岩陰に隠れるようにしてそこにあった。


　岩場に転がっていたモノよりも少し低い、高さにして一メートル程度の、けして立派とはいえない石の塔とう。それが男の妹が眠ねむっている場所だった。


『カナ！』


　弘司の身体からだが勝手に前に出る。


『カナ、ボクだ、勇ゆう介すけだ！』


　男が呼びかける。するとそれまでただそこにあるだけだった慰霊碑が淡い光を放ち始め……やがて光は人のカタチを取り始めた。弘司たちと同じか、少し上くらいの年ねん齢れいの少女である。


『……兄さん？』


　少女はぽつりとそうつぶやいた。


『そうだよ、お前に会いに来たんだ！』


『本当に、兄さんなのですね……』


『ああ、やっと会えた──』


　乗り移った弘司の身体を動かし男が少女に抱きつこうとするが……


『あ、あれっ？』


　その身体が、するりとすり抜けてしまった。


　再度チャレンジしてみるも、やっぱり結果は同じだった。


『な、何で……』


　男の困惑が伝わってくる。


「基本的に、霊れい体たいに質量はないからねー」


　困惑する男に、管理人さんが言った。「よっぽど強いチカラを持った霊れいならともかく、普通の霊体じゃ接触はまずムリでしょうねー」


『そ、そんな、ここまで来て……』


　男が悲しげな声を上げた。


『こ、こんなのヘビの生殺しっす！　これじゃ成じよう仏ぶつできないっすよ！』


「あら、諦あきらめるのはまだ早いわよ？」


『え？』


「あくまでも接触がムリなのは霊れい体たい。てことはそっちの妹さんも身体からだがあればいいってことでしょー？　だったら話は簡単じゃない」


　管理人さんが意味ありげに片目を閉じる。


「それって……」


　何となく、何を言い出すのか想像がついた。


「そっ、この中のだれかが妹さんに身体を貸してあげればいいのよん♪」


『な、なるほど！　姉さん、頭いいっすね！』


　男が歓喜の声を上げる。でも。


「──しかし、だれが身体を貸すのじゃ？」


　さくらのその言葉に、みんなが一瞬静まり返った。


「……」


「……」


「……」


「えっとー、妹さんに身体を貸すってことはー、つまりお兄さんに身体を貸した水みな上かみくんとラブラブシーンをやるってことだよね？」


　だが佐さ藤とうさんがぼそりとつぶやいた瞬間、その場にいた七名中四名の顔色が変わった。


「はいはいはいっ！　わたしがやるっ!!」


「いえ～、その役目は私が～」


「儂わしじゃ、妻である儂にこそその役割はふさわしい！」


「あ、あたしは、その、あの……」


　互いを押しのけ合うようにして前に出て来るネコマタ娘むすめたちと、その後ろで何やらもじもじとしている奈な々な。


「む～」「あらあら～」「ぬう……」「……」


　四人の間に、何やら見えない火花がばちばちと散っているのが感じられた。


「だから、わたしが身体を貸すのっ！」


「あらあら～、お相手であるお兄さまも弘ひろ司しさまも、成熟した大人おとなの肉体カラダの方を好むと思いますですよ～」


「ええい、アホネコやエロヅルの出る幕ではない！」


「あたしはそういうんじゃなくて、ただ……」


　弘司を囲むようにして言い争う四人。鬼き気き迫らんばかりのデンジャラスなスクウェアに、弘司は思わず数歩ほどあとずさった。


『おお、兄さんモテモテですねー』


　モテモテというか……


『やー、ボクとしてはどの方でも結構っすよ？　どなたもキレイで可愛かわいらしいですし……』


　男は男でそんな果てしなく無責任なことを言い出すも。


『………………兄さん？』


『あ、いや……』


　妹さんにじろりと睨にらまれて、直後に小動物のように小さくなっていた。……何だかちょっとだけ親近感。


「んー、とにかくこのままじゃ決まらないわよねー」


「ですねー。こうなったら、やっぱりここは当事者に決めてもらうべきじゃないですかー？」


　それまで完全に傍観者だった管理人さんと佐さ藤とうさん（すごく面白そうな顔で美み亜あたちのやり取りを見物していた）がそんなことを言った。


「当事者？」


「うん、そう。つまりは妹さん本人ってことだけどー」


　佐藤さんの言葉に、みんなの視線が半透明の少女に集中する。


『あ、え、わたしですか？』


　突然指名されて、少女が目を丸くした。


「うん。だって実際に身体からだを借りるのは妹さんなんでしょ？　だったら妹さんが決めるのが一番だと思うんだけどなー」


　その言葉には一理あるかもしれない。


「む～」


「そうですね～、それはその通りです」


「まあ、のう」


「あ、あたしは……」


　美亜たちも納得したようにうなずく。


「それじゃそういうことでいいかな？　誰が選ばれても文句なしってことでー。──というわけで妹さん、よろしくねー」


『あ、はい。ええと、そうですね……でしたら──』


　少女は美亜たちをぐるりと見回し。


『──わたしは、この方がよろしいです』


「あ、あたし!?」


　奈な々ながのけぞるように驚いた。


『はい。……おイヤでしょうか？』


「え、や、そんなことはないんだけど。その……でも、どうして？」


『よくは分かりません。でも貴女あなたが一番、わたしに近いような感じがしたのです』


　そう答える少女。どういうことだろう？


「うーん、奈な々なちゃんは妹さんと同じで、やたらと腕っぷしが強いわよねー」


「水みな上かみくんを尻しりに敷きそうなところも同じですよー。そういうところで親しみを覚えたんじゃないですかー？」


「二人とも、聞こえてるわよ……」


「あらん」


「あははー」


　ジト目の奈々に突っ込まれて曖あい昧まいな笑みを浮かべる管理人さんと佐さ藤とうさん。でもその見解は限りなく的まとを射ているような気がします。








「──で、以上のように身体からだを貸す役は奈々ちゃんに決定したわけだけど……みんなもいいわよねん？」


　管理人さんがみんなに確認する。


「む～、奈々ばっかりずるいよ～。……でもその子がそう言うならしょうがないんだもん」


「あらあら～」


「……良くはない。しかし仕方がなかろう。そういう約束じゃ」


　不ふ承しよう不ぶ承しようといった感じで美み亜あたちがうなずく。三人が三人とも（根拠もなく）自分が選ばれると信じて疑っていなかったって顔だ。


『──それでは奈々様、よろしくお願いします』


　少女が奈々の方に向き直り、ぺこりと一礼した。


「う、うん……」


　いまいち不安そうな奈々の身体に、半透明の少女が重なっていく。


「ん…………なんかヘンな感じ……」


『ボクも少しだけ身体の主導権を貸していただきます』


「え、あ？」


　意識が一瞬遠くなったかと思うと、手足の感覚がふっと希き薄はくになった。男が身体を動かし始めたらしい。


　兄（弘ひろ司しの身体）と妹（奈々の身体）が向き合う。


『…………兄さん』


『おお、妹よ……』


　弘司の身体を使って男が妹（奈々の身体）のもとへと一直線に駆かけ寄っていく。百年ぶりの再会を果たした二人は慰い霊れい碑ひの傍かたわらでお互いの存在を確認するかのようにしっかりと抱きしめ合い───


　────


　──と思いきや。


　ドグシ。


『ご、ごげぶっ！』


　抱きしめようとした男の顔面に、なぜか妹の強烈な右ストレートが炸さく裂れつし、男（弘ひろ司しの身体からだです）はゴミのように後方へと吹き飛ばされた。い、痛い……


『な、何を……』


　左頰ほおを押さえて男がうめく。


『…………兄さん、ずいぶんとお戯たわむれをなさっていたみたいですね』


『へ……？』


『たった今、奈な々な様から全すべて聞きました。近くに来ていた恋人たちを襲ったり、この方たちにご迷惑をおかけしたりしていたとか──』


『い、いやそれはその……』


　しどろもどろになる男。


『お仕し置おきですね』


『お、お仕──』


　男の声が小鳥みたいにキレイに裏返った。


『ちょ、ちょっと待って！　あれには海よりも深い理由が──』


『──待ちません（にっこり）』


『ぎゃー[image: ]』


　活いきのいい怪かい鳥ちようみたいな男の悲鳴が洞どう窟くつ内に反響する。男＆弘司にとってはこの上なく不幸なことに、奈々の身体は妹さんと相性がぴったりみたいだった。


　五分経過。


『ご、ごふっ……』


『少しは反省しましたか？』


『……そ、それはもう』


　変形した顔面（弘司の身体です）で男がうなずく。というか、弘司にしてみればとばっちりもいいところなんですが……


『そうですか。それならもういいです。────では改めまして。お久しぶりです、兄さん』


　胸の前で手を合わせて微笑する。この妹さん、とっても切り替えが早い性格みたいだった。


『カナ……』


　男も男で、同じくらいの変わり身の早さでシリアス顔に戻ると。


『ずいぶんと長い間待たせたけど……これからはずっといっしょだよ』


『はい。わたしも、もう兄さんの傍そばを離れません』


　妹に近づき、男は肩に手を回す。身体は弘司のモノであるがゆえに、その柔らかい感触は弘司にもダイレクトに伝わってくる。うう、覚かく悟ごはしていたとはいえ、奈な々な相手にこんなことをするのは気が引けるというか何というか……妙みように気恥ずかしい。


　果たしてそれは向こうも同じなのか、腕の中にある奈々の身体からだが少しだけ強こわ張ばったような気がした。


『カナ……』


『兄さん……』


　ロミオとジュリエットのように見つめ合う二人。そしてそのまま、おもむろに顔を近づけ始める。どんどんと迫っていく距離。なんかこのまま接近し続けるとマズイこと（接触）になるんじゃないかなーとか思いながら見ていると、本当に奈々の顔が至し近きん距離（五センチくらい）まで迫ってきた。え、まさか、これってもしかして……？


　事の重大さに弘司が気付きかけたその時。
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「ま、待って、ちょっと待って！」


　奈々が、押し留とどめるように男（弘司の身体）を止めた。


『ん、どうかしましたか、奈々さん？』


「ど、どうかしたかって……そりゃどうかするわよ！　そこまでやるつもりなの!?　そ、その、あの、キ、キキキ、キス、まで……」


『え、そりゃそうっすよ。何てったってこれが成じよう仏ぶつする条件ですから』


　さも当然といった声で、男が答えた。


『眠ねむる前には、いつも妹にはこれをやってあげてたんです。日課というより、もう習慣っすね。これをやってあげると妹はとても安心した顔で眠りについて……。生きている内にもう一度やってあげられなかったのが大きな心残りでした。きっと妹もそうだと思うっす』


『……はい』


　妹さんが恥ずかしそうに同意する。


「だ、だけど、いちおう兄妹なのに……」


　至し極ごくまっとうなことを口にする奈な々な。


　すると男は意外なことを語り始めた。


『そうっすけど、でもボクら血は繫つながってないっすから』


　は？


『血、繫がってないんです。養子なんですよ、妹。ボクが五歳さいの時に親父おやじが亡くなった知り合いの子供を引き取ったんです』


「養子……？　ってことは本当の兄妹じゃない……？」


　思わずそう口走った弘ひろ司しに。


『ええ、そうっす。──ああ、とはいってもボクらは本当の兄妹ですよ。兄妹に本当も噓うそもないはずですし、少なくともボクは妹のことを妹として愛してきました。……例え血が繫がっていないとしても、その気持ちに噓はないっす』


「あ……」


　自分の軽けい率そつな言動に気付き、弘司は恥ずかしくなった。


　弘司は──弘司だけはそんなことを言うべき立場ではなかったのに。


　ごめん……と謝ると男は苦笑して、


『……もっとも、ボクも偉そうなことは言えないんすけどね。結局、一人の女の子としても愛しちゃったんですから』


　照れたようにそう言った。


『──とまあ、そういうことです。なのでどうか協力をよろしくお願いするっす』


『お願いいたします』


「う、うーん……」


　そういう事情があるのなら、弘司としてはイヤとは言えない。照れ臭くさいには照れ臭いけど、人助けなわけだし……


　問題は奈々の方であるが、


「……わ、分かったわよ」


　さすがに兄妹の二人に頼み込まれては分ぶが悪いようだった。


「で、でもこれはあれだからね、この人と妹さんのためにやるんだから。そのヘンを勘かん違いしないでよね！　あ、あんたがどうとか、そういう個人的な感情は一切ないのよ！」


「わ、分かってるって。僕もそのつもりだから」


　そんなことわざわざ力説しなくても……


　すると奈な々なは何だか複雑そうな表情になって。


「………………そう。分かってるんなら、別にいいけどさ」


「？」


　そう言って、ぷいと顔を背そむけた。……あれ、なんか怒ってる？


『──では、お分かりいただけたところで続きを……』


　男が再び妹さんへと手を伸ばそうとして。


「ちょ、ちょっと待った～！」


　今度は、ネコマタ娘むすめが異議を唱えた。


「だめ、そんなの絶対だめっ！　そ、そういうことは、ヒロはわたしとだけするんだもん！」


『え……』


「そうですね～、やっぱりこれは見過ごせません～」


「主ぬしらの境遇を考えれば、儂わしが祝詞のりとくらいは詠よんでやってもよい。だから、その、何だ……せ、接せつ吻ぷんだけは考え直せ」


　千ち鶴づるとさくらも、割り込むように男と少女との間に立ち塞ふさがる。


　三人に睨にらまれて、男は少し怯ひるんだようだった。


『え、いや、でもそれってそんなにマズイことっすかね？』


「まずいのっ！」「いけません～」「ダメじゃ！」


　即座に却きやつ下かの返事（×三）が戻ってくる。


　男は困り果てた顔になった。


『う、うーん、現代の道徳規範はボクらの時代よりも緩ゆるやかだと思ったのですが……意外にそうでもなかったってことっすか？　あ、でもここに来ていた恋人たちはもっと公こう序じよ良りよう俗ぞく違反であられもないこともやってたような……』


「にゃ、にゃっ」「あられもない……」「こ、公序良俗……」


　その瞬間、何かを思い出したのか、美み亜あたちの顔がぼんっと真まっ赤かになった。


『ん、どうしたっすか？』


「な、何でもないのっ！　──と、とにかく、だめなものはだめっ！」


「ええ、乳繰り合いはいけません～」


「わ、儂の目が黒い内はそんな破は廉れん恥ちなマネは断じて許さん！」


　真っ赤なまま叫ぶ三人（一人、いまいち何を言っているのかよく分からないけど）。


『うーん、困ったっすね。ボクたちとしてもここは譲れない一線ですし……。そうっすね、こうなったもう仕方がない。ここは──』


「？」


　きらーんと目を光らせた男が妹（奈な々なの身体からだ）の方を向き。


『──お三さん方かたには悪いっすが、事後承しよう諾だくと既き成せい事実で押し通すってことで！』


　ぴょーんとカエルのように飛び跳はねて覆おおい被かぶさっていった。いきなりのことに呆ぼう然ぜんとするさくらたちの前で、男はそのままタコみたいにすぼめた口を奈々の顔へと近づけていく。


　そしてまさに二つのシルエットが重なる寸前、


「だから、だめなの～！」


　夕飯のデザートのプリン争奪戦の時よりも必死な顔をして飛び出してきたネコマタ娘むすめが、男の顔（弘ひろ司しの身体です）を両手で摑つかむと力任せに横へとムリヤリ反そらした。


　ぐぎょおっ。


　木ぼく刀とうをヒザでムリヤリへし折った時みたいな鈍い音とともに、男の首（弘司の身体です）があり得ない方向に曲がる。ムリヤリ軌道変更された男の唇くちびるは、奈々のオデコをかすめるにとどまった。


「く、首が……」


「あ、ご、ごめん、だいじょぶ、ヒロ!?」


「あ、あんまり……」


　なんか大事なスジとかが二、三本切れちゃったんじゃないかなーって痛みに、殺虫剤をかけられたカマドウマのように地面で悶もだえていると、


『……想いは成じよう就じゆしたっす』


　ふいに、頭上からそんな声が聞こえた。


『永き時にわたるボクらの願い……それが今、ようやく叶かないました』


「──え？」


　首を押さえながら見上げると……そこには白い光に包まれた男と少女の姿。着物姿の二人は、お互いにしっかりとその身体を抱きしめ合っている。


「どういう……こと？」


『貴方あなたたちのおかげでボクたちは最さい期ごの心残りを果たすことができました。そう、妹に会ってオデコに口付けをしてあげるという心残りを』


「オ、オデコ……」


　そういえばさっき奈々のオデコに触れた気がするけど……それじゃまさか、キスってオデコにすれば良かったってことに──？


　隣を見ると、奈々たちもキツネにつままれたようにぽかんとしている。


　そんな弘司たちに向かって、男と少女は深々と頭を下げた。


『本当にありがとうございました。これで思い残すことはなくボクらも成じよう仏ぶつできます。貴方も色々大変だろうとは思いますが、がんばってくださいっす。何よりも生きていてこそっすから』


『奈な々な様も素直になってくださいね。気持ちというものは言葉に出さないと伝わらないこともあります。恋敵は多いみたいですけれど……わたしは貴女あなたを応援していますから』


「なっ、え、ええっ!?」


　奈々が叫び声を上げる。「そ、それ、どういうことよ？」


『すみません。意識を共有した際に、少しだけですが貴女の心が見えてしまいました。とても真まっ直すぐで一いち途ずな貴女の心が』


　少女がにっこりと微笑ほほえむ。


「な、ななな……」


『その心、大事にしてくださいね』


『それでは、失礼するっす』


　もう一度揃そろってお辞じ儀ぎをして、そして二人は光に溶けるようにして消えていった。


「……一途な心？」


「な、何でもないわよっ！」


　つぶやいた弘ひろ司しに、真まっ赤かな顔で奈々が両手をぶんぶんと振る。


「？」


　相変わらず奈々はよく分からないなーと弘司が首を捻ひねっていると。


「ね、ね、ヒロ、わたしにもしてっ！」


「そうですね～、奈々さんだけというのはズルイのではないかと～」


「ネコとツルはどうでもよい。だが妻たる儂わしにだけはそれを受ける資格があると──」


「ちょ、ちょっと……」


　三人が取り囲むようにしてオデコを突き出してくる。ほとんどエサをねだる鳥の雛ひなあるいは頭ず突つき状態である。


「ま、だいたいメデタシメデタシってところかしらー」


「そですねー」


　そのあまりにいつも通りといえばいつも通りな光景を眺めながら、管理人さんと佐さ藤とうさんが平和そうにそんなことを言っていた。





　こうして、ようやく長い長ーい海水浴一日目は終わったのだった。
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　　　０




　熱いお湯が日焼けした身体からだに心地良かった。


「ふう……」


　白い湯ゆ気げが目の前を立ち昇り、注そそがれるお湯が耳元でぴちゃぴちゃと音を立てている。


　海水浴二日目の午後四時。


　現在弘ひろ司しがいるのは、海が一望できる露ろ天てん風ぶ呂ろである。


　今日も今日とて午前午後をたっぷり海での行楽（≒美み亜あたちの相手）に費やし疲れ切った弘司は、夕食前に先に汗と疲れを流してしまおうと思い立ち、こうして少し早い入浴を楽しんでいるのであった。


　ちゃぽん、と穏やかな水音が響く。


　閑かん古こ鳥どりと貧乏神がデュエットでもしてそうなうらぶれた外観にそぐわず、なぜかここのお社やしろには立派な露天風呂（温泉）があった。しっかりとした石造りの露天風呂。湯船の中央には巨大な岩のようなものまである。


　何でこんな本格的な露天風呂がこのほとんど倒とう壊かい寸前な（色んな意味で）お社にあるんだろうなーと不思議に思って、昨日きのう神かん主ぬしさんに訊きいてみたところ、


『趣味ですじゃ』


　との答えが返ってきた。


『ワシは昔から温泉が大好きでしてのう……〝なう〟で〝やんぐ〟な頃は全国温泉巡りをよくやったもんです。歳としを取ってからもそれが忘れられずに、とうとう潰つぶれた温泉旅館があったこの土地を買い取って社にしてしまったんですじゃ』


　若い時から、なかなか渋しぶい趣味の神主さんだった。というかそんな個人的趣味な理由でお社の場所を決めてしまっていいものなんでしょうか。


　そんなことを考えながら湯船を出て洗い場へと向かう。シャワーで身体からだを流し、髪の毛に潮が残らないようにシャンプーで念入りに頭をごしごし。すぐに視界が真っ白なアワで覆おおわれる。


「えっと、桶おけは……」


　頭を流すために、手さぐりでちょこちょこと探していると、


「はい、これでしょ。ど～ぞ、ヒロ」


「あ、さんきゅ」


　ナイスなタイミングで横から桶が差し出された。


「〝りんす〟は使わんのか？　髪が痛んでしまうぞ」


「あ、使う使う」


「ほれ、これじゃ」


　横のギザギザが印のリンスが手渡される。


「よろしければ、その間にお背中をお流しいたしますがいかがいたしましょうか～？」


「いいんですか？　それならぜひ…………って!?」


「にゃ？」


「あらあら～」


「む？」


　そこでようやく弘ひろ司しは異常に気付いた（遅い）。


「な、何で美み亜あたちがここに!?」


　そこにいたのは素す肌はだにバスタオル一枚だけという相当に刺激的な格好のネコマタ娘むすめ、霊れい鳥ちようお姉さん、神様幼女。それぞれが桶おけとリンスと手ぬぐいを片手にこちらを見つめている。


「何でって、だってここ、おふろだよ？」


「私たちも入りにきたのです～」


「潮風をだいぶ浴びたからの、身体からだがべたべたして気持ち悪いのじゃ」


　三人がきょとんとした顔で答える。


「そ、そういうことじゃなくて……」


　何だって弘司がいるのにもかかわらずそんなに当たり前の顔をして入ってくるんですかって話である。


「ん～？」


「あらあら～？」


「むう？」


　しかし美亜たちは「それの何が悪いの？」って顔で首をひねるばかり。


　こっちの言いたいことを全く分かってくれない三人に弘司が頭を抱えていると、


「でねー、そこでそのダメ男のズボンがずり下げられてねー」


「へー、そうなんですかー」


　今度は脱衣所の方から声が聞こえてきた。なんか聞き慣れたやたらと明るい声。いや、これってまさか……


「あらん、弘司くん♪」


「水みな上かみくん、やっほー」


　……そのまさかでした。


　がらりと引き戸が開き、入ってきたのは……管理人さんと佐さ藤とうさん（バスタオル付き）だった。呆ぼう然ぜんとする弘司に向かって楽しそうな顔でふりふりと手を振ると、かけ湯をしてそのまま湯船に入る。


「……」


　そしてその後ろには、


「な、なによ……」


　ほとんど人を殺す一歩手前の目をした奈な々なの姿があった。引き戸の陰から、まるで弘ひろ司しの命を狙ねらう暗殺者のようにこっちの様子を窺うかがっている。


「だ、だから何で……？」


　普段からどこまでもこんな感じ（天然）の美み亜あたちや極めてゆるい性格の管理人さんたちはともかく、奈々がこんな暴挙（？）に出るなんて意外なことこの上なかった。


「し、しかたないでしょ、だって美亜ちゃんたちがどうしてもいっしょに入るって言って聞かないんだもの！」


　奈々ががーっと吼ほえた。


「だからってあんたと美亜ちゃんたちだけにしたら何するか分かんないし……しょ、しょうがないからあたしもいっしょに入ることにしたの。か、監視よ、監視。文句ある!?」


「い、いや……」


　慌あわてて首を横に振る。


「その代わり、ちょっとでもワイセツな目で美亜ちゃんたちのことを見ようとしたりあまつさえヘンなことしようとしたりしたら、その時は容よう赦しやなくさくっと殺やるからね！　さくっと！」


「は、はい……」


　こくこくと首を縦たてに振る。


「美亜ちゃんたちもバスタオルは絶対に外さないこと。いい？」


「う～ん、わたしはヒロ相手なら別にいいのにな～」


「ええ、弘司さまのためならこの身体からだの一つや二つ～」


「ま、まあ、恥ずかしいが夫たる者に肌はだを見られるくらいでとやかく言っていては……」


　頰ほおを赤らめながそんなことを言う三人だが、


「いいからっ！」


「む～」「あらあら～」「ぬう……」


　奈々に強く言われて、しかたないって感じにうなずいた。


　というわけで。


　なぜかみんな（弘司、美亜、千ち鶴づる、さくら、奈々、管理人さん、佐さ藤とうさん）で露ろ天てん風ぶ呂ろに入ることとなったのだけれど。


「それにしても千鶴ちゃん、相変わらず大きいわねー」


　いきなり始まったのが、そんなアレな話題だった。


「そうですか～？　それほどではないと思うのですが～」


「んー、そういう挑戦的なことを言うと、全国の女の子の七十パーセントくらいを敵に回すと思うわよー」


「ねえねえ、そんなにおっきくて疲れないの？」


　無む邪じや気きに美み亜あが首をかたむける。


「そうですね～、少しばかり肩が凝こるのが悩みといえば悩みですが～」


　千ち鶴づる（Ｄ）がおっとりとそう答えた。そ、そういうものなんだ……（初めて知った新事実）。


「うーん、でも美亜ちゃんもけっこう大きいと思うけどなー」


「？　そかな？」


「うん、だって私よりは大きいもん。ほら、手て触ざわりも違うしー」


「に、にゃ、ユ、ユカ、くすぐったいよ……」


「やーん、かわいー」


「だ、だからそこは……あ、ん……」


　ぱちゃぱちゃと水飛沫しぶきを散らしながら楽しげに佐さ藤とうさん（Ｃ）が美亜に絡みつく。い、いや、少しは至し近きん距離（一メートルくらい）にお年頃の男子（弘ひろ司しです）がいるってことも考えてほしいんですが。……カジキマグロ用突つきん棒ぼう（全長三メートル、刺さると抜けないうえに電気ショック付き）みたいな奈な々なの視線もすごく怖いし。


「ふ、ふんっ、胸の話など下らん。牛ではあるまいし、大きかろうが小さかろうがそんなことはどうでもよかろう」


　と、さくら（Ａ）がそんなことを言い出した。


「あらん、さくらちゃん、もしかしてジェラシー？」


　管理人さん（Ｃ）がからかうように笑う。


　さくらの顔がかーっと赤くなった。


「そ、そうではない。そうではなくてただそのような下げ世せ話わな話をするのはだな──」


　言葉では否定しているが、その声に混じる動揺は隠し切れないみたいである。


「だいじょぶよー。さくらちゃんはまだちっちゃいから発展途上なだけで、大きくなるにつれて胸もそれなりになってくるって。それに大きさだけが全すべてじゃないっていうのもほんとよん。色、形、弾力、それら全てを総合したものこそが胸の真しん髄ずいよねー。だから小さくたって何も落ち込むことはないのよ」


「そ、そうなのか？」


「うんうん、そうだよね奈々？」


「な、何でそこであたしに振るのよっ」


　即座に反応する奈々（Ｂ）。「あ、あたしは別にこれっぽっちも胸の大きさにこだわってなんか──」


　言いかけて、はっと口をつぐむ。それから気まずそうにみんなの顔を見回して、ちゃぽんとお湯に顔を半分ほど沈めた。


　そういえばこの話になってから、奈々は一言も喋しやべっていなかったような。そっか、触れられたくない話題だったんだ……


　一同にちょっとした沈黙。


　そんな中、


「あ、そうだ。そういえばみんな、今日お祭りがあるって知ってるー？」


　管理人さん（常にマイペース）が何事もなかったみたいに話題を変えた。


「お祭り、ですか？」


「ええ、そう。ここから歩いて十五分くらいのところにある神社でやるんだってー。けっこう大きなお祭りらしいわよー」


「面白そうですね～」


「ほう……」


　千ち鶴づるとさくらが興味深そうに目を細める。


「お祭りっ!?」


　そして中でも一番反応したのが、やっぱりというか何というか、こういったことが心の底から好きそうなネコマタ娘むすめだった。


「アサヒ、それほんとっ？」


「うん、ほんとよー。さっき神かん主ぬしさんから聞いた話だから間違いなし。花火もあるんだって。だからみんなで行かない？」


「うんっ！　ねえねえヒロ！　お祭りだって！　行こう行こう！」


　目をきらきらと輝かせながら、美み亜あは弘ひろ司しの腕をぐいぐいと引っ張ってきた。


「ちょ、美亜？」


「お祭りお祭りお祭り～！」


「わ、分かったから手を……」


　ほとんど両手で抱え込むようなその引っ張り方ゆえに、弘司の腕には先ほど佐さ藤とうさんが堪たん能のうしていた美亜の柔らかな感触（Ｃ）が必然的に触れることになり──


「ちょっと美亜ちゃん、何やってんの!?」


　奈な々なががーっと叫んだ。


「何って、ヒロといっしょにお祭り行きたいな～って」


「そ、そうじゃなくて……」


　弘司の腕に胸を押し付けたままうにゃっと小首をかたむける美亜に、奈々が頭の痛そうな顔でこめかみを押さえる。


「あー、もう、いいからとにかく離れる！」


「あっ」


　奈々に勢いよく手を引っ張られ、その勢いで美亜がバランスを崩くずす。


「あっあっあっ」


　そしてこういった露ろ天てん風ぶ呂ろの底というものは得てしてよく滑すべるものであり、それはこのネコマタ娘むすめにとっても例外ではなかった。


「うにゃっ！」


　悲鳴とともにネコマタ娘が弧を描くようにつるんと滑すべり、


「えっ──」


　その手をしっかりと握っていた幼おさな馴な染じみも連れん鎖さ的に大きく体勢を崩くずし、


「にゃあああっ！」


「きゃあっ！」


　バッシャーン!!


　結果として、二人揃そろってタイダルウェイブのような大きな水飛沫しぶきを上げて、盛大にコケることとなった。


「うにゃ、いたい……」


「い、いたたた……」


　頭を振りながら起き上がる二人。その傍かたわらには二人の身体からだに微び妙みように絡からみつくようにして二枚のバスタオルがぷかぷかと浮いており──


「!?!?」


「？　どしたのヒロ。そんな〝ほっとけ～き〟みたいに目をまんまるにして」


「何よ、じろじろと。何をそんなに……」


　弘ひろ司しの視線を追って、奈な々なの目が自分の身体からだへと向けられる。次に湯船に浮いているバスタオルへと。二つを見比べて目をぱちくりさせた。


[image: ]


「え、え、え？　これってもしかして、え、え、えええええ!?」


　ようやく事態に気付いたのか、奈々の顔が旧式の体温計みたいにかーっと急激に真まっ赤かになっていき。


「い、いやあああああああっ!!」


　直後に目にも留まらぬ速さでパンチ三連撃（ジャブ、ストレート、アッパー）が繰り出される。トラックが電柱に正面から激突した時のような鈍い音とともに、弘司の身体が一メートルほど宙を舞い、そのままばちゃんと湯船に墜つい落らくした。


「ひ、弘司のバカー[image: ]」


　そして奈々はバスタオルを引っ摑つかむと、森のクマから逃げるお嬢じようさんのごとき勢いで風ふ呂ろ場ばから飛び出していってしまった。


「……」


　柄ひ杓しやくを取られた船幽ゆう霊れいのように湯船に弘司が力なくぷかーりと浮かぶそんな中、


「えへっ、ま、また見られちゃった……」


　美亜がいそいそとバスタオルを直しながら、ノンキに一人照れていた。
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　それから一時間後。


「みんな遅いな……」


　今にも崩くずれそうなお社やしろの門の前で、弘司は一人つぶやいていた。


「何やってるんだろう……」


　カナカナカナカナ……と近くの木ではヒグラシが大きな声で鳴いている。どこか物悲しいオレンジ色へと変わった太陽は辺あたり一面を黄昏たそがれに染め上げて、ただでさえぼろっちいお社を余計に廃はい墟きよみたいに映し出していた。


　あの後、風呂から上がった弘司たちは管理人さんの提案通りにお祭りへと繰り出すこととなった。美亜たちは思いっきり乗り気だったし、奈々にもひたすらに謝ることで（アレは弘司のせいじゃないのに……）何とか許しをもらえた。


　だけど、さあこれからお祭りに行こうって時に管理人さんが、


『あ、そうだ。弘司くんは先に門のところまで行ってて。私たちはちょっとやることがあるからー』


　と言って、美み亜あたちを連れていってしまったのだった。


　それからすでに三十分以上が経過している。


　携帯電話の時計を見ると、間もなく時間は五時半。お祭りは六時からとのことだから、歩く時間を考えるともうけっこうギリギリな時間帯である。いったい何をやっているんだろう。


　ちょっと様子でも見てこようかなと思ったその時。


「お待たせー、弘ひろ司しくん」


　ようやく、門の向こうからロングスカート姿の管理人さんがのーんびりと姿を現した。


「ごめんごめーん、もっと早く終わるかと思ったんだけど、意外に時間がかかっちゃって。あははー」


　全然悪いと思っていない声でそう笑う管理人さん。相変わらずどこまでもマイペースな人である。


「別にいいですけど……早くしないとお祭りが始まっちゃいますよ？」


「あー、まあそうなんだけどね。でもそれに見合うくらいの仕上がりにはなってるから、おあいこってことで」


「仕上がり？」


　何を言っているんだか分からずに弘司が首をかしげると、


「ほら、二人ともー」


「？」


　管理人さんの声とともに、門の向こうからおずおずと二つの人影が姿を現した。それぞれ黄色と青が印象的なその人影は──


「にゃ、どうかなっ、ヒロ」


「……な、なによ」


　──浴衣ゆかた姿の、ネコマタ娘むすめと幼おさな馴な染じみだった。


「美亜、奈な々な……」


　美亜の浴衣は、明るい黄色の生き地じに真まっ赤かな金魚の模様がプリントされたもの。少しサイズが大きめみたいだけど、そのだぶだぶ感がまたほどよくネコマタ娘の雰囲気にマッチしている。普段は下ろしている髪も今は頭の下の方で緩ゆるく二つに結ばれ、首から肩にかけてちょこんとかわいらしく垂れ下がっていた。


　そして奈々。


　こちらは落ち着いた紺こん青じように様々な色の風鈴が彩りを添えている浴衣だった。美亜のものとは違いちょうどいいサイズ。短いけどよく手入れのされた髪には、花のカタチをした髪飾りのようなものが付けられている。


「……」


　思わず見み惚とれてしまった。


　二人とも、何だかいつもとは全然雰囲気が違う。大人おとなっぽいというか女の子らしいというか趣おもむきがあるというか……とにかく普段が普段な二人（明朗快活無む邪じや気き＆明朗快活凶きよう暴ぼう）だけにその変化も非常に分かり易やすい。蛍光灯の色がまぶしい白から落ち着いたオレンジに変わったみたいなものだろうか。


　弘ひろ司しの胸の奥で、何かがどくりと動く。


　今まで感じたことのないような気持ちが、身体からだのどこからか湧わき上がってくるかのようだった。


「ね、どう、似合ってるかなっ？」


「あ、あんまりジロジロ見ないでよ……」


　照れ臭そうにもじもじとする美み亜あと奈な々なの声に、はっと我に返る。


「あ、ご、ごめん、でも──」


「でも？」


「二人とも似合ってると思う……」


「ほんとっ？」


「そ、そうかな？」


「う、うん、お世せ辞じとかじゃなくて」


　本当にそう思う。


「わ～い！　ほめられたっ」


「あ、ありがと」


　無む邪じや気きに喜ぶ美亜と、恥ずかしそうに顔を伏せる奈々。


　なんかヘンな気分だった。美亜と奈々の姿それ自体は見慣れているはずなのに……浴衣ゆかたを着ているというだけで、二人の目を真まっ直すぐに見つめるのが何だか気恥ずかしい。見ているだけで何だか胸の奥に熱いモノがこみ上げてくる。……これが世に言う浴衣マジックとかいうやつでしょうか？


　とその時。


「お待たせしました～」


　門の向こうから間延びした声が響いた。


「遅くなって申し訳ありません～。ただ今参上いたしました～」


「浴衣など着慣れぬものでな。朝陽あさひに手伝ってもらったとはいえ、時間がかかった。すまぬ」


「ごめんねー、水みな上かみくん」


　美亜たちに続いて、こちらもやっぱり浴衣姿の千ち鶴づるたちが姿を現した。


「どうですか～、似合ってますでしょうか？」


「ほれ、どうじゃ？　せくし～か？」


「あ、うん」


　いまだ微び妙みようにコンフュージョンした頭で反射的に弘ひろ司しがうなずく。すると佐さ藤とうさんは「んー？」と眉まゆをひそめた。


「あれー、なんか反応が今ひとつだなー。もしかして私たち、似合ってないー？」


「あらあら……」


「そうなのか……？」


　千ち鶴づるとさくらが途端に悲しそうな顔になった。


「！　あ、や、そういうわけじゃなくて……」


　慌あわてて答える。「う、うん、千鶴さんたちもよく似合ってると思うよ」


　実際、千鶴たちの浴衣姿もとてもよく似合っていた。ただ美み亜あと奈な々なのインパクトがあまりにも大きすぎていまいち印象が薄いだけの話で。


「ふーん、私たち『も』、ねー」


　佐藤さんがとっても意味ありげに笑った。


「そ、それが何か？」


「ううん、何でもなーい」


　その割にはものすごく顔がにやついているんですが。


「うふふー、そっかそっか、草食恐きよう竜りゆう並みに鈍い水上くんもようやく少しはそっち方面を意識するようになったかー。ま、いまいち自覚はしてないみたいだけどー」


「??」


「あ、いいのいいのー、こっちのことだから」


　佐藤さんが何を言っているんだか、弘司にはさっぱり理解できなかった。


「さーて、それじゃ無事にみんなのお披ひ露ろ目めもすんだことだし、張り切ってお祭りに向かいましょうかー」


　管理人さんがみんなにそう呼びかける。


「あ、はいー」


「そうですね～」


「うむ、よかろう」


　佐藤さん、千鶴、さくらがとことこと歩き出し、


「ほらっ、ヒロも行こ行こ」


「の、のろのろしてると置いていくわよ」


「あ、うん……」


　美亜と奈々に促うながされ、表面上は何でもない風を装って弘司も歩き出した。


　でも。


　胸の奥では、まだ何だかどくりどくりと、眠ねむらない活火山のようにうごめいていた。








　弘ひろ司したちが辿たどり着いた時にはすでにお祭りは始まっていて、神社は町興おこしを始めたばかりの地方都市のごとく活気付いていた。


「わ～、お祭りお祭りっ！」


　あちこちにこれでもかってくらいに飾り付けられた堤ちよう燈ちん、どこからか聴こえてくる昔懐なつかしいお囃子はやしの音、道の両脇わきにはタコヤキ屋からこういったお祭り定番のリンゴ飴あめまで数え切れないほどの屋や台たいが軒のきを並べて、それぞれ食欲をじわじわと刺激する匂いを放っている。辺あたりを行き交う人々にも、美み亜あたちと同じような浴衣ゆかた姿が目立っていた。


　典型的なお祭りの風景。


　弘司としても、こんな風にお祭りにやって来るのは子供の時以来である。少しばかりわくわくする気持ちを抑えながら、屋台が連なる通りへと歩いていく。


「けっこう大きなお祭りみたいですね～」


「ふむ、そうじゃな。それなりに人も集まっておるようじゃし……」


　辺りを見渡して感想を述べる千ち鶴づるとさくら。


　意外（？）なことに、千鶴とさくらはこういったお祭りに来るのは初めてではないようだった。


「私の故郷でもありましたからね～。型抜きとかをよくやったものです～」


　千鶴はそんな玄人くろうと発言をしていたし、


「というか、毎年儂わしの『社やしろ』でも祭りをやっておるぞ。『桜おう輪りん祭さい』。お主ぬしは来たことはないのか？」


　さくらが出した名前は夕ゆう凪なぎ市で最大の規模を誇るお祭りの名称である。


「わ～、わ～、すごいすごいすごい」


　ゆえにこのメンバーでお祭り初体験であるのは、さっきから周りを見ては子供のように歓声を上げているこのネコマタ娘むすめ一人みたいだった。


「ね、ね、ヒロ、あれな～に？　あの〝しょっとがん〟を構えてるやつ」


「ショ、ショットガン？　ああ、あれは射しや的てきって言って──」


「ふ～ん。じゃ、あっちのあれは？　何で風船を水に浮かべてるの？」


「水風船のこと？」


「あの雲みたいなのは？　ふわふわしてるの」


「綿わた菓が子しだよ。甘あまくて美お味いしい食べ物で──」


　屋台を見つけては質問してくる美亜に、一つ一つその内容を説明していく。それを美亜はうんうんとうなずきながら実に楽しそうに聞いていた。


「さーて、それじゃまずは腹ごしらえといきましょっか」


　屋台通りの真ん中くらいまで来たところで、管理人さんがみんなを見回してそう提案した。


「腹が減っては戦いくさはできぬって言うしねー。神かん主ぬしさんから美お味いしいヤキソバの屋や台たいがあるって聞いてるのよん。おごってあげるからみんなで行きましょー」


　わー！　とみんなから歓声が上がる。


「あ、でも一人一個までよー。それ以上は私のお財さい布ふが泣いちゃうから自じ腹ばらでねー」


　というわけで一同、神主さんご推すい薦せんのヤキソバ屋台へ向かって歩き始めたのだったが。


「むう、ずいぶんと人が多いな……」


「ええ、まるで巣穴を潰つぶされて路ろ頭とうに迷うアリの群れのようです～」


「お祭りだもんねー」


　千ち鶴づるの表現はともかくとして、確かにけっこうな量の人だった。


　身動きが取れないというほどのものではないが、それでも油断すると簡単にはぐれてしまいそうなくらいの混雑具合ではある。


　特に──


「わ～、あれ面白そうだな～」


　このはしゃぎまくって落ち着きのないことこの上ないネコマタ娘むすめは、目を離すと糸の切れた凧たこ（競技用）のように瞬またたく間にどこかへ行ってしまいそうだった。


「美み亜あ、はぐれないように気を付けて。あんまりみんなから離れないように……」


「ね、ね、ヒロ、あれ見て見て！」


　だけど当の美亜はそんなことはこれっぽっちも気にしちゃいない。


　弘ひろ司しが注意している傍そばからまた新しい屋台に興味を持つと、人ごみの間を器用にすり抜けてたた～っとそちらへ走っていってしまった。


「ほらほら、これ面白いよっ」


「美亜、だからあんまりふらふらしちゃダメだって……」


「早く～、こっちこっち！」


「まったく……」


　どこまでも人の話を聞かないネコマタ娘むすめである。まあそれだけ全身全ぜん霊れいでお祭りを楽しんでいるってことなんだろうけど。苦笑しつつ、人をかき分けながらとりあえず弘ひろ司しも屋台まで向かう。


　美亜がいたのは、お面めんを売っている屋台だった。どこかで見た覚えのあるブサイクなタヌキから人気アニメのキャラクターのモノまで、壁一面にずらりと並べられている。


「見て見て、おかしなお面がたくさんあるよ～」


　お面を一つ一つ指差して、美亜が楽しそうに声を上げる。


「ほら、ヘンなタヌキとか、あおい髪のドジそうな女の子とか、黄色い電気ネズミとか──」


「へえ……」


　ほんとに色々とあるもんなんだなー……と、弘司もしばしネコマタ娘といっしょになってお面めんの数々に見入ってしまった。


「じゃあそろそろ行こうか」


　一通りお面を見たところで弘ひろ司しは言った。


「あんまりぐずぐすしてると本当にみんなとはぐれて──」


　と、そこで弘司の言葉は止まった。


「ん、どしたのヒロ？」


「あ──れ……？」


　すでに、そのみんなの姿が影も形もなくなっていた。


「おかしいな……」


　周りを見渡すも、近くには奈な々なや千ち鶴づる、さくらたちの姿は見えない。


　さっきまで奈々たちがいたはずの場所では、見知らぬ数人のおっさんたちがカップ酒を片手に、浴衣ゆかたの隙すき間まからちらりと見えるうなじの重要性について、熱く熱く語っている。


　イヤーな予感がした。


「ん～、チヅルたちどこ行ったんだろ？　かくれんぼかな～」


　ノンキに美亜がつぶやく中、弘司は大きく息を吐ついた。


「……これって」


　ひゅーと夏なのに冷たい風が弘司たちの背中に吹き付けた。


　周囲の喧けん騒そうがどこか空しくざわざわと頭の中に響いた。


「……やっちゃった」


　二人揃そろって、迷まい子ごになった瞬間だった。
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　辺あたりを探してはみたものの、奈々たちは見つからなかった。


　これだけ人がいるせいか携帯も繫つながらないし、行き先であるヤキソバ屋や台たいの位置も分からない。美み亜あに匂いで探してもらおうともしたのだが「人が多すぎて匂いが混ざっちゃって分かんないよ～」とのことだった。たぶん千鶴やさくらも、同じような理由でこちらの居場所を特定できないのだろう。


「ね～、どうするの？」


　美亜が落ち着かない様子で弘司を見上げた。


「みんなが見つかるまでお祭り見れないの？　それとも帰らなくちゃいけない？　……〝きょうせいそうかん〟？」


　そんなのイヤだよ～って目が言っていた。お祭り初参加の美亜としては、一刻も早く他ほかの屋台たいを見て回りたくてしかたがないのだろう。


「ヒロ～……（うるうる）」


　オヤツを取り上げられた仔こネコみたいな顔。


「……まあ、何とかなるかな」


　はぐれたとはいえお互いに帰り道は分かっているわけだし、向こうには管理人さん（いちおう大人おとな）もいる。うまく機転を利かせてくれるだろう。


「じゃあ、とりあえず二人で回ろうか？」


「え、いいのっ？」


　美み亜あの表情がお日様みたいにぱっと輝いた。


「うん。美亜はお祭りを見たいんだよね？　それに回っているうちにみんなと会えるかもしれないし」


「にゃ～、だからヒロって好きっ！」


　よっぽど嬉うれしかったのか、美亜がいきなりがばっと抱きついてきた。


「こ、こら……」


「えへへ～」


　弘ひろ司しの胸の中で、すりすりと頰ほお擦ずりをする美亜。柔らかい感触がふにふにと腕の中で動き、湯上りのシャンプーの香りがふわりと鼻をくすぐる。周囲からは「何あれ、かわい～」とのクスクス笑いが聞こえてきた。


「と、とにかく、そういうことだから……」


「うんっ！」


　美亜はものすごく嬉しそうにうなずき、


「じゃあ、ご～ご～！」


　高らかに声を上げると、弘司の腕にぎゅっと抱きついてきた。


「み、美亜？」


「えへへ、二人っきりだねっ」


　ちょっと頰を赤らめて、美亜が無む邪じや気きに笑う。


　その少しはにかんだような笑顔はいつもの美亜と同じようでいて。


　しかしどこかがいつもとは違うようでいて。


　何だか、弘司の目にはものすごくまぶしく映った。


　あ、あれ……？


　弘司の胸が、再びどくりと挙動不審な動きを見せる。これは何なんだろう……


「ほら、早く行こ行こ！　面白そうなところがいっぱいあるから、急いで見ないと全部回りきれないよっ！」


　ぐいぐいと美亜が腕を引っ張る。


「あ、う、うん」


「ほらほら～」


「わ、分かったからそんなに引っ張らないでって……」


　半ば引きずられるようにして、弘ひろ司しは歩き出した。
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「あれ、弘司たちは？」


　お目当てのヤキソバ屋や台たいのすぐ近くまで進んだところで、弘司と美み亜あの二人の姿が見当たらないことに気が付いたのは奈な々なだった。


「さっきまでそこにいたよねー？　なんか美亜ちゃんが色々と屋台のことを水みな上かみくんに訊きいてたみたいだけど……奈々、見てなかったのー？」


「あ、うん……」


「そうなんだ。珍しいねー、奈々が水上くんのこと見てないなんて」


　聞きようによってはものすごくストレートな台詞せりふである。


　確かに普段の奈々ならば弘司から目を離すことなんてほとんどなかっただろうが、今日は初めて着た浴衣ゆかた姿を見られたからだろうか、何だか妙みように意識してしまって真まっ直すぐに弘司の方を見ることができなかったのだ。


「あらん、ってことは迷子まいごになっちゃったのかしらねー」


　管理人さん（いつの間に買ったのか缶かんビール片手）の言葉に、さくらと千ち鶴づるが顔を曇らせた。


「むう、まさか抜け駆がけではあるまいな、ネコめ」


「それはいけませんね～。まだ近くにいないでしょうか～？」


　周りをきょろきょろと見回す。


「んー、困ったわね、携帯とかはつながらない？」


　管理人さん（缶ビール片手）が、大して困った風でもなく言った。


「ムリみたいですねー。アンテナが立たないです」


　佐さ藤とうさんが液晶画面を見ながら首を横に振る。


「うーん、千ち鶴づるちゃんとさくらちゃんはどう？　探知とかはできない？」


「ダメです～、これだけ人が多くいらっしゃると、霊れい力りよくが混在していて弘司さまの正確な位置までは特定できません～」


「こっちもじゃ。ひとところにあまりに多くの人間が集まっているため、龍りゆう脈みやくが乱れておる」


　千鶴とさくらもそう頭を振った。


「どうしますー、みんなで手分けして探しますか？」


「うーん、そこまでしなくてもいいんじゃない？　というかそれで今度はみんながはぐれちゃったらミイラ取りがミイラだし。ま、弘ひろ司しくんたちも子供じゃないんだから、そんなに心配しなくてもだいじょぶでしょ。こっちはこっちで回ってれば、その内ひょっこり再会できるかもしれないわよ。だからとりあえず弘司くんたちのことは置いておいて、私たちはヤキソバを食べに行きましょう」


「それはそうなのですが～。でも常にお傍そばにお仕つかえするのが私の役目ですのに～……」


「しかもよりによってネコと二人というところが気に入らん……」


　難しい顔をする千ち鶴づるとさくら。


　その横では、奈な々ながもっと難しい……というかどこか落ち込んだ表情で地面を見つめていた。


「ま、まあまあ奈々、元気出して。別に水みな上かみくんと美み亜あちゃんが二人でエスケープしたわけじゃないんだから」


「あ、あたしは別に落ち込んでなんか……」


「ほらー、奈々の好きなドネルケバブおごってあげるからー」


「もう、だから違うって言ってるのに……」


　いまいち本気なんだかそうじゃないんだか分からないやり方で、佐さ藤とうさんが奈々を慰めていた。


　そんなみんなの様子を見ながら、


「美亜ちゃんか……さて、どうなるのかしらねん」


　管理人さん（缶かんビール片手）が、一人そうつぶやいていた。
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　美亜が最初に選んだのは、金魚すくいの屋や台たいだった。


「わ～、なんかきれいなお魚さんがいっぱい泳いでる。これはな～に？　つかみ取りの食べ放題？」


「違うって……」


　どうもこのネコマタ娘むすめの中では、基本的に魚＝食べ物という認識らしい。


「これはこの和紙を使って、水すい槽そうの中の金魚を何匹びき取れるかっていう遊びで──」


「ふむふむ……」


　弘司の説明を、美亜はこくこくうなずきながら聞いていた。


「どう、分かった？」


「ふ～ん、よく分かんないけど面白そうだねっ」


「やってみる？」


「うん！」


　元気にうなずく美亜。


　そしてネコマタ娘による金魚すくいが始まったのだが──


「む、む～！　何でこんなに簡単に破けるの～」


　開始五分にして、あっという間に和紙を五個ほど使い切っていた（一分一個）。


「美み亜あは大物ばっかり狙ねらいすぎなんだって……」


「だって、どうせ取るならおっきい方がいいんだもん」


「それはそうだろうけど……」


　美亜が狙っているのは、よりにもよって水すい槽そうの中に五匹といない、ほとんど鯉こいの稚ち魚ぎよサイズの大物ばかりだった。


「えいっ、やっ、とうっ！」


　初めてにしては手付き自体は悪くないんだけれど（野生の本能？）……いかんせん相手が悪すぎるというか、和紙の直径よりも金魚の方が大きいため、普通サイズの金魚ならばゲットできるような和紙さばきでは捕らえきれないのである。


「む～！」


　美亜の目の前で、六個目の和紙がぽとりと地面に落ちた。……まあ、このヘンが潮しお時どきかな。


「美亜、次ので最後だから……」


「え～、もう？」


　美亜は頰ほおを膨ふくらませるけど、和紙だってタダじゃない。これ以上ここでお金を使うと他ほかの屋や台たいを回る余よ裕ゆうがなくなってしまう。


「……分かった。これで最後にする」


　すると美亜は、メッタに見せない真剣な表情で水槽を見み据すえ、


「やっ！」


　気合のかけ声とともに右手を振りかざした。握られた和紙が滑すべるように水の中に入っていき……次の瞬間、巨大金魚の焼き春巻きみたいな魚体が、見事に和紙へと収まっていた。


「やった～！」


　周りで見ていた人たちから「おー！」と歓声が上がる。さすがに誰も取れるとは思っていなかったのだろう（弘ひろ司しもちっとも思っていなかった）。


「えへへ～」


　それに得意げな笑顔で美亜が応こたえていたその時。


　ばたばたと、和紙の上の巨大金魚が最後の抵抗を見せた。


「あっ……」


　それは一瞬の出来事だった。


　浮かれる美亜の目の前で柄えが根元からぽきりと折れ。


　柄が折れた以上、その上に載のっかっていた巨大金魚もまた地球の重力に引かれて落下していき。


　そして金魚が落下していく先には……美亜の浴衣ゆかたの胸元があった。


「にゃっ!?」


　そこからするりと、巨大金魚が浴衣ゆかたの中へと入り込みました。


「く、くすぐったいよ～。ヒロ、取って、取って～」


「え？」


　いやいきなりそんなこと言われても……


「は、早く早く～！」


「え、ええと……」


「あ、やん……なんか動いて……」


　切なげな表情で美み亜あが身をよじらせる。どうも巨大金魚が、美亜の小さい身体からだを隅すみから隅まで蹂じゆう躙りんしている模様です（表現に若じやつ干かん誇張あり）。


「ヒ、ヒロ～、早く～……」


　潤うるんだ瞳でじっと弘ひろ司しを見つめてくる美亜。


　──こ、こうなったもう僕が取るしかない!?


　身体をもぞもぞとさせながら必死に金魚に抗あらがっている美亜を見ながら、ごきゅっとツバを飲み込み、弘司は一歩前に出た。


　そう、これはあくまで困っている美亜を助けるためであって決して邪よこしまな気持ちからじゃないんだそうじゃないんだと自分に言い聞かせつつ、清きよ水みずの舞台からノーロープバンジーをするかのごとく思い切って美亜の胸元に手を伸ばしたその時。


　ぴょこん。


　巨大金魚の大きな頭がちょうど美亜の胸の間から飛び出し。


　ちゃぽん。


　そのまま水飛沫しぶきを上げて、元いた水すい槽そうへとダイレクトにダイビングした。


「──あ、取れた」


「……」


　弘司の手は、美亜の胸元のすんでのところで止まっていた。


「ん、どしたのヒロ？」


「……いや」


　力なく首を振る。


　ま、まあ何はともあれ、直接手を下くだすことなしに無事に金魚を取り去ることができてよかった…………のかな？


　弘司にとって、すこーしばかり微び妙みようなところだった。








「じゃ次はあれやってみたいな、あの〝しょっとがん〟のやつ」


「射しや的てきね……」


「あ、うん、それそれ」


　金魚すくいの屋や台たいを離れ、相変わらず物ぶつ騒そうな単語を使うネコマタ娘むすめとともに射的の屋台へと向かう。


「わ～、なんか色んなのがあるね」


　景品台にはヌイグルミや置物や安っぽいシルバーアクセサリー、果ては絶対にコルク弾じゃ落とせないだろうゲーム機本体などが、雑多に置かれていた。


「お嬢じようちゃん、初めてかい？」


　今どき珍しいネジリハチマキを締めた屋台主のおっちゃんが、親しげに話しかけてくる。


「うん、そだよ」


「ほお、その歳としでねぇ……よし、だったらコレを使いな。──他ほかのやつは銃じゆう身しんが右に曲がったり左に曲がったりして絶対目標に当たんねぇようになってるが、コレだけは真まっ直すぐなんだ」


　後半部分は他ほかの客に聞こえないようにひそひそと耳打ちをして、おっちゃんは屋台の奥から一いつ丁ちようのモデルガンを取り出してきた。……いやそれってサギなんじゃ。


「ありがとっ、おじさん！」


「おう、じゃあやってみな」


　慣れない手付きで（慣れまくっていてもそれはそれでイヤなものがあるけど）モデルガンを構えて、美亜は引き金に指をかけた。


「ん～、ふぁいあ！」


　ぽんぽんぽんぽん、とちょっと間の抜けた音とともにコルク弾が発射されるものの、それらは全すべて目標物であろうモノの脇わきを通り過ぎていった。


「む～」


　顔をしかめた美亜が再度発砲するも、やっぱり当たらない。というかカスリもしない。ここまでスカスカと外れると逆にすがすがしいくらいである。


「おかしいな……コレで当たんねぇはずがないんだが」


　銃じゆう口こうを眺めながら、おっちゃんも不思議そうに首をひねっていた。


「上体が不安定なのがいけねぇのかもしれないな。──おい兄ちゃん、ちょっと協力してくれねぇか？」


「え、僕？」


「そうだよ。このお嬢ちゃんの連れなんだろ？　ちょっと腰のところを押さえてやってくれ」


　おっちゃんがそんなことを言い出した。こ、腰って……


「ほらヒロ、早く早く～」


「何照れてんだよ、カノジョなんだろ、この子」


　美亜とおっちゃんが二人して急せかす。


　いやカノジョというか……。でもそんな言い訳が通りそうな雰囲気じゃない。


　しかたなく、弘ひろ司しはそろそろと美み亜あの腰周りに手を添えた。


「もっとしっかり押さえて。それじゃあんま意味がないだろ」


「しっかりったって……」


「ほら、こう揉もみしだかんばかりにぎゅっと。若いんだから」


　何かが根本的に間違っていることを言っているおっちゃん。


「ヒロ～、ちゃんと押さえて～」


「わ、分かったよ」


　後ろから抱きかかえるように、弘司は美亜の腰にしっかりと手を回した。


「おし、これで上体がしっかり固定されて、的まとに当たるようになるはずだ」


「よ～し、今度こそ……ふぁいあ！」


　ぽん、と再び気の抜けた音が辺あたりに響く。細長い銃じゆう口こうから発射された長さ三センチほどのコルク弾は真まっ直すぐに飛んで行き──


　こてり。


　シルバーのリングが入った箱に当たって、箱もろとも地面に落ちた。


「やった～、落ちたっ！」


「おめでとう、お嬢じようちゃん！」


　おっちゃんが拍手喝かつ采さいをして喜ぶ。美亜のことを喜んでくれるのはいいんだけど、屋や台たい主ぬしとしてはそれでいいのかって反応な気もします。


「ね、ね、アレもらえるんだよね？」


「おう、お嬢ちゃんのモンだ。──ほれ」


「わ～、やったやった～！」


　おっちゃんからリングを受け取り、そのまま指にはめる。……はめられた指が左の薬指だったことについては特に深い意味はないものと思おう。


「見て見て、すごいかわいいよねっ？」


「あ、うん」


　うなずくと、美亜は指輪をはめた薬指を大事そうにきゅっと胸に抱えた。よっぽどお気に入りらしい。


「そんなにそれが欲しかったの？」


　こう言ってはおっちゃんに怒られるかもしれないけど、どう見ても露ろ店てんとかで三百円くらいで売ってそうな安物のアクセサリである。普通に考えればそこまで喜ぶようなものじゃない気がするんだけど……


　すると美亜はふるふると首を振って。


「ううん。別にそんなことなかったよ」


「え？」


「さっきまではちょっときれいだな～って思ってたくらいだったんだ。だから取れなくても別にそんなに悔くやしくはなかったかもしれない。でも──」


　一度言葉を切ると。


「でも今はとっても大事な宝物なの。だって……ヒロといっしょに取った指輪だもん」


　そう言って少し恥ずかしそうに、にっこりと笑ったのだった。








「ん～、たくさん回ったね～。楽しかったっ」


　心の底から満足しましたって顔で美み亜あが言った。その手には真まっ赤かなリンゴ飴あめ（×二）がしっかりと握られている（両手持ち）。つい先ほど、弘ひろ司しの六百円が変化した代しろ物ものである。


　射しや的てきの後もダーツやら輪投げやら水風船釣つりやらと続いた屋や台たい巡りの最後は、食べ物系屋台の食べ歩きで締められることとなった。


　タコヤキから始まって、イカ焼き、トウモロコシ、今川焼き、綿わた菓が子し、カキ氷、そして最後にリンゴ飴へと辿たどり着き、ようやく美亜の旺おう盛せいな食欲は落ち着いてくれたみたいだった。……代わりに弘司の財さい布ふの中身は極めて落ち着かなくなったけど。


「ん～、甘あまくておいし～ね、コレ」


　どうやらリンゴ飴がいたくお気に入りのようだった。


「でもなんかコレ買った時、おじさんがヘンなこと言ってたね？　『お嬢じようちゃん、これで今晩のカレシの味はリンゴになっちゃうねー』とか」


「あー、それは」


　相変わらずヘンなことばかりをよく聞いているネコマタ娘むすめである。


「〝かれし〟ってヒロのこと？　ヒロの味がリンゴになっちゃうって、どういうことなの？」


「うーん、だから……」


　赤ちゃんはどうやって生まれてくるのとか子供ってどうやって作るのとかと同じくらいに、非常に答えにくい質問です。


　弘司がお年頃の娘への対応に悩む男親のような気分でいると。


「ん？　ヒロ、ほっぺたに飴がついてるよ？」


　美亜が弘司の顔を指差した。


「え？」


「あ、動かないで。今わたしが取ってあげるから」


「あ、うん」


　ハンカチでも出して拭ぬぐってくれるのかなーと思いきや。


　美亜はえいっと背伸びをすると。


　そのまま、ぺろっと小さな舌で飴を舐なめ取った。


　柔らかくて温かい、くすぐったいような感触が頰ほおに伝う。


「……」


　一瞬、頭が真っ白になりました。


「はい、取れたっと」


「……」


「あれ、どしたの、なんか熟したスモモみたいな赤い顔して？」


　ちょこんと小首をかしげる美み亜あ。


　自分のやったことが及ぼした影響に、まったくもって気付いていないみたいである。


「でもほんとおいし～ね、このリンゴ飴あめ」


　そんな弘ひろ司しの内心の関東大震しん災さいのような動揺などまったくどこ吹く風で。


　いつもとまったく変わらない様子で、美亜はにこにことリンゴ飴を口にしていた。


　周囲には祭囃子ばやしの賑にぎやかな音が流れている──





　　　＊





　その頃弘司と美亜を除く五人は。


「わ、甘あま辛からくて美お味いしいー、このドネルケバブ。ね、奈な々な？」


「あ、うん」


「そうですね～、とっても美味しいです～」


「うむ、美び味みじゃ」


「だけど値段がちょっと高いのが玉にキズなのよねー」


　妙みようにスレていて全然食いついてこないザリガニ釣つりや景品が全すべて店主手作りのブサイクなヌイグルミというコメントに微び妙みように困るマト当てなどの屋や台たいを回り終えて、今はみんなそろってドネルケバブを食べていた。


「しかしこれを買った時に、何やら店主が妙みようなことを言っていたな。『お嬢じようちゃん、寝る前にはよく歯を磨いておかないと、今晩の夢の味はドネルケバブになっちゃうよー』とか何とか。あれはいったいどういう意味なのじゃ？」


「んー、そのまんまの意味なんじゃないかなー」


　佐さ藤とうさんが苦笑する。要するに寝る前にはちゃんと歯を磨くようにという、保護者が幼稚園児相手にするような注意を屋や台たいのおじさんは（さくらだけに）していたわけだが、それについてはあえて言及しない。


「むう……？」


　怪け訝げんそうな顔をするさくら。


「まあまあ、あんまり深く考えちゃダメだってー。──ん、さくらちゃん、ほっぺたに何かついてるよ？」


「む？」


「ドネルケバブのソースじゃないかなー？　ほら、取ってあげるから動かないで」


　巾きん着ちやくからハンカチを取り出して、さくらの頰ほおをふきふき。


「む、むう……」


「ん、どうしたの？　難しい顔して」


　何やら怪け訝げんな顔つきなさくらに、佐さ藤とうさんが尋ねる。


「いや、なんじゃろうか。ふいに妙みような感覚を覚えてな。何か、似たような状況にもかかわらず儂わしだけソンをしておるような……」


「？」


「何やらネコのやつが得をしているような……」


「??」


「……気のせいじゃな。うむ、忘れてくれ」


　自分でもよく分からないって顔をして、さくらは前を向いた。


　周囲には、酔っ払ったおっさんたちが歌うカラオケのやかましい音が流れている──
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　さて、そんなこんなで時間は湯ゆ水みずのごとく流れていき。


　時刻はまもなく八時半を回ろうとしていた。


「それにしても奈な々なたちと会えないな……」


「にゃ～、そだね」


　はぐれてからもうけっこう経たつが、一向に奈々たちと遭そう遇ぐうする気配はない。よっぽど巡り合わせが悪いのか、同じ方向へと動いているのか、それとも他ほかに何か理由でもあるのか……とにかくいまだに弘ひろ司したちは迷子まいごのままだった。


「みんな、今頃どこで何をしてるんだろう……」


　一番賑にぎやかな美み亜あが抜けているとはいっても、千ち鶴づるとさくらを筆頭とするあのメンバーは良くも悪くもこの上なく目立つはずである。いいかげん見つけることができても不思議じゃないのに……


「美亜も、途中で奈々たちを見かけなかった？」


「ん～、分かんない。いなかったと思うけど……」


　いまいち自信のなさそうな顔で美み亜あが答えた。


「そっか……」


　まあ見つからないものはしょうがない。


　弘ひろ司しにとっても久しぶりのお祭りだし、できるものなら大人数で回ってはみたかったけど、それはあくまで希望にすぎない。


「じゃあ美亜、もう時間も遅くなってきたしそろそろ」


　──お社やしろに戻ろうか、と言いかけた時。


「……やっぱり、ヒロは奈な々なたちといっしょの方がよかったのかな？」


「え？」


　道の途中で立ち止まって、美亜が突然そんなことを言い出した。


「ヒロはみんなとお祭りを回る方が楽しかった？　みんなでわいわいにぎやかにいろんなお店を見て回る方が面白かった？　〝えきさいてぃんぐ〟だった？」


「……へ？」


　エキサイティング？　興奮的？


　……ワケ分かりません。


　目の前のネコマタ娘むすめが何を言いたいんだかさっぱり分からず首をひねる弘司に、


「む～、だから～、ヒロはだれかと二人でお祭りを回るのと、みんなで回るのと、どっちが楽しい？　ってことなの～」


　なんかオヤツをねだる時以上のものすごく真剣な顔で訊きいてくる。


「うーん、それはどっちかといえばみんなで回れれば楽しいとは思うけど……」


「うう、やっぱそなんだ……」


　美亜の声が、あからさまにトーンダウンした。


「美亜？」


「……」


　呼びかけるが返事がない。ほんと、どうしたんだろ？


「美亜、何が──」


「あ、あのねっ」


　美亜がぐっと身を乗り出してきた。


「わたし、わたしはヒロと二人でも楽しかったよっ！　とっても楽しかった！」


「え？　あ、うん」


　産まれ故郷の川を遡そ上じようする鮎あゆのような美亜の勢いに、多少押されながらもうなずく。


「え、えと、うまく言えないけど、あのお魚を捕まえるのも面白かったし、しょっとがんのやつではきれいな指輪がもらえたし、水の入った風船も取ってもらったし、他ほかにもいろんなおいしいものも食べられたし……」


　身振り手振りを交えながら一生懸けん命めいに言葉を紡つむぐ美み亜あ。


「わたしはすっごく楽しかった。だから、同じようにヒロも楽しかったんなら良かったのにな～って思ったの。もともとみんなとはぐれちゃったのはわたしがいけないんだし、それでヒロがつまんなかったりしたらなんかヤで……」


　もどかしそうに地面をぺたんぺたんと踏みつける。


　でもその言葉で、ようやく美亜が何を言いたかったのかが分かったような気がした。


　たぶん美亜は不安だったのだ。


　自分のせいでみんなからはぐれて迷子まいごになってしまった弘ひろ司しが、ちゃんとお祭りを楽しんでいたのか。自分と二人だけでつまらない思いをさせてはいなかったか。そういうことを気にしていたみたいだった。


「美亜……」


　まさかこのいつも底抜けに明るいネコマタ娘むすめがそんなことを考えているとは思っていなかったからちょっと意外な反応だったけれど、でもその心遣づかい自体はすごく嬉うれしい。バレンタインデーにほとんど期待していなかった本命の娘から義理じゃないチョコをもらうくらいには。


　だから。


「──僕も楽しかったよ」


　美亜の頭に手を置いて、そう言った。


「え？」


「美亜と二人で、つまらなかったなんてことはない。それは絶対にないから」


「ほ、ほんとっ？」


「うん、本当に」


　この二時間を思い返してみる。


　図らずも迷子になってしまい美亜と二人だけで過ごしたお祭りだったけれど、それは弘司にとっても楽しい時間だった。思えばこうして美亜と二人だけで何かをするということ自体、実のところ知り合ってから初めてのような気もする。良くも悪くも、いつも必ずネコマタ娘・霊れい鳥ちようお姉さん・神様幼女の三人トライアングルで一セットだったから。


「ヒロっ！」


　ほとんど押し倒さんばかりの勢いで、がばっと美亜が抱きついてきた。


「わたしも楽しかった、ヒロと二人ですっごく楽しかったんだよ！」


　最高の笑顔で弘司を見上げる。


「みんなといる時もにぎやかで楽しいけど……でもヒロと二人でいる時には、それとはなんか違う楽しさがある気がするんだもん」


　胸のところにその小さな手を当てて、美亜はそっと目をつむった。


「何だろ、よく分かんない。ヒロといっしょにいると、胸のこの辺が何だかぽかぽかするの。あったかいっていうかほっとするっていうか……すごく安心できるんだ」


　えへへ～と笑う。


「チヅルもさくらも、キライじゃないよ。それは会ったばかりの頃はすっごく苦手だったし、今でもヒロのことは譲ゆずれないけど、でも二人ともキライじゃない。ナナもアサヒもユカも好き。みんなわたしにとっても優しくしてくれるもん。でもヒロのことが好きなのは……それとは違う『好き』だと思う。分かんないけど、そんな感じがする」


「美み亜あ……」


「に、にゃ、なんか恥ずかしいな……」


　胸に手を当てたまま、美亜が恥ずかしそうにその場でくるりと反対側を向く。


　とその時。


「にゃっ！」


　足下にあった大きな石につまずいて、ぽてっと美亜が地面に転がった。


「美亜！」


　慌あわてて駆かけ寄って助け起こす。


「えへへ、調子に乗りすぎちゃった」


「ケガはない？」


「うん、わたしはだいじょぶ。あ、でも……」


　見下ろす視線の先には、今の拍子にそうなったのか、鼻はな緒おの取れた下げ駄たがあった。


「どうしよ、ヒモが取れちゃったみたい」


「ん、ちょっと見せて」


　片足立ちになった美亜を肩に摑つかまらせて、弘ひろ司しは下駄を拾い上げた。


「どう？」


「うーん……」


　転び方はそんなにハデじゃなかったにもかかわらず、鼻緒は見事なまでに根元のところからぶっつりと切れてしまっていた。応急処置ならともかく、これはこの場で直すのはムリそうだ。


　弘司の表情から状況（修復不可能）を見て取ったのか、


「あ、でもこれくらい平気だよっ。何にも履はいてなくても、お社やしろまで歩くくらいなら全然なんてことないから」


　美亜は元気にそう笑った。


「いやそういうわけには……」


　いくら大丈夫だからって、女の子である美亜をハダシでぺたぺたと帰らせるわけにもいかない。かといってこの鼻緒が取れた下駄を履いて歩くというのもまたムリな話である。


（これしか、ないかなー……）


　あんまり気が進まない、というか単に恥ずかしいというのが理由で避けたかった方法だけど、もう選択肢し的にそれくらいしか残ってなさそうだった。


「美み亜あ」


「な～に？」


「ん」


　気恥ずかしさに耐えつつ、美亜に向かって背中を差し出す。


「え、な～に？　え～と……うさぎ跳とび？」


「……」


　……相変わらずこのネコマタ娘むすめも霊れい鳥ちようお姉さんとは違うところでぼけぼけである。


「……違うって。おぶっていくから、乗ってってこと」


「おんぶ？」


　美亜が目を丸くした。


「おんぶって……おんぶ？」


　他ほかに何があるっていうんでしょうか？


「そう。ほら」


「え、い～よそんな。ヒロも疲れてるだろうし……」


　珍しくそんな殊しゆ勝しようなことを言う。


「いいから。僕だっていちおう男なんだから、女の子の一人くらい何とでもなるって」


「ん～」


「ほら、早く」


　美亜は少しの間迷っていたようだったが。


「うんっ、おんぶっ！」


　やがて、嬉うれしそうにぱふっと背中に覆おおいかぶさってきた。








　美亜をオンブしながら、来た時とは逆のお社やしろへの道を歩く。


「わたし、おんぶしてもらうのって初めてだよっ」


「へえ、そうなんだ」


　千ち鶴づるがいたら確実に「あらあら～、でしたら初体験ですね～」とか嬉しそうに言いそうな場面だった。


「えへへ、ヒロの背中っておっきいんだね」


　弘ひろ司しの肩の上に顔を乗っけて、ごろごろと甘あまえてくる美亜。


　相変わらず周りからはクスクスと微笑ほほえましいものを見るような笑い声が聞こえてきたけれど、それはもう気にしないことにした。


「ね、ヒロ、なんかお話してよ～」


　耳元で美み亜あがささやく。


「お話？」


「うん、何でもい～の。せっかく二人なんだから、たくさんお話したいな～って思って」


「うーん……」


　何でもいいって言われても、パチンコ玉みたいにそう簡単にポンポンと出てくるものじゃない。


「ほんと、何でもい～よ。……あ、でも怖い話はヤかな」


　管理人さんの怪談でよっぽど懲こりたのか、美亜は困ったような笑みを浮かべた。


「んー…………あ、だったら僕が美亜に質問するっていうのもアリ？」


　考えてみれば、美亜には訊ききたいことがたくさんあった。


「あ、うん、それでもい～よ」


　即答。何を訊かれるのか内容も確認しないところは実に美亜らしい。


「で、なになに？　何をわたしに訊きたいの？　〝すり～さいず〟？」


「……違います」


　ほんとにこのネコマタ娘むすめは……


「そうじゃなくて、訊きたいのはネコマタ一族の掟おきてについてなんだけど……」


「にゃ？　掟？」


「うん。初めて会った時に言ってたよね、お嫁よめさんがどうこうっていう……」


「『異性に初めてその肌はだを見られし娘は、その者と結ばれて永遠に添そい遂げなければならない』のこと？」


「そう、それ」


「ん、それがどうかしたの？」


　美亜がちょこんと首をかしげる。


「どうかしたっていうか……美亜はその掟が原因で僕の、その、お嫁さんにならなきゃいけないんだよね？」


「うん、そだよ。てゆ～か、もう少し詳くわしくゆうと掟じゃなくてネコマタ法十九条第一項なんだけどね」


「ネコマタ法……」


　どうやらネコマタ社会においてはきちんと法整備がなされているらしい。……実は意外に近代化社会？　まあそれはともかく。


「美亜はそんなことで相手を決めていいの？」


「にゃ？」


「美亜はそれで良かったの？　そんなよく分からない法律なんかで相手を決めて……」


　それはずっと訊いてみたいことだった。普段から美亜自身があまりにも軽くお嫁さんお嫁さんと言っているためいまいち深刻味に欠けるけれど、これって実は一生を決めるものすごく大切な問題である。そんな今晩の献立を決めるみたいなライトなノリで簡単に決めてしまっていいわけがない。


　しかし。


「うん、ヒロならい～よ」


　何のためらいもなくネコマタ娘むすめはそう答えた。


「わたしはヒロならいい。てゆ～かヒロじゃないとヤだよ。もうヒロ以外の人のお嫁よめさんになんかなるつもりはないもん」


「いや、でも……」


「ん～とね、ほんとは選べたんだ」


　少し改まったような口調で、美み亜あが言った。


「ネコマタ法十九条には但ただし書きがあるの。『異性に初めてその肌はだを見られし娘は、その者と結ばれて永遠に添そい遂げなければならない。但しその者に記憶が残らぬ場合はその限りに非あらず』つまり異性に肌を見られた場合は、その人のお嫁さんになるか、あるいはその人の記憶を消しちゃうか……を選べるってこと」


「記憶？」


「そう。肌を見られた人の記憶を自分の手で消せば、お嫁さんにならなくてもい～の」


「自分の手でって……」


　さくらはともかく、美亜もそんな超常現象なことができるんですか？


「うん。幻術とか、そのテの術はネコマタの得意技の一つなんだよ。ん～、なんだっけ、ひとのにんちをまどわすすべにたけている～とかなんとか……よくは分かんないけど」


　くるりん、と首をひねる。どうも本当によく分かっていないらしい。


「でも、それだったら何で僕を──」


　選んだのかがなおさら分からなくなってくる。相手を選べるというのなら、何も弘ひろ司しみたいなこれといった取り得のない一般人の小市民を選ぶこともなかったのに。


「ん～、分かんない。その時はなんとなく、かな～」


　あっけらかんと答えた。


「な、何となく？」


「うん。だってヒロはわたしを助けてくれたし、おいしいご飯もくれたんだもん。わたし、人間に優しくされたのってそれが初めてだったんだ。だからきっとヒロはいい人なんだろうな～って」


　にこっと笑うその顔に迷いはない。


「それに、ネコが好きな人に悪い人はいないんだよっ」


　すっごく真ま面じ目めな顔できっぱりと言い切る。


　いやそんなことを言い出したら世界人口の三分の一くらいはいい人だってことになってしまうような気が。うーん……


　何とコメントしようか弘ひろ司しが迷っていると。


「──でもね、最初はなんとなくだったけど……今は違うんだよ」


　美み亜あの声に真剣な色が混じった。


「あの時はほんとになんとな～くだった。でも今は違うの。あの時もわたしはヒロのことが好きだったよ。だけどヒロと会ったばっかりの頃の『好き』と、今の『好き』って気持ちは何か違うんだ」


　ふるふると美亜が首を振った。


「何が違うのかは分かんないんだけど……でも、絶対におんなじじゃない。うん、それは確かだよ。わたしにだって、それくらい分かるもん」


「美亜……」


「ね、さっき言ったことだけど……」


「ん？」


「ぽかぽかするって言ったよね、ヒロといっしょにいると」


「あ、うん」


「でもそれだけじゃないみたい。ぽかぽかだけじゃなくて……今は何だか、すっごくどきどきしてる」


　ぎゅっと、首に回された腕に力がこもったような気がした。温かな美亜の体温が背中を通して直接に伝わってくる。


「わたし、やっぱり間違ってなかったよ。あの時ヒロを選んだのは──きっと正解だったんだと思う」


「美亜……」


　その時だった。


　ヒュー……ドン、ドン、ドン!!


　轟ごう音おんとともに世界が一瞬だけ光り輝いた。
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「わあ……」


　美亜が夜空を見上げて声を漏もらす。その視線の先には……夜の闇やみをバックステージにして咲き乱れる、色とりどりの華はながあった。


「きれい……」


　そういえば花火もあるって管理人さんが言っていたような……などと今さらながらに思い出しながら、弘司も上を向いた。


「ね、ヒロ、すごくきれいだよ。ほらほら見て、あっちのやつ」


「あ、うん」


　美亜の言葉に何となく後ろを向くと。


　その拍子に。


「あ……」


「にゃ……」


　ぴたりと二人の目が合った。


　美み亜あの大きくつぶらな瞳の中には、弘ひろ司しの顔と、夜空にあるものと同じ色鮮やかな花火が映っている。


「ヒロ……」


　美亜がちょっと恥ずかしそうにふいっと顔を逸そらした。


「あ、あれ？　なんだろ。なんだか照れくさい……。あ、あんまりじっと見ないで？　なんか胸がばくばくして……爆発しちゃいそうだよ」


　ひゅ～……どーん、どーん、どーん（エコー）という花火の音だけが辺あたりに響いている。


　空から降り注ぐ光で、美亜の顔は赤や青、黄に緑へと次々に染まっていく。


　雑ざつ踏とうや通行人の姿が感覚から消え。


　何だか弘司と美亜がいるこの半径一メートルだけ、風のない湖面のように時間がぴたりと止まっているかに思えた。


「ヒロ……」


　甘あまえたような声で、美亜が弘司の頰ほおに自分の頰をすり寄せてきた。


「み、美み亜あ？」


「えへへ、ヒロの匂いがする～」


「え、汗臭かったかな？　フロに入ったばっかりだけど……」


「ん～ん、そんなことないよ。いい匂い。何だかほっとするんだ」


　もう一度ぎゅっと首のところに抱きついて、


「ね、ヒロ、ちょっと前向いてくれないかな」


「え、何で？」


「いいから～」


「？」


　よく分からなかったけれど、言われるがままに前を向くと。


　ちゅっ。


　次の瞬間……右の頰ほおに何やらものすごく柔らかい感触のモノが触れました。


「えへへ～」


「え？　え？」


　い、今のってもしかして……


「これで……二回目だね」


　美亜がはにかむような表情で言った。


「に、二回目？　それってどういう……」


　弘ひろ司しがクエスチョンマークを頭の上に浮かべたその時、


「あー、やっと見つけたー」


　背後から声がした。


　振り返ると。


「弘司さま～、探しましたよ～」


「むう、どこに行っておったのじゃ」


　千ち鶴づるたち五人の姿がそこにあった。


「美亜ちゃん、どうしたの？　顔がすごく赤いけど。……まさかあんたまた何かしたんじゃ」


「ち、違う違う！」


　なんか物ぶつ騒そうな光が浮かび始めた奈な々なの目に、肉食動物を前にした草食動物のように慌あわてて弘司は否定するものの、


「だって、初体験だったんだもん（おんぶが）……ぽっ」


「!?」


　恥らうように頰ほおを赤く染めて、美亜がそんなことを言ってくれました。


「ちょ、美亜!?」


「でも、ヒロはとっても優しく（おんぶを）してくれたから……あったくて、すごく気持ちよかったかも。えへへ～」


　両手を頰ほおに当てて、恥らう美み亜あ。


「乱れた浴衣ゆかた、壊こわれた下げ駄た、真まっ赤かな顔の美亜ちゃん、そして初体験。これらのキーワードから類るい推すいされるものって…………いやーん、水みな上かみくんのえっち♪」


　佐さ藤とうさんの一言が、火にガソリンというかニトログリセリンを注いでくれた。


「ひ、弘ひろ司し、あんた……」


「弘司よ、これはどういうことじゃ!?」


「浮気はひどいです、弘司さま～……」


　詰め寄ってくる三人（奈な々な、千ち鶴づる、さくら）。


「い、いやだからこれは……」


　まあこんな状況で、弘司の言い分などがすぐに受け入れられるはずもなく。


「弘司！」


「弘司よ！」


「弘司さま～」


「ひ、ひっ……」


　ツノを折られた牛鬼のように殺気立った三人に、とことん（小こ一時間ほど）問い詰められることとなった。





「……ふーん、なるほどー。美亜ちゃんが半歩だけリードって感じかー」


　その様子を楽しそうに眺めながら、管理人さんが小さな声でそうつぶやいていた。





　こうして二泊三日の海水浴は、壮絶なる地じ獄ごくトライアングル（弘司にとって）とともに終わりを告げたのだった。





　　　＊





　翌日の夕方。


「ふう、やっと着いた……」


　三日ぶりにようやく我が家（賃貸だけど）の玄関をくぐった時には、時間はもう午後八時を回っていた。


　三日間お世話になった神かん主ぬしさん（おいおい泣きながら白いハンカチを振って見送ってくれた）に挨あい拶さつをして向こうのお社やしろを出て来たのがお昼過ぎ。


　ちなみに海水浴場から夕ゆう凪なぎ市までは電車（快速）で八駅。時間にしておよそ一時間ほどの距離である。


　それが何でこんな時間になっているのかというと、途中で美み亜あが電車の中でキップを失なくしたり、千ち鶴づるが電車に乗り遅れたり、さくらが途中の駅で迷まい子ごになりかけたり、管理人さんがホームに財さい布ふを落としたりと、まあ色々な事情があったのである。


　ともあれやっと家に帰ってきた。


　とりあえず今日はもう水辺でくつろぐカバのようにのーんびりと休もう。風ふ呂ろに入って夕飯を食べてテレビでも見ながらソファでゆっくりゴロゴロしよう（粗そ大だいゴミ）。うん、それがいい──


　──とは思うものの。


「ん～、やっぱりここが一番落ち着くね」


「そうですね～、勝手知ったる我が家というやつですか～」


「留守中に何か変わったことはなかったかのう」


「さあ、だいじょうぶじゃない？」


　……当たり前のように弘ひろ司しの後に続く美亜たち（美亜、千鶴、さくら、奈な々な）からして、それ（のんびり）を望むのは果てしなくムリそうです。いや、ここ弘司僕の部屋なんですが……


　ため息を吐つきつつダイニングのドアを開けると。


「──あれ？」


　何だか、部屋の中の様子が出かける前と違うような気がした。


　全体的にあからさまに整せい頓とんされているというか、床や壁がやたらとピカピカ輝いているというか……


「これって……」


　おまけに、キッチンには何やら食べ物のいい匂いが漂ただよっている。料理？　でもいったいだれが……？


　疑問に思いながら弘司が部屋の奥へと足を踏み入れると、


「お帰りなさいませ、お兄様」


　ふいに、室内に凛りんとした声が響いた。


「え……」


「どこへ行っていらしたのですか？　二日も家を空けていたようですけれど……」


　耳心地のよい、ものすごく聞き覚えのある声。ま、まさか……


　声のした方を見る。そこには──


「あ、絢あや？」


「お久しぶりです、お兄様」


　──本来ならばオーストリアにいるはずの、妹の姿があった。


「え、絢ちゃん？」


「はい。奈々さんもお久しぶりです」


　奈な々なに向かってぺこりと頭を下げ、そして次に美み亜あたちに対して鋭い視線を向けた。


「……この方々は、どなたですか？」


「え、あ、いや……」


　弘ひろ司しが返答に詰まっていると、


「え、わたしはヒロのお嫁よめさんだよ」


「私は弘司さまに一生かけて仕つかえる者です～」


「弘司の妻じゃ」


　三人娘むすめが、個別の主観に応じた、ものすごーく場の空気を読まない自己紹介をしてくれた。


「…………」


　およそ半年ぶりに再会した妹は、北極の海底にある永久氷壁のような、実に底冷えのする声でこう言った。


「……お兄様」


「は、はい？」


「──どういうことなのか、きちんと説明していただけますよね？」
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　直径一メートルほどの大きな皿のようなモノに、水が張られていた。


　暗く静かな空間。


　周囲には何本もの太い木の柱が立っていて、床は一面板張りである。


　お社やしろ、と形容するのが最も相応ふさわしいような場所だった。


　説明がなければ、ここがオーストリア郊外にある屋敷の一角であることはだれにも分からないだろう。


「どうだい、結果は？」


「……良くないわ」


　皿に張られた水──水鏡を覗のぞき込んでいた女が、大きくため息を吐ついた。


「前よりも兆きざしが強くなっている。あと三年……はないわね。二年か、早ければ一年くらいで、現出してしまうかも」


「そうか……」


　人の良さそうな顔をした中年の男が、表情を曇らせる。


「……間に合うの？　いくら開かい扉ひの儀ぎを終わらせたからって、まだ守護自体は決まってないんでしょう？」


「うん、そうらしいね。朝陽あさひさんの話ではとりあえずの候補は決まっているみたいだけど……」


「ネコマタ、鶴女つるめ、桜さくら姫ひめ、だったっけ？　ったく、あのバカ弟もまたよりによって扱いにくいのばっかり……」


　女が舌打ちをした。


「ああ、ダメだよ静流しずる。女性が舌打ちなんかしたら」


「したくもなるわよ……。守護になるとちょっと苦労する妖よう怪かい・霊れい鳥ちよう・神しん霊れいトップ５（月刊わたしの守護霊れいちゃん八月号調べ）に軒のき並み名前を連ねているような面子メンツばっかりなんだから」


「でも強力だよ。守護にはもってこいだと思うけど」


「そりゃあ、能力面では、ね」


　でもその反面、性格面にものすごーく問題があることを女は知っているのだ。身をもって。それは女の父親たる目の前にいる男も同じはずである。


「──あの子じゃ、ダメなの？」


　女がぽつりと言った。


「あの子のチカラ……絶対的な破は魔まのチカラがあれば、アレにも対抗できるんじゃないの？　それに何よりあの子は弘ひろ司しのことを……」


　女の言葉に男はしばし沈黙した。


「──そりゃ僕だって、できるものならそうしてあげたいとは思うよ？　僕だってあの子のことはかわいい。幸せになってほしいと思っているし……」


「だったら」


「……でもダメだ」


　男はきっぱりと言った。


「静流しずるだって知っているだろう、あの子のチカラは──」


「ご主人様、静流お嬢じよう様」


　と、そこで、遠くから響いてきた声が男の言葉を遮さえぎった。


「夕食の支度したくができました。本日のメニューは絢あやお嬢様が作り置きなされたカレーです。冷めないうちに、早くいらっしゃってください」


「あ、うん、分かった。今行くよ、キキョウ」


　男が微び妙みように弾はずんだ声で答える。


「静流、カレーだってさ、早く行こう」


「……」


　大事な話の途中だっていうのに、いい歳としをして子供みたいにカレーに大喜びしている父親（今年で四十八歳さい）の姿を見て、女は深いため息を吐ついた。


「何だい、まだあの子のことが気になるの？　だいじょうぶだよ。今頃ひさしぶりに弘ひろ司しに会えて、きっと喜んでるって」


「喜んで、ね。そんな単純な話じゃないでしょうに」


「？」


「……何でもないわ」


　こめかみに指を当てて、女は首を振った。


「何だかよく分からないけど……ほら、早く行こう。カレーだよ、カレー」


　心から嬉うれしそうに小走りに駆かけていく男の背（今年で四十八歳）を見ながら、女は再度深いため息を吐いた。


「……ふぅ。めんどくさいことに──っていうか血みどろの修しゆ羅ら場ばとかになってなきゃいいけどね……」








　　　０




　部屋の中には、関せきヶ原はらみたいなものすごく緊迫した雰囲気が漂ただよっていた。


「……」


「む～」


「あらあら～」


「ぬう……」


　客間のテーブルを挟はさんで、対たい峙じする一人（絢あや）と三人（美み亜あ、千ち鶴づる、さくら）。


「──それで」


　テーブルの片側で腕を組んでいた絢がゆっくりと口を開く。


「もう一度訊ききますが、どうしてこの方たちがお兄様のお部屋に当然のごとくいるのですか？」


「や、だからそれは……」


　さっきから何度も繰り返した説明をもう一度しようとして。


「この方たちが隣人であるということは聞きました。しかしそれとこの方たちがお兄様のお部屋にいるということは必ずしも両立しないはずです」


　ぴしゃりと遮さえぎられた。


「私が訊いているのは、この方たちがお兄様と具体的にどういう関係なのかということ。その一点に尽きます」


「う、うーん……」


　確かに絢の言っていることは正論なのである。妹の立場として、久しぶりに兄の部屋を訪れてみると見知らぬ女の子が三人いたなんて状況は、そうそう笑って見過ごせるものでもないのだろう。それは分かるんだけど……


「さあ、お答えください。この方たちは何者なのです？」


　胡う散さん臭くさいモノでも見るかのようにぐるりと美亜たちを見回す。


　で、それに対する三人娘むすめたちの返答は、


「何者って、わたしはヒロのお嫁よめさんだもんっ！」


「私は恩返しのために、弘ひろ司しさまのお傍そばを片かた時ときも離れずに永遠にお仕つかえすると決まっているのです～」


「儂わしは弘司の妻じゃ。ゆえに同じ部屋にいることは当たり前であろう」


　とのものだった。


「……は？」


　絢が「何言っているんですかこの人たちは？」って顔になる。


「だから、お嫁さんっ」「侍じ女じよです～」「妻じゃ」


　口をそろえてそんなことを言う三人に、


「…………お兄様、これはいったいどういうことなのですか？」


　矛ほこ先さきが弘司へと向けられた。


「あ、え？」


「この方々の言っていることは本当なのですか？　お嫁さんに侍女に妻などと……。怒りませんから、正直に仰おつしやってください」


　いや本当のことを言ったら絶対に怒るって目をしています。というかもうすでに半分くらい怒ってるし……


　助けを求めるように隣にいる幼おさな馴な染じみを見るも、


（ごめん、これあたしにもどうしようもない）


　と顔の前で手を合わせてきた。そういえば中世のスペイン艦かん隊たいのように無む敵てきに思える奈な々なも、昔からなぜか絢あやにだけは弱かったんだっけ……


　ともあれ、救いの女神めがみはいないことははっきりした。


　ということはつまり、弘ひろ司しだけで何とかこの場面（妹VSネコマタ娘むすめ・霊れい鳥ちようお姉さん・神様幼女）を切り抜けなければならないってことに………………ムリです（断言）。


「……」


　しばし、息をするのも厳しいような緊張感が梅つ雨ゆ時どきの湿気のごとく室内をじっとりと漂ただよっていたが。


「──とにかく」


　やがて絢が口を開いた。


「あなた方が何者かは知りませんが、今日のところはそれぞれのお部屋に戻ってもらえますか？　状況が詳しよう細さいに分からない以上、素す性じようの怪しいあなた方をお兄様と同じ場所に置いておくわけにはいきませんので」


　そんな絢の言葉に、


「そんなのヤだよっ。わたしはヒロといっしょに寝るんだもん」


「ですから～、私は常に弘司さまのお傍そばに控えていなければならないのです～」


「妻は夫と同じ部屋にいるものじゃ」


　当然のごとく三人は反論するも、


「あなた方の都合は関係ありません。私は、お兄様の身の安全を常に第一に考えているだけですから」


　絢にそれを聞く気はまったくもってなさそうである。


「……」


「む～……」


　美み亜あたちが絢を、絢が美亜たちを睨にらみ、四人の間にばちばちと火花が散る。


「と、とにかく、わたしたちは出て行かないからねっ」


「そうですね～。同どう衾きんは、お仕つかえする者として当然の義務ですから～」


「いかに弘司の妹といえど、聞けることと聞けないことがある」


　強い口調で言う三人。


　それを見た絢は軽くため息を吐ついた。


「どうしても分かってくださらないのですね。──気は進みませんが、口で言ってもダメならばこちらにも考えがあります」


　音もなく、絢あやが立ち上がった。それに呼応するかのように、周囲の空気がざわりと揺れる。


「な、なにするの？」


「もしかして～、実力行使というやつですか～？」


「……言葉は悪いですが、そういうことになります」


　静かにそう言う絢に、


「……ふっ、面白い。ただの人間のクセに儂わしらに喧けん嘩かを売ろうというのか？　小こ娘むすめ、お主ぬし名前は何と言う？」


　さくらが問うた。


「絢ですが」


「そうか。──ならば絢」


　さくらの声こわ音ねが変わった。


「何をするつもりかは知らぬがやめておけ。ムダなことはせずに大人おとなしくそこに座っているがよい」


　独特の響きと強制力とを伴った声が部屋の中に響き渡る。


　だが──


「……お断りします」


　絢は立ったまま、涼しい顔でそれを受け流した。「あなたの言うことに従わなければならない理由など、私には欠片かけらもありませんので」


　平然と返す絢に、さくらの顔色が秋の空みたいにさっと変わった。


「……言こと霊だまが効かぬだと？　お主ぬし、何者じゃ？」


「お兄様の妹ですが」


　絢はものすごく当たり前なことを言った。「……それが何か？」


　だけどさくらは、その言葉に納得したかのようにうなずく。


「──そうか、弘司の、『統ま神と者め』の妹じゃったな。しかしそれにしては……」


「なんか息苦しいよ～」


「弘ひろ司しさまとは真ま逆ぎやくのチカラ……いえ、真逆というよりもむしろこれは～……」


　何かに押されるように、さくらたち三人がじりじりと絢からあとずさっていく。


「下へ手たに抗あらがわない方が賢明ですよ。あなた方はヒトではないのでしょう？　だとしたら、絶対に私には勝てませんから」


「ぐ……」


「む～……」


「あらら～……」


　なんか状況はよく分からないけど、ともかく絢がさくらたちを武たけ田だ騎き馬ば兵へいに対する織お田だ鉄てつ砲ぽう隊たいのように圧倒しているのは確かみたいである。


「──ん？」


　と、そこでなぜか美み亜あたちと同じようにゆっくりと後退している奈な々なの姿が目に入った。


「……何で奈々まで退避してるの？」


「だ、だって、なんか雰囲気が怖いんだもん、絢あやちゃん」


「……」


　そのままこそこそと弘ひろ司しの陰へと隠れる。この幼おさな馴な染じみ、本当に絢のことが苦にが手てみたいです。


「……さあ、ではそろそろお引取りを」


　絢が美亜たちへと一歩近づき、ゆっくりとその右手をかざす。


　すると。


「──くちゅんっ！」


　直後、かわいらしいクシャミの音が部屋に響き渡った。


「な、何これっ？」


「な、なんか目がかゆいです～……」


「な、涙が止まらぬ──くしゅん！」


　目からぽろぽろと涙を流しながら、クシャミをしまくる三人。なんか、花粉症患かん者じやに大量のスギ花粉をぶちまけたかのような阿あ鼻び叫きよう喚かんな状況がそこにはあった。


「少しは私の言うことを聞いていただける気になりましたか？　…………これ以上ムリをすると、もっとひどいことになりますよ」


　絢が静かにそう告げる。詳しよう細さいはまったくもって不明だが、どうやらこの現象は絢によって起こされているらしい。


「く……業ごう腹はらだが、ここは退ひくしかあるまい」


　目元を押さえながらさくらが美亜たちの方を向く。


「で、でも～」


「ここはさくらさんの言うことに従いましょう。今はどうしようもありません。戦略的撤てつ退たいというやつです～」


「む、む～」


　渋しぶ々しぶといった感じで美亜もうなずく。


　涙で顔をくしゃくしゃにした三人は、そうして逃げるように（実際逃げているんだろうけど）部屋を出て行った。あの三人が、ほとんどムリヤリにとはいえ、だれかの言いなりになるのって初めて見た…………って、そんなことをのんびりと考えている場合じゃないような！


「美亜、千ち鶴づるさん、さくら！」


　三人とも涙とくしゃみとでかなり悲惨な状況だった。何であんなことになったのかはよく分からないけど、とにかくあれをあのまま放っておくわけにもいかない。慌あわてて弘司が追いかけようとすると、


「!?」


　その進路に、絢あやが番犬のように立ち塞ふさがった。


「絢、そこをどい──」


「……だいじょうぶです」


　絢が静かに言った。


「え？」


「あの方々のことを心配しているのならそれは無用です。さっきのアレは一時的なアレルギー症状のようなものです。私から離れればすぐに回復しますので」


「で、でも……」


　とてもそうは見えなかったんだけど……


「だいじょうぶです」


　絢がもう一度、今度は強い口調で繰り返した。


「う……」


　さすがにそこまで言われては、弘ひろ司しとしても追うのを断念せざるを得ない。


「──それよりも、はっきりとさせておかなければならないことがあります」


「は、はっきりさせたいこと？」


「…………ええ、あの人たちのこととかあの人たちのこととかあの人たちのこととか。それこそ山ほど」


　絢の目が不穏当な光を帯びる。こ、怖い……


「あー、弘司、あたしもとりあえず部屋に戻るね」


　弘司の背中に隠れていた奈な々ながそそくさとそう言った。


「な、奈々？」


「ん、ほら、久しぶりに絢ちゃんに会ったんだから積もる話もあるだろうし、だとしたらあたしがいたらジャマだろうし……ま、まあそういうことだから。絢ちゃんも、おやすみ」


　絢に向かって手を振る。そしてそのままささっと部屋を出て行った。


「おやすみなさい、奈々さん」


　その背中に、絢が小さくそうつぶやいていた。








　さて美み亜あたちが帰り（というか帰らされ）、部屋には弘司と絢の二人だけが残された。


　かちかちかち……という時計の音がやたらと大きく響く中、テーブルの向かい側では絢が紅茶の入ったカップ（オーストリアから持参してきたらしい）を静かに口へと運んでいる。


「……」


　さっきから絢あやは黙ったままだった。


　時折上うわ目め遣づかいでちらちらと弘ひろ司しの顔を見ながら、何か言いたげな顔をするだけである。……やっぱり、かなり怒ってる？


　そんな何となく気まずい時間（弘司にとって）が十五分ほど続き──


　やがて。


「──お久しぶりです、お兄様」


　絢が、そう話しかけてきた。


「あ、うん、久しぶり」


「約三ヶ月ぶりですけど、元気にしてらっしゃいましたか？」


「僕は大丈夫だよ。元気だけが取り柄えみたいなものだし」


　弘司が答えると、絢は少しだけ表情を緩ゆるめた。「ふふっ、そうですね」


「それより、父さんと姉さんは元気にしてる？」


「ええ、元気です」


　こっくりとうなずく。「とっても」


「あっちでの生活はどう？　日本とは色々と違うから大変だと思うけど……」


「だいじょうぶです。キキョウさんもいますし、もうお友達も何人かできました」


「そっか……」


　絢はちょっと人見知りなところがあるから心配だったけど、友達ができたのならそれは何よりだった。


　絢がこくりと紅茶を飲んだ。


「こちらはうまくやっていますので、だいじょうぶです。私たちのことは心配しないでください。それより──」


「え……」


　そこで絢は一度言葉を止めて、じっと弘司の顔を見た。透き通った大きな瞳。そしてゆっくりと口を開く。


「──さっきのあの人たちは、だれなのですか？」


　……やっぱりというか何というか、その質問に行き着きました。


「だれって、それは……」


　三ヶ月前からほぼ同居している、お嫁よめさん（自称）・侍じ女じよ（自称）・妻（自称）であるわけなんだが…………とても弘司の口からはそれは言えない。「さっき説明したとおり右隣と左隣と向かいに住んでる子たちで……」


「お嫁さんで、侍女で、妻なのですか？」


「う……。それはその、何というか……」


　あくまでそこにこだわるつもりらしい。


　疑惑の視線を向けてくる絢あやに、


「で、でも、美み亜あたちは悪い子じゃないよ。それは確かにいきなりあんなことを言い出したから絢はびっくりしたかもしれないけど、いい子たちなんだ。それだけは僕が保証する。だからそんなに目のカタキにしなくても……」


　弘ひろ司しが必死に弁護すると、


「──お兄様は、少し勘かん違いをなさっています」


　絢は少し寂しげにそう言った。


「え？」


「別に私は、あの子たちが何でも構わないんです。私はそこに固こ執しつするつもりは毛頭ありません。例えあの方たちがお兄様とどんな関係でも、いい子でも悪い子でも、ヒトじゃなくても、それ自体は別に構わない。そう、それが──」


　そこで、弘司の目を真まっ直すぐに見る。


「それが、お兄様とその生活に悪影響を及ぼしていない限り」


「絢……」


「お兄様が毎日を楽しく安全に過ごせているのかどうか……お節せつ介かいと思われるかもしれませんが、ただそのことだけが私には気がかりなのです」


　うつむく絢。


　ちょっと言い過ぎたかなって思った。


　やり方は不器用だけど、絢は弘司のことを気き遣づかっていてくれていただけなのだ。昔から絢はそういう子だって弘司には分かっているはずなのに、美亜たちのことを言われたため、つい強く言い返してしまった。


「ごめん……」


　謝ると、絢は首をふるふると振った。


「いえ、私もあの方たちに少しきつく当たりすぎましたから……。こちらこそ、出過ぎたことを言ってすみませんでした」


　絢が深々と頭を下げる。


「出過ぎたなんて、そんな……」


　兄妹なのに、そんな他人行ぎよう儀ぎなことは言ってほしくない。


「もういいから、いつまでも頭なんて下げてないで……」


「はい……」


　言われた通りに絢が顔を上げる。


　しばしの沈黙。


　このままだとまたそこはかとなく気まずい雰囲気になりそうだったので、弘司は話題を変えることにした。


「あ、あー、そういえば絢あや、何でまた急にこっちに？」


　美み亜あたちのことはここに来るまで知らなかったはずだから、それが理由ではないはずだ。


「それは……」


「何か用事でもあったっけ？　あ、友達に会いに来たとか？」


「……」


　絢は少しの間、弘ひろ司しの顔をじっと見つめて黙っていたが、


「──お兄様のことが気になった、では理由になりませんか？」


　やがて弘司の服の袖そでをちょこんと摑つかんでそう言った。


「え、僕の？」


「…………はい」


　僅わずかに顔を逸そらしてこっくりとうなずく。


「お兄様が一人でどんな生活をしているのか……ずっと心配でしかたがありませんでした。お兄様と離れてから、ずっとずっと……。だから向こうの学校が夏休みに入ったのを機会に、様子を見に来させてもらうことにしたんです」


「絢……」


　そんなに自分のことを気にしていてくれていたなんて……絢の優しい気持ちに思わずじんときていると。


「だって三ヶ月以上も一人暮らしをしていたのだし、もしも新種の蟲むしとかが発生していたら大変だと思って……」


「……え？」


「……男やもめに何とやら、と言いますから。お兄様が蟲の群れに襲われてケガでもするようなことがあったら、目も当てられません」


　物憂げな表情でそんなことを言う絢。そういう心配ですか……


　それにしても奈な々なといい絢といい、弘司のことを何だと思っているんだか。まあ気にかけてくれること自体は嬉うれしいんだけど……


「そういうわけですので、しばらくの間私を置いてもらえないでしょうか？　お父様とお姉様にはちゃんと了解を取ってあります。だから後はお兄様の同意だけです。…………だめ、ですか？」


　最後の部分だけ、声に微び妙みように不安そうな響きが混じっていた。


「いやダメだなんてそんなこと」


　弘司が言うわけがない。


「本当ですか？」


「うん、当たり前だろ。絢は大事な妹なんだし」


「妹……」


　そこで何やら少しだけ絢あやの表情が曇ったようにも見えたが、


「……そうですね。ありがとうございます、お兄様」


　すぐに元の落ち着いた表情に戻り、


「それでは一週間くらいですけれど、よろしくお願いします」


　ぺこりと頭を下げたのだった。
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「──というわけで、しばらくの間、お兄様の部屋にお世話になることになりましたので」


　翌日。


　朝食のために弘ひろ司しの部屋に集まってきた美み亜あ、千ち鶴づる、さくら、奈な々なに絢はそう告げた。


「昨日きのうは慌あわただしくてロクに挨あい拶さつもできていませんでしたね。水みな上かみ絢です。よろしくお願いいたします」


　礼儀正しくぺこりと頭を下げる絢を見て、美亜たちはあからさまにイヤそうな顔をした。


「え～、何で～」


「あらあら～」


「……そこで儂わしらが素直に『はい分かった』と言うとでも思うのか？」


　まあ、昨日の一件（絢VS美亜・千鶴・さくら）から考えると極めて自然な反応なんだけれども。


　ぶ～ぶ～と文句を言う美亜たちに、絢は、


「──確かに、昨日は私にも失礼がありました。なにぶんいきなりなことで事情も分かりませんでしたので……あなた方を無む下げに追い返してしまったことは謝ります。今日からは、私のことは気にせずにいつも通りに生活してくださって結構ですから」


　表情を変えずにそんなことを言った。


「え、ほんと？」


「はい」


　絢がうなずいた。「自由にしていてください」


「そなんだ。ん～、アヤ、もしかしてけっこうイイ人？」


「あらあら～」


「むう、まあそういうことなら……」


　美亜たちの表情がちょっとだけ緩ゆるむ。


「どうぞ……よろしくお願いします」


　もう一度美亜たちにそう言うと、絢は弘司の方を向いた。


「そういうことですので、お兄様も私のことは気にせずにいつも通りにしていてください。必要以上の遠慮や気き遣づかいなどは無用です」


「絢あや……」


　昨日きのうは美み亜あたちに対してあんなにきつい態度を取っていたけど、どうやら彼女たちが悪い子じゃないって分かってくれたみたいだ。うん、やっぱり絢は話せば分かる子なんだなーと、若じやつ干かん兄バカの入った思考で弘ひろ司しがうなずいていると、


「……その方が、現状の問題点がよく分かりますから」


　ぼそり、と絢が口を動かしたように見えた。


「ん、何か言った？」


「いいえ、何も」


　絢は静かに首を横に振った。何だろ？


「ん～、じゃあなんか難しいお話も終わったみたいだから、早くゴハンにしよっ。もうお腹ぺこぺこ～」


　美亜が大声でそう言った。


「あ、そうですね～。早く食べないと学園に遅れてしまいますし～。え～と、今朝のメニューは自家製パンと特製ヨーグルトになっております～。今持ってきますから、少々お待ちください～」


　食事係の千ち鶴づるがエプロンを片手にゆっくりとキッチンへと向かう。


「お食事は、あの方が作られているのですか？」


「あ、うん、千鶴さん。料理上う手まいんだよ」


「…………そうですか」


　何やら考え込むような顔をして絢あやがうなずいた。


「は～い、お待たせしました～」


　と、パンとヨーグルトが載のったお盆ぼんを手に千鶴が戻ってきた。手際よくテーブルの上にそれらを並べていくのを、絢はじっと見つめていた。


「それではいただきましょう～」


「わ～い、ゴハンゴハンっ」


「もらうぞ」


　そしていつものメンバープラス絢での朝食が始まったわけだが。


「はいヒロ、あ～んして、あ～ん」


「む、ネコめ、何を勝手に……。ほれ弘司よ、ネコなど相手にせずにこちらを……」


「む～、なにするのっ」


「それはこっちの台詞せりふじゃっ」


　毎朝恒こう例れい……とまではいかなくても三日に一回くらいの割合で勃ぼつ発ぱつする妖よう怪かい神様戦争が、さっそく食卓の前で始まっていた。


「はあ、またやってる……」


　こめかみを押さえてため息を吐つく奈な々なに。


「……いつもこのようなことをやっているのですか？」


　絢あやが眉まゆをひそめながら尋ねた。


「え？　うーん、いつも……ってわけじゃないんだけど」


「それなりの頻ひん度どでやっているということですね」


「ひ、頻度？　まあそうなるけど……」


「……そうですか」


　絢は大きくため息を吐いた。


「あらあら～、何だかお二人は忙しそうですね～。弘ひろ司しさま、こちらで私といっしょに食べましょう～」


「チヅル、なにやってるの～！」


「また抜け駆がけをしおって、このエロヅルが！」


「あらあら～？」


　そうこうしている内に、妖よう怪かい神様戦争はいつの間にか妖怪霊れい鳥ちよう神様大戦に発展していた。弘司の周囲にできたスリリングなトライアングルが、食卓の中央で緊張感を放ちまくっている。


「……食事環境は極めて劣悪。三点」


「ん、絢ちゃん、何を書いてるの？」


「何でもありません」


「え、でも」


「というか、秘密です」


「そ、そう……」


　そんな風に言われてしまってはそれ以上突っ込めず、奈々は絢から目を逸そらして大人おとなしくヨーグルトの載のったスプーンを口に運んだ。


「ほらほら、ヒロ～」


「いえいえ、こちらをどうぞ～」


「ええい、ネコとツルは退のけというのに！」


　いつものメンバーに絢をプラスした朝食は、いつものままのノリでそれから三十分ほど続いたのだった。








　その日は終業式だったので半日で学園は終わり、帰宅した弘司は夏休みの宿題の範囲を確認しておこうと（意外にマメ）、制服姿のまま客間でプリントやらノートやらを広げていた。


「量、多いな……」


　課題の範囲が書かれたプリントとノートとを見比べてため息を吐つく。夏休みの宿題は多いものって相場は決まっているけど、それでも改めて現物を目の前に突きつけられるとやっぱり気が滅め入いった。


「しょうがないでしょ。ウチはいちおう進学校なんだし、あたしたちももう二年なんだから」


　なぜか学園から弘ひろ司しの部屋に直ちよつ帰きした奈な々なが、アイス（弘司の部屋の冷凍庫にあったもの）をかじりながらそう言った。


「それはそうなんだけど……」


「あんたには多すぎるくらいでちょうどいいと思うけどね。追い詰められないと本気にならないタイプでしょ、あんたは」


「……」


　何だかんだで毎年宿題を終えるのが八月三十一日の夜である身としては、とりあえず否定はできなかった。


「ま、分かんないところがあったら言いなさい。一科目につき『ハート・オブ・ハーツ』のケーキ一個で教えてあげるから」


　奈々がにっと笑う。こう見えてこの幼おさな馴な染じみは頭も良かったりするのである。定期テストではだいたい上位二十番以内に入っているし、これといった苦にが手て科目もない。典型的な文ぶん武ぶ両道というやつである。ほんとこれでもう少し性格が穏やかだったら言うことナシなんだけど……


「……あんた、なんか今すごく失礼なこと考えてなかった？」


　などと考えていると、奈々がじろりと弘司を睨にらんだ。


「い、いやまさか」


　生物としての生存本能で、慌あわてて首を横に振る。


「ふうん……」


　疑わしげにじーっと見つめてくる奈々。……鋭すぎます。


　怯おびえた野ネズミのように奈々から目を逸そらし、弘司が宿題のチェックに戻ろうとすると、


「ね、ね、ヒロ、なんかして遊ぼうよ～」


　ネコマタ娘むすめが楽しそうにごろごろとまとわりついてきた。


「指相ず撲もうとかプロレスごっことかお医者さんごっことか～。ね、いいでしょ？」


「うーん、でも今は勉強してるんだし……」


「え～、遊ぼ遊ぼ遊ぼ～よ～」


　弘司のヒザの上に乗っかるようにして正面から顔を近づけてくる。おまけにシャツにミニスカート（制服）という微び妙みように露ろ出しゆつが多い格好にもかかわらず、全くおかまいナシにもぞもぞと動く。おかげで弘司としては目のやり場及び身体からだのやり場（体位？）に困るというか何というか……思わず、先日のお祭りでの美み亜あの柔らかい感触を思い出してしまう。


「ん、ヒロ、顔が赤いよ？　暑い？」


「い、いや……」


　暑いには暑いんだけど、これはそういうことじゃなくて……


　弘ひろ司しが対応に困っていると、


「むう、熱中症ではあるまいな？」


「あらあら～、何だか汗もいっぱいかいているみたいですね～」


　さくらと千ち鶴づるも心配そうに近づいてきた。美み亜あと同じように顔を寄せて、ぺたぺたと弘司の身体に触れてくる。


「すごい汗じゃ。大丈夫か？」


「いけませんね～。汗をかいた衣服をいつまでも着ていてはダメです～。身体からだにもよくありませんし、衣服も傷いたんでしまいます。──あ、そうです～、私、今ちょうど洗濯をしようと思っていたところなのですよ～」


「せ、洗濯？」


　なんか、イヤーな予感がしました。


「脱いでください～」


　言うなり千鶴の手がシャツのボタンにかかる。


「ちょ、待……自分で脱げるから！」


「遠慮なさらずに～」


「え、遠慮とかじゃなくて……っ」


「あ、チヅルだけずる～い。わたしも脱がせるっ」


「こ、こういうことは妻の役目と決まっておろう。主ぬしらは控えるのじゃ！」


　新鮮な獲物を見つけたピラニアのように群がってくる三人。前後左右から引っ張られシャツのボタンが弾はじけ飛ぶ。た、助けて……


「……倫理的生活環境、最悪。一点」


「あのさ、だから絢あやちゃん、それ何？」


「……秘密です」


「そ、そう……」








　夜になった。


　いつも通りの騒がしい夕食を終え、やっぱりドタバタと賑にぎやかなフロ（美亜、千鶴、さくら、はんにばるくん付き）に入り、ようやく就寝の時間となる。


「それじゃ絢、おやすみ」


「はい。おやすみなさい、お兄様」


　とりあえずここにいる間、絢あやには客間に寝てもらうことにした。お客様用の布ふ団とんを（絢が自分で）敷くのを確認して、お休みの挨あい拶さつをすると、弘ひろ司しは自分の部屋へと向かった。


　するとそこには、


「ヒロ、いっしょに寝よ。またなんか絵本読んでほしいな～」


「夜よ伽とぎと同どう衾きんです～」


「添い寝じゃ、添い寝」


「……」


　マクラを持参した三人（美み亜あ：大き目のワイシャツ一枚・千ち鶴づる：肌はだ着ぎ一枚・さくら：ピンク色のパジャマ一枚）が、ベッドの上でエサを待つ雛ひな鳥どりたちのように待っていた。これもまた、いつも通りといえばいつも通りの光景なんだけど……


「あのさ、今日は絢がいるんだし……」


　いくらいっしょに寝るだけ（文字通りの意味で）とはいっても、壁一枚隔へだてた向こうには絢がいるのである。ゆえに弘司としてはいちおうそう言ってはみるものの、


「なんで？　アヤは自由にしていいって言ってるよ？」


「夜伽はやはり欠かせません～」


「なぜに儂わしが遠慮する必要などある？　添い寝は妻として当然の義務であり権利なのじゃ」


　当の美亜たちは、そんなものまったくもってどこ吹く季節風である。


「うーん……」


　何と説明しようか弘司がうなっていると、


　とんとん。


　部屋のドアがノックされる音がした。


「!?」


「お兄様、ちょっといいですか？」


「え、あ？」


「失礼します」


　とめる間もなかった。


　がちゃりとドアが開き、パジャマ姿（ペンギン柄がら。持参）の絢が入ってきたのだけれど。
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「お兄様、あの…………っ!?」


　当然のごとく視界に最初に入ってくるのは、弘司以外の三人の闖ちん入にゆう者の姿もあるわけであって──


「……………」


　絢は絶句していた。ぽかんと口を開けてベッドの上にいるネコマタ娘むすめ、霊れい鳥ちようお姉さん、神様幼女をツチノコでも見るような目で見つめている。


「あ、絢、これはその……」


　何とか説明しようとするものの、うまい言葉が出てこない。


「なに、アヤもヒロに絵本を読んでもらうの？」


「むう、この寝具の広さからして、これ以上人数が増えるのはいただけんのだがな……。というかそもそもネコとツルもいらん」


「あらあら～、それとも夜よ伽とぎですか～？」


「よ、よと……!?」


　最後の千ち鶴づるの言葉を受けて、絢あやの顔に僅わずかな動揺が浮かんだ。


「違うのですか～？」


「………………違います」


　僅かに頰ほおを赤く染めて絢がきっぱりと答える。


「そうなのですか～？　では何でしょう？　夜這ばいか野や合ごうか何か──」


「あ、絢、どうしたの？」


　これ以上美み亜あたち（主に千鶴）が余計なことを言う前に、弘ひろ司しは慌あわてて話題を変えた。


「な、何か用？　あ、掛け布ぶ団とんが暑かったとか？」


「あ、いえ。そうではなくて」


　絢が首を横に振る。


「すみません。大したことではないのです。取り込んでいるようなら、結構ですので」


「え、でも」


「──ではお休みなさい、お兄様」


「あ──」


　そう言って、絢あやは部屋を出て行った。い、いったい絢は何をしに弘ひろ司しの部屋に来たんだろう？　お休みの挨あい拶さつ？　でもそれはさっきしたばっかりだし……


「……分からない」


　絢の考えは時々弘司には摑つかみきれないことがあった。


　まあでも何かあったとしてもきっと大した用じゃなかったんだろう。本人もそう言っていたことだし、うん。──と自分を何とか納得させて、弘司はベッドへと戻った。


　ゆえにドアのすぐ向こうで、


「……睡すい眠みん環境も同じく最悪。〇点」


　胸の前でマクラをぎゅっと抱きしめながら、


「………………お兄ちゃんの、ばか」


　絢が小さくそうつぶやいていたことに、弘司は当然のごとく全然気付かなかった。





　そして、数日が過ぎた。
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「……合計二十八点です」


　客間に美み亜あたち三人を集めて絢がそんなことを言い出したのは、彼女が弘司のもとへやって来てから五日目の午後のことだった。


「な～に、それ？」


「商店街のお買い物ポイントのたまり具合ですか～？」


「いや、先日近所で起こった窃せつ盗とう事件の遺い留りゆう品の数じゃろう？」


　不思議そうな顔をする美亜たちに、


「あなた方の点数です」


　絢はそう言った。


「わたしたちの？」


「点数、ですか～？」


「何じゃそれは？」


　三人がますます不思議そうな顔になる。


「言葉の通りです。あなた方に対する評価、とでも言いましょうか。この五日間、お兄様とあなた方の生活を見ていましたが……どれもあまりにも目に余るものでした。行ぎよう儀ぎが悪く不ふ埒らちで非常識。率直に申し上げれば、あり得ないほどひどい状況です。とはいえお兄様もあなた方のことをそれなりに気に入ってらっしゃるご様子。なのでせめて赤点をクリアできていれば多少のことには目をつむろうとも思いましたが、これはあまりにも──」


　絢あやが深々とため息を吐つく。


「ん～、それってどうゆう意味？」


「ええと～、つまり追つい試しということですか～？」


　言われていることが分からずに、ちょこんと首をひねる美み亜あ（無む邪じや気き）と千ち鶴づる（天然）。


　そんな中さくらだけが、


「……それはもしや、儂わしらが無能だと言っているのか？」


「その通りです」


　絢はあっさりと肯定した。


「あなた方は、お兄様の傍そばにいるのに相応ふさわしくない。そういうことです」


「む～」


「あらあら～」


「ぬう……」


　さすがの美亜と千鶴も自分が悪く言われていることに気付いたのか、室内に何やらどよどよと不穏な空気が流れ始める。


「で、でも二十八点ならあと二点で赤点クリアなんじゃ……」


　弘ひろ司しがフォローを試みるも、


「五〇〇〇点満点です」


「は？」


「五〇〇〇点満点で二十八点です。赤点にさえ、あと一四七二点足りません」


　そんな答えが返ってきた。ご、五〇〇〇点中二十八点？　確かにそれはもう赤点なんてレベルの話じゃない……


「──ゆえにあなた方にはこれ以上お兄様をお任せできません。というよりも、あなた方の存在はお兄様にとって明らかに有害です」


　きっぱりと言い放つ絢。


「この場にいることはお兄様に百害あって一利なし。やはりお兄様だけをこちらに残したのはよくありませんでした。よって、私はお兄様をオーストリアに連れて帰ることに決めました」


　いきなりとんでもないことを言い出した。


「ちょ、絢、何を言って……」


「お兄様は黙っていてください」


　右手で弘ひろ司しを制して、絢あやは前に出た。


「ぬう……黙って聞いていれば言いたい放題」


「わたしたち、腐くさったミカンなんかじゃないもんっ」


「というか～、弘司さまがどこかへ行くならば私もそれに着いていきますが～」


「あなた方はいりません」


　身もフタもないほどはっきりと絢が言い放った。


「私の話を聞いていなかったのですか？　私はあなた方がお兄様の足を引っ張る疫やく病びよう神がみだと言っているのです。ゆえにあなた方は不要。これからは、お兄様の面倒は私が見ます」


「む、む～」


「あらあら～」


「小こ娘むすめが……」


　にらみ合う絢と美み亜あ・千ち鶴づる・さくら。なんか、五日前の構図（妹VS妖よう怪かい霊れい鳥ちよう神様連合）の再現である。


「では、あなた方はさっさとお部屋へお戻りください。私たちはこれから引っ越しの支し度たくなどで色々と忙しくなりますので」


「そ、そんなのヤダもんっ！」


「弘司さまと引き離されるわけにはいきません～」


「儂わしらが気に入らないのならお主ぬしがどこかへ行けばよかろう！」


　三人は絢に詰め寄ろうとするも。


「くちゅん！」


「は～～くしょ～～ん～～～～」


「く、くしょん！」


　くしゃみ（一人やたらとながーいのがいたが）と涙と目のかゆみとが、その行く手を阻はばんだ。


「……言ったはずですよ。あなた方がヒトでない以上、絶対に私には勝てないって。……私はそういう『存在』なのですから」


　目をこすりながらじたばたとする美亜たちにそう言い放ち、


「さあ、それではお引き取りください。──さようなら」


　そのまま三人を玄関外まで追いやると、絢はぱたんとドアを閉じた。





　　　＊





「あら？」


　アイスでも食べながらのんびりと世間話でもしようと弘司の部屋へと向かっていた奈な々なは、ばたばたと部屋を飛び出してくる美亜たちの姿を発見した。


「どうしたの、みんな？」


　近づいて見ると、三人とも涙で目がウサギのように真まっ赤かである。また何か絢あやともめたのだろうかと思い、慌あわてて駆かけ寄る。


「ちょ、ちょっと、だいじょうぶ？」


「にゃ、にゃ～……」


「目がかゆいです～」


「おのれ、小こ娘むすめの分ぶん際ざいで……」


「あ、そんなにこすっちゃダメだって」


　ごしごしと目をこする美み亜あたちに、持っていたハンカチを差し出す。


「だってかゆいよ～」


「涙も止まりません～」


「これは思った以上に厄やつ介かいじゃ……」


　三人の状態は先日に同じ目に遭あった時よりもひどく、とてもハンカチ一枚でどうにかなるようなものではなかった。


「ここじゃこれ以上はどうしようもないわ。……何があったのか知らないけど、とにかくあたしの部屋に来て。アレルギーに効く薬とかあったと思うから」


　奈な々ながそう持ち出すと、


「う、うん……」


「すみません～」


「……世話になる」


　よほど辛つらかったのか、三人は珍しく素直にうなずいた。


　というわけで、四人で奈々の部屋（二〇七号室）へと移動する。そこで奈々が聞いたのは──





「……は？　絢ちゃんが弘ひろ司しをオーストリアに連れて帰るって？」


「そ、そうなのっ」


「私たちはもういらないと言われて～」


「生なま意い気きな小娘め……」


「そんな、まさか……」


　いくら絢が仔こ犬いぬのように弘司に懐なついているからといってそこまで極端なことは…………


「……しそう、かも」


　弘司のためならあの子は何でもやりそうな気がする。考えてみれば昔からそうだった。自分のことは二の次に置いておいてでも弘司のことを優先するフシがある。そこには単なる兄妹としての枠わくを超えた何かしらの感情が見え隠れしていて、だからこそ奈々は、絢のことが何となーく苦にが手てだったのだ。


「で、弘ひろ司しは何て言ってるの？」


「……分かんない」


「弘司さまとお話をする間もなく追い出されてしまいましたからね～」


「あの小こ娘むすめは儂わしらの話など聞こうともせぬだろうよ」


「そう……」


　奈な々なは考える。


　まあ日本を離れるのをイヤがっていた弘司がそんな唐とう突とつかつ不条理な意見を聞くとは思えない、思えないけれど……それでも、もしかしたら絢あやが強引に押し通してしまう可能性もゼロではない。弘司は妹には妙みように弱いというか甘あまいところがあるし。


「何とかしないとマズイかもね……」


　奈々が何かを言ったくらいで絢が自分の態度を変えるかどうかは果てしなく微び妙みようではある。だけど奈々にできることがあるのならやるべきだろう。万が一にでも弘司がオーストリアに行くことになどなってしまったら、奈々としてもどうしたらいいか分からないから。


　一方、美み亜あたちも。


「絶対に、ヒロを連れてなんていかせないもんっ」


「ええ、それだけは阻そ止ししなければなりません～」


「ここは、儂らでいがみ合っている場合ではないな」


　共通の敵を見出して、ネコマタ娘むすめ・霊れい鳥ちようお姉さん・神様幼女の三人がうなずき合う。


「でもどうしたらいいんだろう……」


「そうですね～、私たちが何かを言っても聞いてくださらないですし～」


「……実力行使じゃな」


　さくらがぼそりとつぶやいた。


「口で言って分からぬ輩やからには、もはやそれしかあるまい」


「え～、でもムリだよ～」


「あのチカラを使われてしまっては～……」


「ふっ、何も正面からぶつかるのみが実力ではない」


　にやりとさくらが笑った。


「要はあの小娘に、儂らの方が格上だと知らしめてやればよいだけの話じゃ。それならやり様ようはいくらでもある」


「なるほど～、さすがさくらさん。腹黒いというか狡こう猾かつというか～……文化財並みに永く生きているだけのことはありますね～。え～と、やっぱり年の功ですか～？」


「…………今は余計なことでもめている時間はないゆえに、その言葉は聞かなかったことにしてやろう」


　こめかみをぴくぴくさせながら目を閉じるさくら。


「で、どうやるの～？」


「──ふむ、そうだな。ここは儂わしらが確実に勝てる分野で攻めるのが一番じゃろう」


「確実に勝てる分野、ですか～？」


「そうじゃ。それで完かん膚ぷなきまでにあの小こ娘むすめを叩たたき潰つぶす……さすれば二度と儂らに歯向かおうなどという気にはなるまい」


　さくらが大きくうなずく。


「でも、そんな方法あるの～？」


「ふむ……」


　さくらが目の前のネコマタ娘と霊れい鳥ちようお姉さんの顔を見回し、


「そうじゃな、具体的には──」





　　　＊





「絢あや、本気で言ってるの……？」


「私はいつだって本気です」


　さっそくとばかりに身の回りの荷物をまとめながら絢が言う。


「もともと私はお兄様が一人暮らしをするのに反対でした。本当はいっしょに残りたかったけど、お姉様に反対されてしまいましたし……だからこれはむしろいい機会です」


「だけど……」


「とにかく、一刻も早くお兄様はここを離れるべきです。明後日あさつての午後のチケットを取っておきました。それで私といっしょにオーストリアに行きましょう」


「え……」


　さっきの今ですでに飛行機のチケットまで取っていたらしい。そういえば何やら電話をかけていたようだったけれど……ものすごい行動の早さです。


「ちょ、ちょっと待ってって。いきなりそんなこと言われても……」


「何か不都合でも？」


「な、何かも何も……」


　そもそも弘ひろ司しは日本を離れたくないからこそ、多少の不自由は覚かく悟ごでここ（夕ゆう凪なぎ荘そう）に一人で残ったのだ。それなのに──


「ガマンしてください。お兄様のためです」


　弘司の言いたいことを読み取ったのか、絢がそう言った。


「私にはお兄様を幸せにする義務があるんです。あらゆる厄さい災やくからお兄様を護る義務があるんです。だって……そのために私はお兄様の傍そばにいるんですから。ここにいたらお兄様はダメになります。だからお兄様は私といっしょにオーストリアに行くべきなんです。──というか」


　くるっと弘ひろ司しの方を向くと、


「こんなところに、私の大事なお兄ちゃ──いえ、お兄様を置いておけませんっ！」


　両手をぐっと握り締めて絢あやは叫んだ。


「大事な、大切な、大好きなお兄様を……」


　そう口にする絢の顔は、スイカみたいに真まっ赤かになっていた。


　そんな顔を見てしまうと……弘司にはそれ以上何も言えなくなった。


　いや大人おとなしく絢の言う通りにオーストリアに行くつもりもないし、美み亜あたちから離れるつもりもないんだけれど、それでもこの場でそのことを強く言うことはできなくなってしまったのだ。


「お兄様は、私が幸せにします。何があろうと、絶対に」


　真っ赤な顔のままそんなことを言う絢。


「そう決めたんです。私がお兄様の妹になった、あの時に……」


　その目には確かな決意と覚かく悟ごとが、燃え盛る炎ほのおのように宿っていた。
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「──というわけじゃ。分かったか？」


「うんっ、分かった」


「りょうかいしました～」


　さくらの言葉に、美亜と千ち鶴づるが大きくうなずく。


「時間はもうない。機会は一度、失敗は許されぬぞ。各々、全力を尽くすのだ！」





　翌日の夕方。


　どうやって絢にオーストリアのことを切り出そうか迷っていた弘司が、絢といっしょに客間で紅茶を飲んでいると、


「たのも～！」


「失礼します～」


「小こ娘むすめはおるか？」


　美亜たち三人が違法賭と博ばく現場に踏み込む刑事みたいな勢いで乗り込んできた。


　絢あやの目が厳しくなる。


「……何の用ですか？　もうお兄様には近づくなとあれほど……」


「まあ待て。今回はお主ぬしに勝負を挑いどむためにやって来たのじゃ」


「……勝負、ですか？」


　絢は険しい顔をした。


「なぜ私がそのようなことをしないといけないのです？」


「お主は儂わしらよりも自分の方が弘ひろ司しの傍そばにいるに相応ふさわしいと言っているのじゃろう？　ならば儂らよりも優れているところを示すがよい。それくらいはしてもらわねば儂らとて到底納得はできぬ」


「納得できないです～」


「できないよっ」


　口を揃そろえてそう言う三人。昨日きのう一日は真夏のシロクマみたいにやたらと大人おとなしくしていると思ったら、どうやらそんなことを考えていたらしい。


　だけど。


「みんな、ちょっと待って。そんな勝負なんて……」


　弘司としてはあまり事を大きくしたくなかった。それにこれ以上、美亜たちと絢との仲がこじれるようなことは正直してほしくない。なので何とか止めようと試みるものの──


「ヒロは黙っててっ」


「すみませんがお下がりを～」


「これは儂らの問題じゃ！」


「お兄様は下がっていてください」


「は、はい……」


　四人同時に日本刀みたいな視線を返されては、さすがにライオンに一ひと吼ほえされたカモシカのように、すごすごと引き下がるしかなかった。


「それでどうじゃ？　勝負を受けるのか、受けないのか？」


「……」


　さくらたちの言葉に、絢はしばらく口に手を当てて思案していたが。


「──分かりました。あなた方の言い分も少しは理解できます。それであなた方の気が済むというのなら、受けて立ちましょう」


「……ふふ、そうこなくてはな」


　さくらがにやりと不敵に笑う。


「それで、勝負とは何でやるのですか？」


「うむ。料理、でどうじゃ？」


「料理……」


　明らかに千ち鶴づるの最得意分野だった。美み亜あとさくらの腕前は不明（というか見たことがない）だけど、少なくとも千鶴の実力のほどはこの三日間彼女の料理を食べていた絢あやにもよく分かっているのだろう。難しい顔で千鶴たちを見た。


「どうした、臆おくしたか？」


「……いえ、いいでしょう。受けて立ちます」


　絢は静かにうなずき、


「──では審査員はお兄様ということでよろしいですか？」


　弘ひろ司しの方を向くと、そんなことを言った。


「え、僕？」


「ええ。この勝負はお兄様の傍そばにいるに相応ふさわしい資格を賭かけて行われるのですから、当事者たるお兄様にやっていただかなければ話になりません」


「儂わしらとしてももともとそのつもりじゃった。やってくれるか、弘司？」


　さくらからもそう頼まれた。


　確かにそれ（弘司＝当事者）はその通りである。


　だけど。


「けど僕だけじゃ……」


　そんな責任重大そうな役目を一人でやるのはちょっと……


　すると。


「んー、だったら私たちがやってあげてもいいよー」


　ふいに背後から声がした。


「うわっ!?」


「ちょっと友ゆ香か」


　振り返ると、どこから湧わいて出たのか、いつの間にか部屋に佐さ藤とうさんと奈な々ながいた。


「な、何で佐藤さんたちが……」


「私は奈々のところに遊びに来てたんだけどー」


「そしたらなんかあんたの部屋が騒がしかったから……」


　様子を見に来た、ってことらしい。


「で、どうかなー？　よく分からないけど面白そうだしー」


　にこにこと佐藤さんがそう提案する。


「……私は構いません」


「よかろう。こちらにも異存はない」


　絢とさくらがうなずく。


「じゃ、決まりだねー。はーい、それじゃ今から水みな上かみくんの妹さんと、美亜ちゃん・千鶴さん・さくらちゃん連合との料理勝負を開始しまーす」


　高らかに（かつ楽しそうに）佐さ藤とうさんが宣言する。


　そして弘ひろ司し、佐藤さん、奈な々なを審査員とした、絢あやVS美み亜あ・千ち鶴づる・さくらの料理勝負が始まった。








　一つのキッチンに四人が入るのは狭いということで、奈々の部屋（二〇七号室）のキッチンを絢が、千鶴の部屋（二〇四号室）のキッチンを美亜たちが使うこととなった。


　公平を期すためどちらの調理過程も見ないようにと、弘司たち審査員三人は二〇三号室の客間にて待たい機きすることにしたのだが……


「ね、チヅル、これいれちゃってい～の？」


「はい～、適量をお願いします～」


「えいやっ」


　ばさばさばさっ。


「あらあら～、適量と言いましたのに。そんな袋ごと入れたりしたらダメですよ～」


「そなの？　──あ、なんか固まってきてる」


「…………ネコ、おまけにこれは塩ではなくメリケン粉じゃ」


「にゃ？」


「ええい、使えんネコめ。雑用一つできんのか。まったく……」


「さくらさん、それも違います～。お米を洗うというのは洗剤で洗うということではなくてですね～……」


「ぬ、ぬう？」


　基本的にあんまり壁の厚くない夕ゆう凪なぎ荘そうの構造（安やす普ぶ請しん）に加え、ネコマタ娘むすめたちのデフォルトでスピーカー出力のように大きい声、さらに何を作っているのかやたらとハデな調理の音のおかげで、二〇四号室の様子はほとんど筒つつ抜ぬけだった。


「……ちゃんと食べられるものができるわよね？」


　奈々がぼそりと不ふ吉きつなことを言った。……そうであることを、心から願います。


　一方の絢はというと、こちらはネコマタ娘たちとは対照的にものすごく静かだった。まあ美亜たちほどの大きな音はもちろんあり得ないとしても、調理の音や物音すらほとんど聞こえてこない。


「なんかあっちはやけに静かだねー。絢ちゃん、だっけ？　まだ小さいのに一人でだいじょうぶなのかなー？」


　佐藤さんが訊きいてくる。


「いや絢なら大丈夫だとは思うんだけど……」


「そうなのー？」


「うん。基本的に料理は得意なはずだから」


「昔からずっと、あんたの食事は絢あやちゃんが作ってたものね」


　八年ほど前に弘ひろ司しの母親が亡くなってからは、水みな上かみ家の家事はほとんど絢が一手に引き受けていたのだ。ゆえにそれなりに年ねん季きは入っている。大抵のものなら訳なく作ることができるはずだ。


「あたしも絢ちゃんの料理にはまだ勝てないわ。けっこう惜しいところまではいってる気がするんだけどさ」


　奈な々ながうーんとうなる。


「……」


　……いや。


　まだというか、奈々のアレ（生物兵器）が絢に勝てる時なんて未来永えい劫ごうやって来るとは思えないんですが。致死率なら今でも余よ裕ゆうで勝てそうだけど。





　そして時間は過ぎていき。


　双方の料理が完成した。








「では、まずは儂わしらの料理からじゃ。ツル、ネコ」


「はい～」


「これだよっ」


　自信たっぷりのさくらの言葉に、千ち鶴づると美み亜あが大皿に載のせて運んできたのは──


「わー」


「すごいわね……」


　なんか、こんがりと焼けたブタの丸焼き（直径約一メートル）だった。いやすごいっていうか……


「他ほかにも北京ペキンダックやフカヒレスープなんかもありますよ～。満まん漢かん全席とまではいきませんが、それに近いレベルのものを取り揃そろえたつもりです～」


　次々と出て来る見事な料理の数々。


　しかも、


「おいしー」


「ほんと……」


　そのどれもが、素す晴ばらしい味だった。


　あの美亜とさくらという強力なビハインドを擁ようしてなおこの出来栄えとは、霊れい鳥ちようお姉さん恐るべしである。いくら絢とはいえこれに勝つのは簡単じゃないはずだ。


　だがちらりと見るものの、絢あやには特に焦あせった様子もなく、落ち着いた表情で千ち鶴づるたちの料理を見つめている。


「……では、次は私ですね」


　一通り千鶴の料理の試食を終えると、おもむろに絢が立ち上がった。


「私の料理は……これです」


　そう言って、絢が運んできたのは──


「えーと、これってー」


「肉じゃが……よね？」


　何の変へん哲てつもない、普通の肉じゃがだった。


「ははは、小こ娘むすめめ、血ち迷まよったか！　その程度のありふれた惣そう菜ざいで儂わしの作った本格料理に挑いどもうとは。これで儂らの勝利は決定したようなものじゃな」


　高笑いするさくら（ちなみに作ったのは千ち鶴づるだと思います）。


「いえ、さくらさん。そうとも言えないかもしれないですよ～」


「何じゃと？」


「あの肉じゃがからはとても温かな感じがします～。うまくは言えませんが、あれは要注意かもしれません」


　余よ裕ゆうなさくらとは対照的に、とっても厳しい表情で（とはいっても元が元だけにあんまり分からなかったけど）千鶴が肉じゃがを見つめる。


「さあ、お兄様。奈な々なさんたちもどうぞ」


　絢が肉じゃがの入った皿を弘ひろ司したちの前に置く。


「あ、うん」


「ありがとー。それじゃいただきまーす」


「いただきます」


　手を合わせ、三人とも肉じゃがに手を伸ばす。


「あ、こっちもおいしー」


「そうね。なんか懐なつかしい味っていうか……」


　奈々たちが普通の感想を述べながらもぐもぐと食べる中、


「これって……」


　弘司だけは、一口食べた時点でその動きをぴたりと止めていた。


　この味は……食べたことがある……？


「どうしたのよ、弘司？」


「水みな上かみくん？」


　いぶかしげに尋ねてくる奈々たちに答えずに、弘司はもう一度ハシを口へと運んだ。


「やっぱり……」


　間違いない。


　それはとても懐なつかしい味だった。


　懐かしくて温かくて……もう今は記憶の中にしか残っていない味。八年前のあの日以来、食卓からは消えてしまったはずの料理。


「絢あや、これは……」


「……はい。お母様の味です」


　ほとんど確信を持って弘ひろ司しが問うと、絢はこっくりとうなずいた。


「お母様が得意だった、そしてお兄様が大好きだった肉じゃが。いつかは再現しようと頑がん張ばっていたのですが……どうやらうまくいったみたいですね。良かったです」


「母さんの……」


　思わずそう口に出していた。


　生きていた頃に弘司の母がよく作ってくれた得意料理。それをまた味わうことができるなんて、夢にも思わなかった。


「おいしい……」


　胸の奥から温かいモノがこみ上げてくる。


　温かくて、懐かしくて、じんわりと染み入る不思議な感情。


　勝敗は、決したと言ってよかった。


　これから口にする一言によって弘司のオーストリア行きが左右されてしまうとしても、美み亜あたちをがっかりさせることになってしまうとしても……それでも自分の気持ちに噓うそはつけない。だって……弘司にとってこれに勝てる料理など、この世には存在しないのだから。


　みんなの視線が集まる中、弘司はそっとつぶやいた。


「この勝負……絢の勝ちだよ」








「料理に一番大切なものは心です」


　食器を片付けながら、淡々と絢が語る。


「食べる人が何を求めているのか、食べる人のために何ができるのか。それこそが最も大事なもの。技術や食材など二の次です。昨日きのう今日にお兄様のことを知った人たちなどに、私が負けるはずがありません」


「うう～、まったくもってその通りです。私もまだまだ修業が足りません～……」


　千ち鶴づるががっくりと平伏す。


「すみません弘司さま～、負けてしまいました～……」


「うう、ヒロ～」


「く、くそ……こんなはずでは……」


　悔くやしげにうつむく三人。


　それを静かに見下ろして、絢あやは言った。


「これで満足ですか？　では約束通り大人おとなしくここから──」


「……待って」


　異論は意外なところから飛び出した。


　佐さ藤とうさんの隣で、奈な々ながこれ以上ないってくらいに真剣な表情で絢と弘ひろ司しのことを見つめていた。


「あたし、弘司に訊ききたいことがあるんだけど。いい、絢ちゃん？」


「奈々さん……。いえ、どうして私に言うのですか？」


「絢ちゃんにも聞いてほしいから。弘司が本当はどう思ってるかを」


「……」


　絢が黙って奈々から目を逸そらす。そしてすがるように弘司の顔をじっと見た。う、なんかものすごく重苦しい空気が……


「ねえ弘司。弘司はどう思ってるの？　本当にオーストリアに行きたいと思ってるの？」


「え？」


「あんたの本当の気持ちを聞かせて。このままじゃみんなも……あたしだって納得できない」


「奈々、僕は……」


　弘司は言葉を濁にごした。いやもちろん弘司としては日本を離れたくない。それ自体はもうはっきりとしていることだけど……


「お兄様は、私といっしょに行くんです。……そうでしょう？」


　絢がぎゅっと弘司の手を握ってきた。不安そうなその瞳は、真まっ直すぐに弘司の方へと向けられている。


「お兄様……？」


　正直、こんなひとりぼっちの仔こ犬いぬみたいに不安そうな顔をした絢に、彼女といっしょに行けないということを告げるのはためらわれた。


「……絢」


　だけどここで言わないと、先延ばしにすればするほど……きっとかえって絢を傷つけることになる。


「絢、僕はやっぱり──」


　そう考えた弘司は、意を決して今の自分の気持ちを絢へと告げようとして。


　バタン！


　突然開いたキッチンのドアと、


「あー、お腹なか空いたー。今日の夕飯は何かしらん？」


　場の雰囲気を根底から覆くつがえして辺あたり一面に撒まき散らすような明るーい声に、全すべてを台無しにされました。


「……」


　管理人さんだった。


「浸つけ麵めんとかもいいわねー。でも今日みたいな暑い日には冷シャブも捨てがたいし……って、あれ？」


　いつでもどこでもだれにでも常に鬼おにのようなマイペースを誇るこの人も、さすがにこの場を流れる重苦しい空気を察したようだった。


「あ、あら、なんか取り込み中だったかなー？」


「……」


　取り込み中も何も……


　微び妙みように気まずい空気の中、


「──いえ、何でもありません」


　そう答えたのは絢あやだった。


「もう終わりました。さあ、もう用事は済んだでしょう。あなた方の負けです。約束通り……お引き取りください」


　美み亜あたちの顔を見ずに告げる。


「しかし～……」


「……とりあえずは退ひくぞ。まだきっと機会はあるはずじゃ」


「ヒロ～……」


　弘ひろ司しの顔をちらちらと見ながら、三人は部屋から出て行った。


「……すみませんが、奈な々なさんたちもお部屋に戻ってもらえますか？　オーストリア行きはもう明日です。私たちは準備がありますので」


「絢ちゃん……」


　絢の雰囲気に気け圧おされたのか、奈々もそれ以上は何も言えないみたいだった。黙って部屋を出て行った。佐さ藤とうさん、管理人さんもその後に続く。


　残ったのは弘司と絢の二人。


　重苦しい沈黙が辺あたりを覆おおう。


　やがて、何かをムリヤリ振り払うように絢が言った。


「さあ、早いところ支し度たくを済ませてしまいましょう。時間はあまりありません」








　　　４




「明日の朝十時にはここを出ます。お兄様も手荷物の最終確認をしておいてください」


　てきぱきと自分の荷物の整理をしながら絢あやが言う。


「とりあえず最低限の荷物だけで結構です。家具などの生活必需品は全すべてあちらに揃そろっています。大きな荷物は後で業者に送ってもらえば大丈夫です」


「ねえ、絢」


「あちらのお家にはお部屋もたくさんありますから。ああ、もちろんお兄様の部屋もありますよ」


「絢」


「だいじょうぶです。お兄様ならあっちでの生活にもすぐに慣れます。いいところですよ、街はキレイで住んでいる人たちもみんな優しい人たちばかりで──」


「──絢、聞いて」


「……何ですか？」


　弘ひろ司しの顔を見ずに答える絢。これから弘司がどういった内容のことを口にするのか、おおよそ察しがついているのだろう。


「絢、やっぱり僕は行けないよ……」


「……」


「絢の言うことも分かるよ。でも……やっぱり僕は日本を離れたくない。というか夕ゆう凪なぎ荘そうから出て行きたくないんだ」


「それは……あの人たちがいるからですか？」


　捨てられたチワワみたいな目で絢が見上げてきた。


「そんなにあの人たちがいいんですか？　あの人たちのせいで今のお兄様の生活はダメダメです。いっしょにいたって、きっといいことはないと思います」


「確かにある意味はそうかもしれないけど……」


　まあ絢の言う通り美み亜あたちは、騒がしくていつでも落ち着かなくていまいち（……かなり？）常識に欠けるところがあって、ぱっと見る限りでは教育上あまりよろしくない生活環境に思えるかもしれない。というか、正直色々と苦労があるのは事実ではある。


「はっきり言います。あの人たちはお兄様にとって有害です。お兄様を堕だ落らくさせ、悪い道に誘う不ふ埒らちな存在です。そんな人たちの何がいいと言うのですか!?」


「絢、それは」


「……だいいち、あの人たちはまっとうなヒトですらないじゃないですか。あれらは人外の存在。しょせん私たちとは根本的に住む世界が違う異端のモノたちで──」


「絢！」


　さすがに黙って聞いてはいられなかった。


　いつかの奈な々なと同じで悪気はないんだろうけど……それでもその言葉は見過ごせない。


　弘司が大きな声を出すと、絢は信じられないものを見るかのように弘司を見た。


「お、兄様──？」


「そういうことは、言っちゃダメだ。ヒトじゃないとか、異端だとか……」


　たとえ人間じゃなくても、美み亜あたちは美亜たちだ。そのことであの三人のことを違う目で見ることだけは、弘ひろ司しはしたくない。絢あやにもしてほしくないと思っている。


「それに、美亜たちといっしょにいていいことがないっていうのは、絶対違う」


　それだけははっきりと言える。


　みんなと──美亜、千ち鶴づる、さくら、奈な々な、管理人さんといっしょにいたこの三ヶ月間。同じテーブルで食事をして、同じ学園に通って、いっしょに海水浴に行って──。それは弘司にとってかけがえのない時間だったし、これからもそうだと思う。


「だから、僕はここを離れたくないんだ。絢の気持ちも分かるけど……でも、僕はオーストリアには行けない……」


「──分かって、いません」


　絢がうつむきながら肩を震わせた。


「絢？」


「お兄様は私の気持ちなんて、全然分かってない。私はお兄様といっしょにいたい。ただお兄様といっしょにいたいだけなのに……」


「ごめん……でも、僕はここが好きなんだ」


「う、うう……」


「絢……」


「………………ば、ばか」


「え？」


「お、お兄様のばかー!!　うすらとんかち!!」
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「ぐわっ!?」


　ごいんっ！


　絢は本棚の上に飾ってあった呪のろいの半はん魚ぎよ人じん像ぞう（さくらがここに置いた）を思いっきり弘司に向かって投げつけると、


「も、もうお兄様なんか知りません！　そ、そんなに私と行くのがイヤなら勝手にすればいいんです！　う、ううう…………うわあ──ん!!」


　泣きながら、部屋を飛び出していってしまった。


「あ、絢……」


　呼び止めようとするも、半魚人像が当たった衝しよう撃げきで視界をチカチカといくつもの色とりどりのお星様が乱舞している。足下さえもふらふらと覚おぼ束つかない。ある意味泣きたいのは弘司の方でさえあった。


「と、とにかく追いかけないと……」


　ふらつく足取りで玄関に向かおうとして、


「ヒ、ヒロ、だいじょぶ!?　なんかすっごい音がしたよ？」


「まるで定価二百十円（税込み）のスカスカ巨大スイカを木ぼく刀とうで叩たたき割った時のようでした～」


「無事か弘ひろ司し!?　……む、儂わしのぷりてぃー人にん魚ぎよ像ぞうが!?」


「ちょ、ちょっと、鼻血が出てるじゃない」


　驚いた表情の美み亜あたちが、客間のドアを開けて駆かけ寄ってきた。


「み、みんな……でも、どうして？」


「どうしてって、あんたの部屋から撲ぼく殺さつ現場みたいなすごい音がしたから……」


「だけど……」


　それにしたって、それぞれの部屋にいたにしては四人とも集まってくるのがやたらと早い（約六秒）。


「にゃ、え、え～と、別にあれだよ？　ヒロのことが気になったから、お風ふ呂ろ場にこっそり隠れてみんなして様子をうかがってたってわけじゃないんだよ？」


「ええ、けしてそんなことはありません～」


「う、うむ。夜中に小こ娘むすめが眠ねむった頃を見計らってお主ぬしを確保した後に、転移術で小娘だけお～すとりあに強制送還してしまおうなどとはこれっぽっちも……」


「……」


　手段は若じやつ干かんアレだけど、どうやらみんな弘ひろ司しのことを心配してくれていたのは間違いないらしい。


「それよりいったい何があったの？　絢あやちゃんが廊下を走っていくのが見えたけど……」


「そ、そうだ！　絢は？」


「ん～、なんか外に行ったみたいだったよ？　──あ、もしかしてヒロとケンカして、お～すとりあに帰っちゃったとか？」


「ケンカというか……」


　それだったらまだ良かったかもしれない。


　ただのケンカならば悪かった方が謝ればいいだけの話だ。「ごめん」の一言とそれなりの態度（土ど下げ座ざとか平身低頭とか）で事は済む。


　だけど、これは違う。


　弘司も絢もどちらが悪いというものではない。強しいて言えばどちらも正しいのだ。だから解決はレッサーパンダが一分間キレイな姿勢で直立するくらい非常に難しい。


「……」


　どうしたらいいのか分からなかった。


　追いかけたところで、絢に何と言えばいいのか、どういう態度を取ればいいのか、さっぱり分からない。


　鼻血をそこはかとなく流しながら、弘司は途方に暮れていた。





　　　＊





　とても不安だった。


　不安で、心細くて、寂しくて……今にも大声で泣き叫んでしまいたかった。


　見知らぬ家、見知らぬ人たち、見知らぬ名前。


　キレイで新しいけれど、どこか余よ所そ余よ所そしい匂いがする布ふ団とん。今日からここが自分の家だと言われても、とてもそんな実感は持てない。


　──寂しいよ。


　自分がもう、世界でただ一人きりであることは分かっていた。


　どうしてそうなったのかはよく覚えてはいない。


　でも気付いたら私は一人で、そしてここへと連れて来られていた。


　周りの人たちは『ホロビ』とか『ツイソンザイ』とか、よく分からないことを言っていたけれど、そんなことは私にはどうでもよかった。


　私にとって意味があったのは、私が一人きりだということ。


　一人きりで、だれも心を許せる存在がいないこと。


　だから私は、心を閉ざした。


　部屋に閉じこもりだれとも話さなくなった。


　周りの人たちもそんな私を扱いかねているようだった。


　だけど。


　そんな私に……あの日、あの人は温かく声をかけてくれた。


『いっしょに、遊ぼう？』


　その言葉とともに差し伸べられた優しい手。


　──私、ここに居ていいの？


　そう尋ねると、あの人は本当に不思議そうに、


『そんなの当たり前だよ。だって絢あやは……僕の妹なんだから』


　にっこりと。


　少し照れたような優しい笑顔で。


　そう言ってくれた。


　──ああ。


　その時、私は決めたのだ。


　他ほかの人のことは分からない。


　でもこの人は、私のことを受け入れてくれた、笑いかけてくれた。


　だったら私もそれに応こたえよう。


　何があっても、この人の傍そばにいよう。この人を護ろう──と。





　　　＊





　一時間ほど経たったが、絢が帰ってくる様子はなかった。


「……ちょっと、探しに行ってくる」


　もうすぐ日が落ちて、辺あたりは真っ暗になってしまう。それでも普段ならばそんなに心配はしないかもしれないが、今の絢は産卵期の親カラスみたいに非常な興奮状態にあると思われる。何はともあれ、一人にしておくのは気がかりだった。


「待ってヒロ、わたしたちもいっしょに探すよ」


　弘ひろ司しが玄関へと足を向けると、美み亜あたちがとことこと着いてきた。


「一人で探すよりも、その方が効率的なはずです～」


「もしかしたら、小こ娘むすめの霊れい力りよくを追つい尾びできるかもしれんしな」


「みんな……」


　ケルベロスとハヌマーンのごとく、あんなに絢とは対立していたはずなのに……


「だってヒロの妹だもん。ほっとけないよ」


「弘ひろ司しさまのためなら、たとえ火の中水の中です～」


「ふん、いずれ儂わしの義妹になるかもしれんしな」


　そんなことを言う美み亜あたち。


「だったらあたしはあんたの部屋で待たい機きしてるわ。もしも絢あやちゃんが戻ってきて、行き違いになるといけないから」


　奈な々なもそう言ってくれた。


「──ありがとう、みんな」


　皆の優しい心遣づかいに、弘司は心から感謝した。


「じゃあ美亜たちは商店街の方を探してみて。僕は河原かわらとか公園の方を探してみるから」


「らじゃっ！」


「分かりました～」


「うむ」


　三十分後に一度夕ゆう凪なぎ荘そうで合流することを約束して、弘司たちは散っていった。





　　　＊





　走って走って走って、辿たどり着いた先は夜の街だった。


　別に行く先なんてどこでもよかった。


　行きたいところなんてないし、そもそもこの辺あたりの地理には絢はあまり詳くわしくない。


　ただとにかくあそこには、あの三人がいるところには居たくなくて……ひたすらにがむしゃらに光のある方向へと走り続けていたら、ここに着いたというだけの話だった。


「はっ、はっ、はっ……」


　小走りから歩みへとシフトチェンジし、やがてその場にしゃがみ込む。


　薄暗い路地は人通りが少なく、とても静かだった。


「……お兄ちゃん…………」


　肩で息をしながら、絢は首を後ろに回した。


　すぐに弘司が追いかけてきてくれることを心の片隅で少なからず期待していたのだが、振り返った先にあるのは夜の闇やみとネオンだけである。そこには絢の大好きな、ちょっと頼りないけれどこの上なく優しい笑顔はない。


「何で……来てくれないの」


　ほとんど泣きそうな顔で絢がつぶやく。


　ちなみに自分が人にん魚ぎよ像ぞうの投とう擲てき（痛恨の一撃）によって、即時追跡を不可能にさせるほどの甚じん大だいなダメージを弘司に与えていたことについては、まったくもって自覚していなかった。


「私のことなんて、もうどうでもいいのかな……」


　絢あやにとって、弘ひろ司しは一番大事なヒトだった。一番大事で、一番近くにいて、一番大好きな人。弘司にとっての絢もそうであるのだとあの時からずっと信じていたけれど……でも今はそれが揺らいでいた。弘司の周りにいるあの三人の存在。それに奈な々な。それらが絢の胸を締め付ける。


「……お兄ちゃんの、ばか」


　急に悲しくなってきて、絢は自分のヒザの間に頭を埋うずめた。


「お兄ちゃんが言ってくれたから……あの時、『いっしょにいていいよ』って言ってくれたから、だから私はここにいるのに──」


　なのに弘司は絢といっしょにいられないと言った。


　絢といっしょにオーストリアに行くよりも、あの三人たちがいるあのアパートでの生活がいいと言った。


「う、ぐすっ……」


　泣いちゃダメだ、と思うのに涙がこみあげてくる。


　涙を振り払うかのように、絢はのろのろと立ち上がると再び夜の街を歩き出した。


　当てもなく道を歩いていると、


「ねーねー、そこの彼女。何やってるの？　ヒマなら俺おれたちといっしょに遊ばない？」


　そんな声をかけられた。


　声をかけてきたのは、いかにも人生舐なめてますといった風情ふぜいの紙飛行機並みに軽そうな男たち六人。年ねん齢れいは弘司と同じくらいだろうか。全員頭を南国のトリみたいなワケの分からない色に染め上げて、口元には締まりのない笑みを浮かべている。絢の一番キライなタイプだった。


「……私に構わないで」


　普段よりも二ランクくらいきつい口調で答える。ただでさえ今は一人にしておいてほしいところなのに、相手がこれではそれもムリもないところだろう。


　だけど男たちはなおもしつこく話しかけてきた。


「ちょっと待ってよー。彼女、中学生だろ？　こんな時間にこんなところをうろついてちゃダメじゃん。お兄さん、心配だなー」


　男としては何気なく言った言葉なのだろう。


　でも。


　その『お兄さん』の一言は、とてつもなく絢の癇かんに障さわった。


「──────うるさい」


「は？」


「うるさいのっ！　私に構わないでって言ってるでしょ！　どっか行きなさい、このバカ！　そのサルがひきつけを起こしたみたいな顔をそれ以上私に近づけないで！」


「サ、サル……？」


　目の前の女の子から飛び出した雑ぞう言ごんに、男たちはしばし呆ぼう然ぜんとしていたが、


「よ、よくもそこまで言ってくれたな……」


「そうだ、だれが顔面神経痛になったテナガザルだって!?」


「タカオくんは、サルの美形顔だって有名なんだぞ！」


　フォローなのかけなしているんだかよく分からない台詞せりふで、男たちがいきり立った。


「……何にせよ、そこまで言った以上、覚かく悟ごはできてるんだろうな？」


　タカオと呼ばれた男（サルの美形顔らしい）が絢あやに迫る。


「何よ、覚悟って」


「覚悟は覚悟だよ！　いいからちょっとこっちまで来いごらぁ！」


「な、何するの、触さわらないでっ！」


　男（サルの美形顔らしい）が絢の腕を強引に摑つかむ。


「口の悪い中学生にはお兄さんがオシオキだ。こっちで俺おれたちといっしょにツイスターゲームをやってもらうぜ」


「な、何それ……」


「楽しいゲームだよ。なーに素直にしてれば恥ずかしいだけで痛くはない。いや、やり様ようによっちゃ少し痛いか？　へっへっへっ……」


　男（サルの美形顔らしい）の下品な笑いに、絢の顔が青ざめる。


　ちなみにツイスターゲームとは、一昔前に流は行やったパーティーゲームのことで、男女混合でやるとちょっとばっかり恥ずかしいハプニングがあったりもする代しろ物ものである。


「さあ、来いよ」


「い、いやっ！」


　嫌いやがる絢の腕を、男（サルの美形顔らしい）がムリヤリに引っ張ったその瞬間──








「うにゃ～、ねこまたき～っく！」


　そんな実に気の抜けるかけ声が響き渡ったかと思うと……男（サルの美形顔らしい）と絢との間に何か白い影のようなものが飛び込んできて、男（サルの美形顔らしい）が弾はじき飛ばされた。


「あ、あなた……」


「アヤ、見っけ～」


　顔を起こした絢が見たものは、かくれんぼで鬼おにを見つけたみたいに無む邪じや気きそうに笑うネコマタ娘むすめだった。


「危ないところでしたね～」


「こんな雑ざ魚こどもを相手に何をやっておるのじゃ？　儂わしらを退しりぞけるほどのチカラを持ったお主ぬしじゃろう。蹴け散らしてやればよいものを……」


　その横には、相変わらずの～んびりとした笑顔を浮かべる霊れい鳥ちようお姉さんと、偉えらそうに腕を組んだ神様幼女も立っている。


「あ──」


　安心からか、思わず安あん堵どの表情を浮かべてしまいそうになるのを何とか堪こらえて、絢あやはこう言った。


「な、何であなた方がここにいるのですか？」


「決まっておろう。お主を探しに来たのじゃ」


「私を……？」


「そだよ。ヒロが探してたから」


「私たちはそのお手伝いですね～」


「え、お兄ちゃ──いえ、お兄様が……」


　絢の胸に、温かいモノが湧わき上がる。


　弘ひろ司しは絢のことを探してくれていた。それだけで……少しは気持ちがラクになったような気がした。


「な、何だてめえらは!?」


　と、そこでようやく地面から身を起こした男（サルの美形顔らしい）が、美み亜あたちに向かって大声で怒ど鳴なった。


「わたしはネコマタの美亜だよっ！」


「霊鳥鶴女つるめの千ち鶴づるさんです～」


「……ふん、この偉大なる神であるさくら、貴様らごとき愚ぐ図ずどもに語る名などないわ」


「思いっきり語ってるじゃねえか……」


　男（サルの美形顔らしい）の突っ込みに、


「や、やかましい！　神の言うことに口を出すな！」


「ぶぼっ！」


　さくらの手の中から現れた火の玉が、男（サルの美形顔らしい）の顔面を直撃した。男（サルの美形顔らしい）はそのまま妙みような声を上げて地面に倒れた。


「て、てめえ、よくもタカオくんを！」


　男たちの内二人がさくらを取り囲むも、一瞬にして顔面に火の玉をぶつけられて、やはりあっけなく昏こん倒とうした。


「ち、ちいっ、なんか知らねえけど、そいつはダメだ！　一番トロそうなそっちを狙ねらえ！」


「あらあら～？」


　残りの三人が、事の成り行きをぽや～んと眺めていた千鶴に向かって襲い掛かっていき──


「いけませんね～」


　千鶴の腕が目にも留まらぬ速さで動いたかと思うと、


「うげっ」「ぐはっ」「げえっ」


　次の瞬間、三人とも身体からだを妙みような方向に回転させながら、ダンゴムシみたいにゴロゴロと地面を転がっていた。


「ダメですよ～、おイタをしたら～。今度は投げるだけじゃなく関節も極めちゃいますからね～？」


　涼しげな顔でぱっぱっと服の裾すそをはたく千ち鶴づる。男たちは完全に白目を剝むいていて、千鶴の声は届いていないようだった。


「でも、これでオシマイですね～」


　ピクピクと地面に横たわる男たちを見て、千鶴がにっこりと笑った。


「うんっ、弱かったね～」


「お主ぬしはほとんど何もしてなかろうが……」


　笑顔の美み亜あにさくらが突っ込んだ。


「──まあ、いい。それよりもとりあえず戻るぞ。ほれ、立てるか？」


「……どういうつもりですか？」


「む？」


　差し伸べられたさくらの手を借りずに一人で立ち上がると、絢あやは強い目でさくらたちを見回した。


「どうして私を助けたの？　こんなことで私に恩を売ったつもり？　甘あまく見ないで！」


「私たち、そんなつもりは～」


　千鶴が眉まゆを『ハ』の字に曲げて困り顔になる。


「……かわいくない小こ娘むすめじゃな。そもそも儂わしらがお主ぬしを助けたのはお主のためではない。そうしないと、弘ひろ司しが悲しむと思ったからじゃ」


「そだよ、ヒロはアヤのことすごく心配してたもん」


「お兄様が……」


　そこで絢がはっとした表情になる。


「そうよ、お兄様……私、私は絶対にお兄様のことは諦あきらめないから！　私にはお兄様を幸せにする、お兄様を護らなきゃいけない義務があるのよ！」


　いくら危ないところを助けられたからといって、それだけは絶対に譲れない一線だった。


「小娘、お主はなぜそこまで……いくら妹だからといって──」


「それが、私の役目なのっ！」


　絢が叫んだ。


「お父様に言われた……私の役目。でも私がお兄様を護るのはそんな理由からじゃない！　人から言われて決めたことじゃない。傍そばにいていいって言ってくれた、私のことを大事な妹だって言ってくれたお兄ちゃんのために……私が自分で決めたことなの！」


「アヤ……」


「絢あやさん……」


「だって、だって私は、お兄ちゃんが大好きだから……」


　涙に声をつまらせながら必死に声を出す絢に、さくらはこう語りかけた。


「……ふん、それが、お主ぬしが弘ひろ司しに固こ執しつする理由か？」


「そ、そうよ！　悪いの!?」


「いいや、悪くない」


　さくらは首を振り、


「悪くない。……なぜなら、それは儂わしらも同じだからじゃ」


　そう、言った。


「え……」


　不意を突かれた表情になる絢に、


「弘司さまがいっしょにいていいと言ってくださったからこそ、今私たちはここにいるのですよ～」


「ヒロから離れたら……わたしにはもう行くところはないんだもん」


　千ち鶴づると美み亜あが静かに続けた。


「……儂らは皆、弘司が傍そばにいることを認めてくれたからこうしてここにおる。こうしてここで笑っておる。そうでなければ、今ごろ儂らのだれ一人として笑っていなかったかもしれぬ。だからお主の気持ちもよく分かる。だが分かるがゆえに……儂らも譲れんのじゃ」


「……」


「儂らは儂らなりに、弘司のことを大切に想っておる。それは本当じゃ。そこに噓うそや偽いつわりはない。……まあ、アホネコやエロヅルのせいでお主から見れば愚かに見えるかもしれぬが──」


「む～、さくらだってよくヒロを困らせてるくせに～」


「ええと～、他人の振り見て我が振り直せこの野や郎ろう～、ですか～？」


　即座に美み亜あと千ち鶴づるの突っ込みが入る。


「う、うるさい。今いいことを言っておるのだから少し黙っておれ！　まったく、これだから下等なネコやツルは……」


「ほら、そうやってすぐに人のせいにする～」


「そういうのは大人おとな気げないと思いますよ～。さくらさんだってもういいお歳としなんですから～」


「な、なんじゃと！」


　本格的に言い合いを始める三人。そんな中。


「……分かってた」


　ぽつりと声が発せられた。


「む？」


「ほんとは……分かってた。お兄ちゃんがあなたたちのことを大切に想っていること、あなたたちがお兄ちゃんのことを大切に想っていること。最初にあなたたちを、お兄ちゃんのあなたたちに対する態度を見た時から、全部……」


「小こ娘むすめ……」


「アヤ……」


「絢あやさん……」


「……でも、認めたくなかった。認めたくなかったの！　お兄ちゃんの一番傍そばにいるのは私だったはずなのに、お兄ちゃんがいっしょにいていいって言ってくれたのは私だけだったはずなのに！　なのに、どうして……」


　三人の顔を見み据すえて、絢が叫ぶ。


「これじゃもう……私の居場所はどこにもないよ」


　両手で顔を覆おおって、その場に崩くずれ落ちる絢。


「この世界の……どこにも……」


「──そんなことはなかろう」


　しぼり出すように声を出す絢に、さくらが言った。


「お主ぬしに居場所がないなどと、そんなことはないはずじゃ」


「何よ、気休めは──」


「気休めなどではない。──弘ひろ司しはだれよりもお主のことを気にかけていたぞ」


「え……」


　絢の肩がぴくりと動く。


「うん、今だってアヤが出て行っちゃってから、ずっとそわそわしてたし」


「少し妬やけるくらいでしたね～」


「そ、そんなこと……」


「のう、小娘、お主は一人ではなかろう」


　さくらが絢の背中に手をかける。


「弘司は決してお主のことを一人にしたりはしない。例え物理的距離は離れていても、心をお主から離すことはないはずじゃ。悔くやしくもあるが……これは厳然たる事実であるといっていいじゃろう。そのことは、弘司を知っているお主が一番よく分かっているはずだ」


「お兄ちゃんを……」


　絢がつぶやく。


「それに儂わしらとてそうじゃ。弘司の妹たるお主を、放っておくことなどできぬ」


「えっ……」


「うんっ、ヒロの妹だもん。できるならお友達になりたいなっ」


「私たちとも、仲良くしていただけると嬉うれしいですね～」


「あ、あなたたち……」


　さくらたちの言葉に絢あやは顔を上げ、


「わ、私、私は……」


　何かを言おうとして……その大きな瞳にたまり始めた大粒の涙が、それを妨さまたげた。


「う、ぐすっ、私……う、ううっ……」


「やれやれ、強がっていてもやはり子供じゃな。ほれ、儂わしの胸で泣くがよい」


「う、ううう…………うわあーーん!!」


　その言葉に、絢は顔をくしゃくしゃにしながら一直線にさくらの胸へと飛び込んでいく────


「おお、よしよし──む？」


　と思いきや、途中でくりんと方向を変えて……そのまま千ち鶴づるの胸へと抱きついていった。


「あらあら～」


　しがみつくようにして、千鶴の胸の中で嗚咽おえつを漏もらす絢。


「む、むう？　な、なぜ？」


「さて～？　やはりさくらさんの使い古した料亭のマナイタのような慎つつましい胸では物足りなかったのではないでしょうか～？」


「ん～、確かにそれじゃあね～」


　さくらの胸をじ～っと見つめて、美み亜あがどこか遠い目をした。


「そ、それはどういう意味じゃ、ネコ！」


「ん～ん、べっつに～」


「ぬう……」


　憮ぶ然ぜんとした顔でさくらが腕を組む。


　と、


「……ふふ」


　どこからか、笑い声が響いた。


「だ、誰じゃ！　笑っておるのは…………って、小こ娘むすめかっ!?」


　笑っていたのは、絢だった。


「ふふ、あはは」


　泣き顔に大きな笑みを浮かべて、千鶴の胸の中で肩を震わせている。


「む、むう、何がおかしいのじゃ、小娘！」


　だけど絢は笑うのをとめない。そんな絢を見て。


「あはは、なんか面白いね～」


「あらあら～、うふふ～」


　なぜか美亜と千鶴も笑い出した。


「だ、だからなにゆえに主ぬしらも笑うのじゃ！」


「だって～」


「ええ～、どうしてだかおかしくって～」


　薄暗い路地に、まったくもって場違いな楽しそうな笑い声（×三）。


　やがてさくらも、


「……本当に、何だというのじゃ」


　そう言って、苦笑しながら肩をすくめたのだった。





　　　＊





　美み亜あたちに連れられて帰ってきた絢あやは、不思議とすっきりとした顔をしていた。


「絢……」


「お兄様、私、明日オーストリアに帰りますね」


　駆かけ寄った弘ひろ司しに、絢はそう告げた。


「私、分かりましたから。お兄様にとってここがどれだけ大事で、またお兄様がここでどれだけ大事にされているか。だから、お兄様をここから連れていくことは私にはできない。今回は……私の負けです」


「アヤ……」


「絢さん……」


「小こ娘むすめ……」


　絢は美亜たち三人の方を向き、


「美亜さん、千ち鶴づるさん、さくらさん。お兄様を……よろしくお願いします」


　ぺこりと頭を下げた。


「うんっ、わたしに任せておけばだいじょぶなのだ！」


「よろしくお願いされちゃいますね～」


「言われんでも、妻として当然の役目じゃろう」


　無む邪じや気きに喜ぶ三人を横目に、絢はこっそりと奈な々なに耳打ちした。


「それに奈々さんも。あの三人が暴走した時に、たぶん止められるのって奈々さんしかいないと思いますから」


「あ、うん、分かった」


「お願いします」


　最後に絢は弘司の顔をじっと見つめて、


「──お兄ちゃん」


「ん？」


「えい」


　背伸びをすると……その唇くちびるを、弘ひろ司しの頰ほおにそっと触れさせた。


「えっ……」


[image: ]


　──完全な、不意打ちだった。


「あ、あ～！」


「あらあら～」


「な、何をする小こ娘むすめ！」


「あ、絢あやちゃんっ!?」


　詰め寄る美み亜あ、千ち鶴づる、さくら、奈な々なに、


「確かに、今回は私の負けですけど」


　絢はイタズラっぽく片目をつむって、


「でも私……まだ諦あきらめたわけじゃないですから」


　そう、意味ありげに笑ったのだった。
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　空には、大きな飛行機雲が流れていた。


「そろそろ、時間かな……」


　窓から空を見ながら弘ひろ司しがつぶやく。


「そうじゃない？　二時フライトだって言ってたから」


　壁にかかった時計を見ると二時五分。予定通りにいっていれば、今頃絢あやは遠く空の上だろう。


「でも、ほんとに見送りに行かなくてよかったのかな……」


　空港まで見送りに行こうという弘司の申し出を、絢はあっさりと断った。


『あまり名残を惜しむと、余計に別れが寂しくなりますから……』


　というのが理由らしいけど、本当にそれで良かったのかどうか弘司にはいまいち疑問である。やっぱりせめて駅くらいまではいっしょに行ってあげるべきだったのかなーとか思っていると、


「いいのよ。絢ちゃんが自分でそう言ったんなら」


「だけど……」


「はあ、ほんとに鈍いんだから……」


　奈な々なが呆あきれたように大きくため息を吐ついた。


「ま、でもしかたないか。複雑な乙おと女め心をあんたに分かれっていう方がムチャだし」


「？」


　奈々が何を言いたいのか、弘司にはさーっぱり分からなかった。


「それより……あんたは相変わらずよね」


　奈々がジト目で弘司とその周りを見る。


「い、いや、これは……」


「にゃ？」


「どうしました～？」


「何じゃ？」


「……何でもないわ」


　座っている弘司を中心にそれぞれ左・右・背中にべったりと密着しているネコマタ娘むすめ・霊れい鳥ちようお姉さん・神様幼女を見て、奈々がもう諦あきらめましたって顔でため息を吐いた。


「絢ちゃんの気持ちが少しだけ分からなくもないわね……」


「へ、絢の？」


　どうしてそこで絢の名前が出て来るんだか、やっぱりさーっぱり分からなかった弘司が首をひねっていると、


「あ、そういえばアヤからお手紙もらってたんだった」


　美み亜あ（さりげなく左薬指にお祭りで取ったリングを装備）がそんなことを言った。


「手紙？」


「うん、わたしたちにって」


「あらあら～、何でしょう～？」


「ともかく、開けてみるがよい」


「うんっ」


　美み亜あががさがさと手紙を開く。


「え～と、なになに……」


『美亜さん、千ち鶴づるさん、さくらさん、奈な々なさんへ』


　便びん箋せんの表にそう記されたその手紙には。


　とーっても整った文字で。





『宣戦布告』





　とだけ、大きく書かれていた（明朝体）。


「……」


「……」


「……」


「……」


「……これって」


　シンプルであり簡潔なだけに、絢あやの本気が見て取れるかのようだった。


「にゃ～、アヤが相手でも負けないよ。ヒロは渡さないもんっ」


「敵は本ほん能のう寺じならぬオーストリアにあり、ですかね～？」


「ふん、小こ娘むすめめ……相手にとって不足はないわ」


「て、ていうか、何であたしまで……」


　四者四様の反応をする美亜たち。


　その傍かたわらでは、


「うーん、これはなかなか面白くなってきたわねー」


「ですねー。個人的には奈々を応援してるんだけど、絢ちゃんの参戦でまったく先が読めなくなりましたからー」


　管理人さんと佐さ藤とうさん（なぜか二人とも当然のごとく弘ひろ司しの部屋にいる）が、冷えた麦茶をこくこくと飲みながら実にお気楽な様子でそう笑い合っていた。





　　　＊





「──要するに、あの子の……絢あやのチカラは純粋にヒトでないモノに対してしか働かないんだよね」


　暗くら闇やみの中、男がのんびりとした口調で言った。


「あの子はヒトではないモノと根本から相反する存在、いわば生まれつきの『対つい存在』だからこそ、あらゆる人じん外がいのチカラを無効にし、その相対するモノに中毒症状を起こさせる。『滅ほ神ろ者び』と呼ばれる所以ゆえんだね。でもそれは……逆にいえば、ヒトでないモノ以外に対しては──ただの人間や動物の攻撃、または術や霊れい障しようなどによって引き起こされた結果としての物理的脅威などに対しては、ほとんど無力だってことになるんだよ」


「……」


「ヒトでないチカラを無効にするから自分では術も使えない。退たい魔まの祭器などを持つこともできず、結けつ界かいを張ることもできない。ヒトでないモノがヒトでないチカラを使って正面から攻めてきた時には無む敵てきだけど、それ以外では非常に脆もろく危ない存在。それが絢だ。補助としてはよくても……守護として弘ひろ司しを護るのには不完全なんだよ」


「……それは私も分かってるけどね」


　女がため息を吐ついた。


「まあいいじゃないか。帰ってきた絢も何だかすっきりとした顔をしてたし。きっと弘司に会えて満足したんだよ」


「すっきり、ねえ……」


　あれはどう見ても気持ちを諦あきらめたというよりも決意を新たにした顔なわけだが……このトリケラトプスのように鈍い父親にそんなことを言ってもまったくもってムダなことは分かりきっていたので、女は黙っていた。


「……絢、どうせならできるところまでがんばりなさい。他ほかの子のことは知らないけれど、私はあなたの味方だから」


「ん、何か言った？」


「──いいえ、何でも。それよりそろそろ午後のお茶の時間よ。絢がシフォンケーキを作ったっていうから、早く行きましょう」


「シフォンケーキか。いいねー、僕、アレ大好きだよ」


「……はあ」


　相変わらず子供みたいにはしゃぐ父親（今年で四十八歳さい）の背中を見て、女は改めて深い深いため息を吐いたのだった。





　　　＊





「ね、ね、ヒロ、いっしょに公園に行ってひなたぼっこしよ？」


「弘ひろ司しさま、お疲れになっているのではないですか～？　鶴女つるめ一族式のクイックマッサージをさせていただきますので、そちらに横になってください～」


「弘司よ、ここは騒がしい。儂わしの部屋で共にぶらっくこーひー（大人おとなの味）でも飲みながら、二人きりで絵本でも読んで大人の時間を過ごそうぞ」


「ちょ、ちょっと美み亜あちゃんたち」


　美亜が左手を引っ張り千ち鶴づるが右手に抱き付きさくらが背中に覆おおいかぶさっている。


　絢あやの手紙を見た直後から、今までの三・八倍程度（数字に根拠はなし）の積極性で弘司に迫ってくる三人＋四・二倍程度（数字に根拠はなし）の積極性でそれを阻そ止ししようとする一人。


　おそらく絢は牽けん制せいのつもりであの手紙を書いたんだろうけど、どうもこのネコマタ娘むすめ・霊れい鳥ちようお姉さん・神様幼女＆凶暴幼おさな馴な染じみにはまったくもって完全に逆効果になっている模様だった。


「ネコ、ツル、その手を離せ。弘司は儂と絵本を読むのじゃ！」


「それは違いますよ～。弘司さまはこれから延長ありのたっぷり九十分コースで私のマッサージを受けるのです～。さくらさんと美亜さんこそ、ええと、蛇だ足そくというやつですよ～」


「む～、二人とも何言ってるの。おジャマ虫なのはチヅルとさくらの方だよっ。だって──」


　そこで美亜は少し頰ほおを染め、


「だってヒロはわたしといっしょになるんだもん。ほら、〝こんやくゆびわ〟ももらっちゃたし。えへ～」


「!?」


　そんなことを言い出した。


「ほらほら、これだよ。いいでしょ～」


「あらあら～……」「な、なんじゃと!?」「ちょ、それって……」


　一部脚色を混じえて薬指にはめられたシルバーリングを見せる美亜に、千鶴・さくら・奈な々なの顔色が変わった。


　目の前でエサを横取りされたホオジロザメみたいな顔でぎろりと弘司の方を向くと。


「……弘司さま～」


「……これはいったいどういうことなのか」


「……ちゃんと説明してくれるわよねっ！」


　三人同時に、すごい勢いで詰め寄ってきた。


「い、いや、これはその、違うんだって……」


　必死に説明しようとするものの、興奮した三人の耳には届かない。


「弘ひろ司しさま、ひどいです～。弘司さまは私の初めての（仕つかえるべき）人だと信じていましたのに～」


「わ、儂わしとて初めてを（水泳の手ほどき）捧ささげたのじゃ！　だから選ばれるべきは儂なのじゃ！」


　またさらに誤解を招きそうなことを言う千ち鶴づるとさくらに加え、


「そ、そうよ。あたしだって襲われそうになったり、ハ、ハダカを見られたり、オデコに、その、キ、キスだってされたりしてるんだから……ご、ごにょごにょ……」


　とうとう奈な々なまでそんなことを言い出した。


「んー、奈々ちゃんもがんばってるわねー」


「ええ。でもあれじゃまだ他ほかの三人に比べてパンチ力が弱いですよ。ほら奈々、もっとがんばれー」


　無責任に煽あおる外野たち。頼むから黙っていてください……


「ほらヒロ、行こっ。〝ぷちはねむ～ん〟だよ」


　えへへ～と笑って左手にぎゅっと抱きついてくる美み亜あ。


「いえ、鶴つる女め式マッサージでめくるめく至福の世界へと～」


　胸（Ｄ）で抱きかかえるようにして右手を引っ張る千鶴。


「儂と部屋で二人きりの大人おとなの絵本たいむじゃ！」


　背中に飛び乗って離れないさくら。


「ま、待ちなさい。いいから今日はここにいて。よ、よく分からないけど、行っちゃダメ」


　腰の辺りの服の裾すそをぎゅっと握る奈々。


「む～」


「あらあら～」


「ぬぅ……」


「……」


　四人の間に静かな火花が散る。


　弘司にとって実にニアデスなトライアングル……というか三角錐すいが形成されていた。


「さて、弘司くんはこの場をどう切り抜けるのかしらねー？」


「さすがの水みな上かみくんも無傷では難しいんじゃないですかー？　奈々、物理的なパンチ力はすごいですからー」


　背後から、管理人さん＆佐さ藤とうさんのそんな声が聞こえてくる。


「む～、こうなったらヒロに決めてもらおうよっ」


「そうですね～。それが公平ですし～」


「よかろう。……では弘司よ、選ぶがよい。いったい儂らのだれと今日を過ごすのか」


「さくっと決めて」


　ずいっと顔を寄せて、迫ってくる四人。


「あ、え……」


「もちろんわたしだよねっ」


「弘ひろ司しさまは私を選んでくださると信じていますよ～」


「ふん、儂わし以外にだれが選ばれるというのだ」


「……（無言で腕をぎゅっと摑つかんでいる）」


　何だかだれを選んでも、その先にはロクな結果が待っていないような気がする。というかその予想はおそらく百二十パーセント間違っていないだろう。


（た、助けて……）


　そんな弘司の絶望的な状況も何のそのって勢いで、窓の外ではセミが気持ち良さそうにミンミンと鳴いていた。





　──まあ色々と細かい問題はあるけれど。


　とにもかくにも。


　今日も夕ゆう凪なぎ荘そうは、いつものごとく賑にぎやかでやかましく、そして平和なのだった。







ＥＮＤ　　





[image: ]




　あとがき




　こんにちは、五十嵐いがらし雄ゆう策さくです。


『はにかみトライアングル』の[image: ]巻をお届けいたします。








　さて、今回は主に夏の海のお話です。


　この本が出ている（だろう）十月には少々季節外れの感がしないでもないのですが、書いていた当時はちょうど夏の真っ最中であり、テレビでは楽しそうに海水浴に興じる親子連れの姿などが放送されているのを横目に、連日ひたすらに家に籠こもって改稿作業などに明け暮れていました。


　そんな微び妙みように不健康な生活のもとで書かれた本作ですが、内容としましては明るくかつ（ある意味）健全なものになっております。なので、肩の力を抜いて気楽な気分で読んでいただければなーと思います。








　以下はこの本を出すにあたってお世話になった方々に感謝の言葉を。


　今回も多大な尽じん力りよくをいただいた担当編集の和わ田だ様と三み木き様。何が一番助かったかというと、実のところはあとがきを四ページから二ページに減らしてもらったことだったりもします。これからもぜひこの方向でいっていただけると……（切実）。


　イラストのみずき様。夏ということで、ステキな水着のイラストをありがとうございました。アレのおかげで俄が然ぜんやる気が湧わいてきました。何といいますか、夏バテ防止の栄養剤（？）みたいな感じです。





　そして最後になりますが、何よりもこの本を手に取ってくださった読者の皆様に深い感謝を。








　それではまた再びお会いできることを願って──







二〇〇五年七月末日　五十嵐雄策





五十嵐いがらし雄ゆう策さく


第４回電撃ｈｐ短編小説賞の最優秀賞受賞者。『乃木坂春香の秘密』で電撃文庫デビュー。シカゴに住んでいた過去を持つ帰国子女で、弁護士を目指すかたわら執筆活動をスタート。司法試験の二次合格まで残り●点だったけど落ち込まないのがはにかみポイント[image: ]！
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みずき


１９７９年、出身・静岡県。現在・東京。特技は器械体操と……!?　可愛いツインテールに出会えるように、日々頑張ってます。双子でツインテールにすればダブルではにかみポイント[image: ]！




電撃文庫


はにかみトライアングル[image: ]





五十嵐いがらし雄ゆう策さく
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